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　誰かの笑顔の裏うら側がわで、きっと誰かが泣いている。

　叶かなった願いと、叶わなかった願い。

　届いた想いと、届かなかった想い。

　夏の甲こう子し園えんも、高校受験も、オーディションもプレゼンも同じだ。

　そして、それは恋も同じなのだと、春の終わりに知った。

　彼女たちが教えてくれた……。
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　　　　１




「わたしね、空そら太たが好き」

「……」

「たとえ、空太が七なな海みを好きでも、わたしは空太が好きよ」

　夕日に染められた美術室。

　五月三日。三連休の初日。憲法記念日。

　通常の授業はお休みのため、学校内は物静かだった。遠くから野球部の掛かけ声ごえと、金属バットがボールを捉とらえる甲かん高だかい音が時とき折おり聞こえてくる程度だ。

　だが、それすらも、神かん田だ空太の耳には届いていなかった。

　空太の意識や感覚は、感情も全部含ふくめて、想いを告つげてきた目の前の少女……椎しい名なましろに根こそぎ奪うばわれてしまっていたから……。

　ましろはその透すき通った瞳ひとみで、真まっ直すぐに空太を見ている。

　白い肌はだ。線の細い体。触れたら壊こわれてしまいそうな儚はかなげな存在。そのましろが、今はやさしさと安らぎをその身いっぱいに宿やどしていた。あたたかさが空太に伝わってきている。

「お、俺は……」

　うわ言ごとのようにもれた声は、小こ刻きざみに震ふるえていた。いや、声だけじゃない。がくがくと膝ひざが笑っている。

　そんな自分の状態に気が付くと、空太は心の中で自みずからを笑っていた。なんて情けなくて、かっこ悪いんだろうと。

　そう思うと、開き直る気持ちにも自然となれて、少しだけ平常心を取り戻もどすことができた。

「空太」

　それでも、告白を受けた直後だ。名前を呼ばれただけで、胸は破は裂れつしそうになる。

「な、なんだ？」

「今のは違ちがうわ」

「……違うって、どういうことだ？」

　慎しん重ちように聞き返す。

「バームクーヘンが好きとは違う好きよ」

　どこか切せつ迫ぱくした雰ふん囲い気きがましろにはある。勘かん違いされては困ると、本気で思っているのだろう。真剣な表情で訴うつたえかけてきていた。

「そ、それくらい、俺もわかってるよ！」

　心臓の音を搔かき消すために、自然と声は大きくなった。

「ほんとにわかってる？」

「ああ」

「わたしが言ったのは……」

　途と中ちゆうで一いつ旦たん区切ると、ましろはわずかに目を伏ふせた。頰ほおが赤い。夕日に照てらされているからではない。ましろの内面から色付いているのだ。ほんのりと朱しゆ色いろに……。

「……」

　空そら太たは小さく深呼吸をして、ましろの言葉の続きを待った。今はそれ以外のことができそうにない。

　少し上うわ目め遣づかいになったましろと目が合う。

「空太の彼女になりたいって意味よ」

　けど、またすぐにましろは空太から視線を逸そらした。

　ましろとは、もう一年以上も同じ寮りようで暮らしてきた。世せ話わ係がかりとして、常に身み近ぢかにいたと言ってもいい。色々な表情や仕し草ぐさを知っている。それなのに、今、空太の目の前にいるましろは、どれを取っても空太の知らないましろだった。どこからどう見ても、恋する女の子の顔をしていた。そんなものを見せられたら、理性なんて一いつ瞬しゆんでぶっ飛んでいく。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ！　わかってる！」

　抑よく制せいがまったく利きかず、先ほど以上の大声が出てしまう。それに驚いたのか、ましろは小さな動物が天てん敵てきに出会ったときのように身を引いた。

「わ、悪い！　急に大声出して……そ、その、ほんとわかってるから……」

　現在進行形で、自分がますます無ぶ様ざまになっていくのを自覚する。それとは逆に、空太の視界の中で、ましろはどんどんかわいらしくなっていく。

「そう。ならよかった」

　ふっと力の抜ぬけた安心した表情。穏おだやかな気持ちが口くち元もとに笑みを作っている。

「俺だってな。それくらいはわかるんだよ」

「わたしは、こんなのはじめてだから……」

「……」

「これでいいのか、わからないもの……」

　拗すねて言いい訳わけでもするように、ましろが空太に背中を向ける。照れているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。これもまた空太の知らない顔だった。

「ねえ、空太」

「な、なんだよ」

　今度はどうにか音量を抑おさえる。一ひと言ことしゃべるだけでも体力の消しよう耗もうが激しい。

「空太は誰が好きなの？」

　ましろはまだ背中を向けたままだ。とてもじゃないが面と向かっては聞けない。そういう不安な想いが伝わってくる。

「俺は……」

　誘ゆう導どうされるまま空そら太たは口を開いていた。

　けど、次の瞬しゆん間かん、美術室のドアが勢いよく開いたせいで、出かかっていた言葉は引っ込んでしまった。

「あんたたち、今日はもう閉めるからさっさと帰んなさいよ」

　そう声をかけてきたのは、空太とましろにとっては馴な染じみ深い、美術教師の千せん石ごく千ち尋ひろだった。問題児を集めた学生寮りよう……さくら荘そうでは監かん督とく教師として一いつ緒しよに生活をしている。二十九歳と二十八ヵ月。いい加か減げん、三十一歳であることを認めてほしいところだ。

　千尋はずかずかと美術室に足を踏ふみ入れてきた。

「ほら、早く」

　さらに、ぱんぱんと手を叩たたいて急せかしてくる。

　呆あつ気けに取られていた空太もそれで目を覚さまし、片付けもそこそこにましろと美術室をあとにした。




　下げ駄た箱ばこの前で靴に履はき替え、ましろを連れて昇降口を出る。

　とりあえず目指すのは校門。

「……」

「……」

　ゆっくりと歩くふたりに会話はない。

　それ以前に、ましろは空太の隣となりには並ぼうとしなかった。三、四メートル後ろをキープして、てくてくとついてくる。

　空太が止まれば立ち止まり、少し早く歩くと小走りになって追いかけてきた。

　その間、視線はずっと空太の背中にぐさぐさと突つき刺ささっている。気になって仕方がない。

　ましろの意い図とはよくわかる。さっきの質問に答えてほしいのだろう。

　──空太は誰が好きなの？

　でも、一度タイミングを逃のがしたことで、空太は切り出すチャンスを失っていた。いや、それ以前に、あのとき自分がなんて答えようとしていたのか、わからなくなっていた。

　ましろのことが好きだと言おうとしたのだろうか。それとも、別の気持ちを告つげようとしたのだろうか。その瞬間を逃した今となっては、自分のことなのに思い出すことはできなかった。

　ましろはましろで、はっきりと追及してこない。

　普段であれば、空太の心情などお構かまいなしに、自分が納なつ得とくするまで迫せまってくるのに。今のましろには、どこか奥ゆかしさのようなものがあった。

　そして、それがまた新たな緊きん張ちようとなって空太の体を縛しばり付けてくるのだ。

　仕方がなく無言で校門を目指していると、何かに気づいたましろが、

「あ」

　と、声を出した。

「どうした？　忘わすれ物ものでもしたか？」

　聞き返しながら振ふり向く。ましろは空そら太たではなく、その背後……校門の方を指ゆび差さした。なんだろうと思いながら、再び回れ右をする。

「あっ」

　ある人物の姿すがたが目に入った瞬しゆん間かん、空太の口からも同様の声がもれた。

　どくんと心臓が跳はね上あがる。鼓こ動どうは強く、そして、早くなった。痛いくらいに脈みやく動どうしている。全身に振しん動どうが伝わるほどだった。

　校門の側そばにいたのは、よく知った人物。空太のクラスメイトにして、さくら荘そう２０３号室の住人……青あお山やま七なな海みだ。大学の敷しき地ちと繫つながった花か壇だんの方から出てきたところだった。

　三月にスイコーを卒業してしまった前三年生……現在は水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくの映えい像ぞう学部に通う三み鷹たか美み咲さき、旧きゆう姓せい上かみ井い草ぐさ美咲の制作するアニメの声優オーディションが終わって、大学の録音スタジオから帰ってきたところなのだろう。

　昨日までなら、軽く声をかけることができた。どうせ帰る場所は同じさくら荘なのだ。一いつ緒しよに行けばいい。だけど、空太はすぐに七海の名前を呼ぶことができなかった。

　──ウチな、神かん田だ君のこと、めっちゃ好きやで

　ましろからの告白を受ける前……オーディションへと向かう直前の七海からも、空太は想いを打ち明けられたばかりなのだ。

　時計の針はりはあれから一時間半程度しか進んでいない。

　一体、どんな顔をして会えばいいというのだ。ましろも一緒のこの状じよう況きようで。

　校門に向かう足は、七海の姿を捉とらえたところでぴたりと止まった。

　だが、それがかえってまずかったのかもしれない。不自然な行動が気け配はいとして伝わったらしく、七海が空太とましろの方へと顔を向けたのだ。一瞬、ぎょっとした様子で、全身をびくつかせる。

　ばっちりと目も合った。

「……」

「……」

　空太も七海も、言葉が出てこなかった。

　距離は十メートルほど。無言のお見合いがしばらく続いた。

　行き先が同じさくら荘である以上、ここで合流せずにバラバラに帰るのは不自然だ。七海もそう考えたのかどうかはわからないが、数秒後にはお互い視線を外はずしながらも、諦あきらめたようにゆっくりと距離を縮ちぢめていく。

　ただ、すぐ隣となりまでは近づかない。微び妙みような距離。三、四メートルを残して、七海も立ち止まる。ましろも同じくらいの間かん隔かくを空そら太たと空あけていた。

　そのおかげで、空太、ましろ、七なな海みの三人は、それぞれが正三角形の頂点に立っているような位置関係を取るはめになった。

　空太にとっては意い味み深しんすぎる立ち位置だ。

　今、黙だまると絶対に何もしゃべれなくなる。そう思った空太はとにかく口を開いた。

「あ、青あお山やま、オーディション、終わったんだな」

　ぎこちない空気。ぎこちない笑顔。

「う、うん」

「ど、どうだった？」

　裏うら返がえりそうになる声こわ音ねを抑おさえるのに必死だった。

「今の全力をちゃんと出せたと思う」

　七海は七海で、明後日あさつての方向を見ながら返事をしている。

「そ、そっか」

「か、神かん田だ君のおかげだから……その、あ、ありがと」

「い、いや、青山が、がんばっただけだろ」

　まともに七海の方を見られない。

　つい先ほど告白をしてくれた相手に、うっかり遭そう遇ぐうしてしまった場合、人はどんな顔でどんな話をすればいいのだろうか。

　これまでの人生で、誰もそんなことを教えてはくれなかった。

　けど、そんな空太の悩みは、意外な形で決着がついた。

「ま、ましろの作業、今日は終わったんだ」

「あ、ああ。椎しい名なの絵、完成したからさ」

　何なに気げなく返したつもりの言葉が、七海の態度を一変させたのだ。

　ほんの数秒前まであった落ち着きのない浮ついた空気は、完全に姿すがたを消している。代わりに、どこかすっきりしたような表情を七海はしていた。

　ましろはそんな空太と七海のやり取りを、ただじっと見つめている。

「青山？」

　疑問に思って声をかけると、

「そっか。絵、完成したんだ」

　と、自分に言い聞かせるように七海が呟つぶやいた。

「絵が完成することの意味……私だってわかってたよ」

　少し困ったような笑顔。その目は、途と中ちゆうからましろに向けられていた。

　ましろの絵は言葉や表情以上に、ましろの気持ちを表現する。それが、物もの心ごころがつく前から絵を描かき続けてきた天才画家、椎名ましろの絵だ。

「そうか……」

　空そら太たは曖あい昧まいな表情で、そう返すのが限界だった。笑っているのか、困っているのか、戸と惑まどっているのか、泣きそうなのか、真剣なのか……その全部が混まぜこぜになっていた。

「……」

「……」

　空太と七なな海みの間に深い沈ちん黙もくが落ちる。

　お互いに次の言葉が見つからない。

　だから、口くち火びを切ったのがましろだったのは、必然だったのかもしれない。

「七海」

　ましろは真まっ直すぐに七海を見ていた。七海だけを見ていた。今、この瞬しゆん間かんだけは、この場所に空太がいることすら忘れてしまったかのように……。実際、忘れていたのかもしれない。空太が「何を言うつもりだ？」と投げかけた強い視線に、ましろが最後まで気が付くことはなかったから。

「なに？」

　緊きん張ちようした声で七海が答える。

　その返事を待って、再びましろの唇くちびるが動いた。

「わたしは空太が好きよ」

　目の前の光景に、目の前のやり取りに、空太の心臓は強く締しめ付けられた。下唇を無意識に嚙かんで、ぐっと何かを堪こらえる。逃げ出そうとする自分を叱しつ咤たしようと、体が勝手に動いたのかもしれない。

「うん」

　わずかに目を伏ふせ、七海はましろの言葉をやわらかく受け止めていた。

「それだけよ」

「わかった」

　頷うなずいたあとで、七海は一度深呼吸をしていた。それから、

「ましろ」

　と呼びかける。

「なに？」

「ウチな、神かん田だ君のことが好き」

「うん」

　今度はましろが頷く。

「言いたいのはそれだけ」

「わかったわ」
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　時間にすれば、十秒かそこらだ。だけど、当事者である空太にとっては、永遠とも思える長いやり取りだった。全身を誰かが押おし潰つぶそうとしてくる。心臓は大きな手に力強く握にぎられているようだった。変な汗あせが垂たれてきて止まらない。脈がおかしい。口の中はぱさぱさだった。

　息をするのも忘れて、空そら太たはじっと押おし黙だまっていた。口を挟はさむ余よ地ちなどなかったし、あったとしても語る言葉など何も持ち合わせてはいない。

　ただ、いつまでも黙っているわけにいかないのもまた事実だった。

　示し合わせたように、ましろと七なな海みの視線が同時に空太を捉とらえた。瞳ひとみの奥で何かを語っている。答えを求めているのがわかった。

「……」

「……」

「……」

　短い沈黙の中で交こう錯さくしたのは三つの想い。張はり詰つめた空気。高まり続ける緊きん張ちよう感かん。部外者の侵しん入にゆうを拒きよ絶ぜつする静せい寂じやく。三人だけの世界がそこにはあった。終わらせることができるのは空太しかいない。

　そう自覚した矢や先さきだった。

　心細さを訴うつたえるような声が聞こえてきたのは……。

　気のせいではなかったようで、ましろと七海も「ん？」と反応している。

　耳を澄ませると、また聞こえてきた。動物の鳴き声。

　たぶん、猫ねこだ。それもまだ小さな猫。

　鳴き声を頼りに、校門をくぐる。すると、そのすぐ脇わき、『水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がく付ふ属ぞく高こう等とう学がつ校こう』と彫ほられた石せき柱ちゆうの根元に、みかんのダンボール箱が置かれていた。

　空そら太たを真まん中なかに挟はさんで、三人同時に覗のぞき込む。中には、子猫が三匹。白黒のぶち、白と黒のサバトラ、最後は真っ白の毛並みだ。空太たちに気が付くと、顔を上げてみいみいとつぶらな瞳ひとみで何かを訴うつたえかけてきた。

「この感じ、久しぶりだな……」

　捨すて猫と出会うのは、一年生の冬以来。あさひを拾ったのが最後だ。

　空太は、「よっ」と掛かけ声ごえをかけながら、ダンボール箱を持ち上げた。

　ましろは不ふ思し議ぎそうに子猫を見つめ、七なな海みはちょっと呆あきれたような表情を浮かべていた。けど、ふたりとも何も言ってはこない。

　空太が子猫をどうする気なのかは、もうわかっているはずだ。

　だから、真っ先さきに空太が口を開いた。

「あのさ」

「なに？」

「ん？」

　ましろと七海の視線が集中する。その重じゆう圧あつに負けて言葉を吞のみ込みそうになる。それでも、うやむやにはできない。空太は小さく深呼吸をしたあとで、

「ふたりに話があるんだ」

　と続けた。

「……」

　無言のましろ。

「は、話って？」

　明らかに驚いた様子の七海。

　リアクションは対照的だ。そんなふたりの顔を見ながら、

「少し考える時間をくれないか？」

　と、空太は言いよどむことなく、はっきりと告つげた。

　一いつ瞬しゆんの間まが生まれる。瞬まばたきを三回。

　七海が胸を撫なで下おろした。安あん堵どの長い吐と息いきがそれに続く。

　今、ここで空太が告白の返事を口にすると思ったのかもしれない。話があるなんて切り出せば、そう思うのも当然か……。

　意外なことに、ましろもほっとしたのか、表情をやわらげていた。

「俺、まだ混乱してて……今日、ふたりから、椎しい名なと青あお山やまから、その、好きって言ってもらえて、現実だってわかってるつもりだけど、ほんとすごく混乱してるんだよ。あ、いや、もちろん、うれしいって思ってる。うれしくて、うれしいからこそ、浮かれてないで、ちゃんと考えたいんだ」

　その場の勢いきおいとかではなく、雰ふん囲い気きに流されるとかでもなく、もう一度、自分の気持ちと向き合いたいと空そら太たは思っていた。向き合わなければならないときが来たのだとも感じていた。

「私は、いいよ」

　先にそう答えたのは七なな海みだった。

「ゆっくり考えてほしいって言ったのは私だし……」

　言葉の最後は濁にごしつつ、七海は横目にましろを映うつす。

「私もいいわ。空太がしたいようにして」

「……ふたりとも、ありがと」

「あのさ、神かん田だ君」

「ん？」

「いいよって言ったあとであれなんだけど、ひとつお願いがある」

　七海の目は逃げずに空太を見ていた。

「な、なんだ？」

　緊きん張ちように声が上うわ擦ずる。

「できたら期限は決めてほしい」

　七海の手はかすかに震ふるえていた。

「ああ、わかった。もちろん、そうする。でも、いつなら……」

　カレンダーがあるわけでもないのに、なんとなく空を見上げる。太陽は殆ほとんど沈んで、夜が訪れようとしていた。風も少し冷たくなってきている。夏はまだ遠い。

「私としては、修学旅行が終わるまでに決めてほしいかな」

「修学旅行か……」

　五月下旬。三泊四日、北海道の旅だ。

　今からだとあと三週間以上もある。

「いいのか、そんなに長くて」

　長く見積もっても一週間。それくらいで結論は出さないといけないんじゃないかと、空太は思っていたところだ。

「その前に、中間試験もあるでしょ？」

　試験は修学旅行の丁ちよう度ど一週間前からはじまる。

「神田君、付属推すい薦せんがかかってるんだから、邪じや魔まはしたくないし……こんなこと言うのも、今さらかもしれないけど」

「わたしも、それでいいわ」

　そう言葉にしながら、ましろが目で訴うつたえかけてくる。中間試験や付属推薦のことも含ふくめて、七なな海みと同じ意見だと言いたいのだろう。

「なんかごめん……じゃなくて、ありがと。ほんと、ありがとう」

　できることなら、返事は早い方がいいはずなのだ。

「じゃあ、この話はここでおしまいね！」

　わざとらしく七海が明るい声を出す。これ以上、この雰ふん囲い気きには耐えられないといった様子にも見えた。

　七海がダンボール箱の中の子こ猫ねこを撫なでている。

「名前を付けてあげないとね」

「それなら、もう決まったよ」




　五月三日。

　この日、さくら荘そう会議の議事録に、

　──さくら荘に新しい仲間が加わりました。ぶち猫のみずほ、サバトラのつばめ、チビ白のさくら。みんな仲良くしてね。書記・神かん田だ空そら太た

　と、空太は記しるしてから眠ろうとした。




　　　　２




　日付は五月三日から四日へと移り変わった。

　今から三時間も前の話だ。

　夜の静けさに包まれたさくら荘の１０１号室……その部屋の住人である空太は、未いまだに眠れずにいた。いや、寝るのはとうに諦あきらめていた。

　ベッドに横になった空太の開かれた目は、先ほどから天てん井じように向けられている。両手両足を広げた大の字の体勢で、見慣れた木目の形を眺ながめていた。

　その体は微熱でもあるのか、どこかじくじくと疼うずいている。風か邪ぜを引いたつもりはない。この熱は心の興奮が引き起こしている熱だ。

　理由もはっきりしている。

　ひとりになってからずっと、ひとつの言葉と一枚の絵が、空太の胸中を支配していたから……。

　──ウチな、神かん田だ君のこと、めっちゃ好きやで

　そう告つげてきた七海の声が耳から離れない。鼓こ膜まくに張はり付き、脳に焼き付いている。あのときの緊きん張ちよう感かんは肌はだに記憶され、今も余よ韻いんが残っていた。

　考えることを、感じることを体が止められずにいる。心が落ち着かなくて、段々と息苦しさも込み上げてきた。

　気持ちを落ち着かせようと思い、目を閉じる。すると、今度はまぶたの裏うら側がわに永久保存された一枚の絵が見えた。ましろが描かいた空そら太たの絵。穏おだやかな表情は、そんな風に笑いたいと空太に思わせるやさしさに満みち溢あふれていた。

　一度見たら絶対に忘れられない。

　ましろの描いた空太の絵は、それだけの衝しよう撃げきを伴ともなっていた。

　──空太、好きよ

　その言葉以上の想いが、絵には込められていたのだから……。芸術のことはよくわからないけど、それでも、空太はましろの想いを誰よりも正しく受け取ったと思う。

　告白。

　人生最大の出で来き事ごと。

　それがふたつも同時に起こったのだ。

　ありえない事件に遭そう遇ぐうしたときに、物語の主人公は「夢でも見ているんじゃないかと思った」と言うけれど、空太にそんな感覚はなかった。

　全部が現実だ。

　告白された瞬しゆん間かんのとてつもない驚きも。遅れて込み上げてきたうれしさや喜びも。にやけてひとりベッドの上を転がり回った自分の浮かれ具合も……。挙あげ句く、ベッドから落下して、頭を痛つう打だしたことも。悶もん絶ぜつしたことも……。

　ついさっきまでは、感情を持もて余あまして、

「あ～、なんだ、これ」

　とか、

「うわ～、やばいな」

　とか、独ひとり言ごとが絶えなかったことも。頭の中では、ずっとファンファーレが鳴っていて、ダンスパーティが開かれていたことだって、全部本当なのだと、その瞬間その瞬間に空太は感じていた。

　そして、今は心が落ち着きを取り戻もどしかけていることも……。

　全部が本当で、全部が現実。

　騒さわがしい感情たちが去ったあとに残っていたのは、胸のざわめきと疼うずきだった。

　その正体を探さぐろうと、空太は驚きと戸と惑まどいを搔かき分けて、心の奥へと進んでいく。うれしさと喜びのさらに先へと自みずからの意思で触れた。

　すると、そこにはひとつの想いが待ち構えていた。

　──まだ、どこにもたどり着いていない

　心の森の奥深くにあったのは、そんな言葉だった。

　──まだ、少しも目標に追いついていない

　そう、その通りだ。

　自分のことで手て一いつ杯ぱいで、全然余裕なんてない。なのに、誰かと付き合って、その相手をちゃんと大切にできるのだろうか。

「……それがわかんないから、悩んでんだろ」

　誰にともなく呟つぶやく。声は室内に霧む散さんしていった。

　気を紛まぎらわそうと思って身を起こす。空そら太たの足元では、拾ってきたばかりの子こ猫ねこたちが、白猫のひかりと黒猫ののぞみに挟はさまれて幸せそうに寝ていた。

　自然と笑みがこぼれる。

　しばらくその様子を眺ながめたあとで、喉のどが渇かわいていることに気づいた空太は、部屋を出てダイニングへと足を向けた。




　誰もいないと思っていたダイニングには先客がいた。

　冷蔵庫に一番近い椅い子すに座っていたのは、一応、問題児を更こう生せいさせる職務も任まかされているはずの千ち尋ひろだ。生徒の前だというのに、缶かんビールをぐびぐびと流し込んでいく。いつものことなので、今さら驚きもしなければ、呆あきれもしない。もちろん、円えん卓たくの上に空き缶がすでに三本あっても気にしない。

　コップに水を注いでから、空太は千尋の隣となりに座った。

　すると無意識に、

「ふ～」

　と吐と息いきがもれる。

「あんた、なに、これ見よがしに私の視界の中でため息なんて吐ついてんのよ」

「今のは長く息を吐はき出しただけです」

「なによ、その屁へ理り屈くつは。神かん田だらしくもない」

「俺らしさってなんすかね……」

「うわっ、あんた、ウザいわ」

「先生が言い出したことでしょ！　はあ……」

　今度も完全に無自覚だった。千尋が眉まゆを顰ひそめるのを見て、空太はまた自分がため息を吐いていたことに気づいた。

　千尋は何も言わずに席を立つ。管理人室に戻もどるのかと思ったら、冷蔵庫を開けていた。単にビールが空になっただけらしい。

「はい、これ、あんたの分」

　何か冷たいものが首くび筋すじに押おし当てられた。

「オウゥ！」

　思わず太い悲鳴を上げる。

「なに、アメリカンなあえぎ声出してんのよ」

「先生が出させたんでしょ！」

　ひとまず冷たい物体を受け取る。たぶん、缶かんジュースだろう。

「一応、ありがとうございます」

　と千ち尋ひろにお礼を言った。けど、缶の正体を知るなり、空そら太たは声を荒らげた。

「って、これビールじゃないですか！」

「度数ゼロパーセントのノンアルコールビールだから平気よ」

「はあ、それなら……」

　釈しやく然ぜんとしないながらプルタブを開ける。

「ラベルが普通のビールと似てたから、間ま違ちがえて買っちゃったのよ。迷めい惑わくな話よね」

「はあ、そうですか」

　千尋の話には適当に返事をしつつ、空太は缶を持ち上げて口をつけた。弱めの炭酸。口いっぱいに広がる苦にが味み。この時点でも十分苦いし、まずいのに、飲み込んだあとはもっと最悪だった。後あと味あじが悪すぎる。

「なにこれ、にがっ！　まずっ！」

　すぐさまコップの水に飛びついた。水がたまらなく美お味いしく思える。

「やっぱり、あんたはお子様ね～」

「雑ぞう巾きんみたいな味がするんですけど」

「私、あんたと違ちがって雑巾食べる習慣がないから、知らないわよ」

　変人を見るような目だ。

「俺も食ったことはないですよ！　味とにおいから来るイメージです！」

「ったく、最近の若者のビール離れは深しん刻こくね」

「未成年に言うことじゃないでしょ」

「あんたもどうせハイボールで乾かん杯ぱいするような大人おとなになるってわけね」

　なぜ、親の仇かたきを見るような目で見られなければならないのだろうか。

「生徒にアルコールの話題を振ふるのはやめてください」

「ジンジャーエールとか、ウーロン茶って可能性もあるわね」

「先生、いい加か減げんにしてくれますか？」

　今は酔よっ払ぱらいに構っている余裕など空太にはないのだ。

「いい加減にしてほしいのはこっちの方よ。深夜に部屋から出てきて、なに、あんた？　悩んで眠れない高校生みたいな真ま似ねしてさ」

「正しよう真しん正しよう銘めい、悩んで眠れない高校生なんですよ！　現役ばりばりのね！」

「だからって、絵に描かいたように不安定にならないでくれる？」

「すいませんね」

「ま、実際、絵に描かかれちゃったんだから、それもしょうがないわよね」

「は？」

「あんたの気持ちもわからないでもないわ」

「あの……先生？」

　話の筋すじがよくわからない。これだから酔よっ払ぱらいは困る。とか思っていたら、千ち尋ひろはとんでもないことを言ってきた。

「どっちか選べなんて、選ばされる方はたまったもんじゃないでしょ」

「はい？」

　間ま抜ぬけな声が出る。

「ましろか、青あお山やまか」

　決定的な一ひと言ことに驚くしかなかった。

「げっ、なんで知ってんの!?」

「神かん田だは知らないかもしれないけど、私、美術教師よ。ましろが描いたあんたの絵を見ればわかるわよ」

「……」

　返す言葉もない。

　とは言え、どうして七なな海みの方も知っているんだろうか。

「青山の様子も、帰ってきてからおかしかったしね。風ふ呂ろを使うってだけで、妙みようにあんたの部屋の方を気にして……『告白したばかりなのに、ばったり顔を合わせちゃったらどうしよう』的なオーラがびんびん出てたわよ」

「そ、そう……ですか」

「その上で、今のあんたを見て、確信に変わったわ」

「俺、どう見えてます？」

「少なくとも、ふたりの女子から告白されて、浮かれに浮かれまくっているようには見えないわね」

「……」

　反論できないのは、図ず星ぼしだったからだ。

「あんた、そんな贅ぜい沢たくな態度だと、ぶっ飛ばされるわよ」

「誰に!?」

「まずは、私かしらね」

「せ、先生は、藤ふじ沢さわさんと上う手まく行ってるんじゃないんですか？」

「それとこれとは話が別よ」

「なんでだ!?」

「もう、面めん倒どうだから、いいわ、あんた」

　さすが酔よっ払ぱらいだ。会話が身み勝がつ手てすぎるし、適当すぎる。真ま面じ目めに相手をするだけ時間の無駄だ。

　そう思い、席を立とうとした瞬しゆん間かんだった。

「三つの選せん択たく肢しの中から、どれを選べばいいかで悩んでいるように見える、って言われたいわけ？」

　結構飲んでいるくせに、千ち尋ひろはちゃんと脱線前の会話の流れに戻もどしてきた。

「選択肢その一。ましろと付き合う」

「……」

「選択肢その二。青あお山やまと付き合う」

「……」

　そこで目が合うと、千尋は鼻で笑った。だから、もう次の言葉を聞くまでもなく、空そら太たの心が今どの方向に傾いているのか、見み透すかされていると空太は理解した。

「選択肢その三。どっちも振ふるか」

「っ!?」

　わかっていても、言葉にされると衝しよう撃げきが違う。

「選択肢その四。両方と付き合う」

「そんな選択肢はありませんよ！　だいたい、先生、三つって言ったでしょ！」

「あんた、三み鷹たかの何を見てたわけ？」

「仁じんさんは尊敬してますけど、その点だけは見習おうとは思いません！」

「あっそ」

　話に飽あきたのか、急に冷さめた口調になった千尋は、残っていたビールをぐいっと飲み干した。ふうっと酒さけ臭くさい吐と息いきをもらす。

「でも、あんた、勘かん違ちがいしてるわよ」

「え？」

　横目で千尋が空太を見ている。先ほどまでの酔っ払いの目とは違う気がした。

「勘違いってどういうことですか？」

「ほんとに気づいてないのね」

「だから、何が？」

「ひとつだけ教えてあげる」

　空からになった缶かんビールの口に千尋は指を這はわせていた。

「神かん田だは自分が何に悩んでいるのかを、もう一度考え直した方がいいわよ」

「意味がわかんないんですけど」

　自分の悩みは理解している。そのせいで眠れないのだから。

　まだどこにもたどり着いていない自分。目標に追いつけていない自分。水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくの付属推すい薦せんを取れるかも微び妙みような状態で、今は心に余裕なんてないのだ。そうした中で、きちんとお付き合いというものをしていけるのだろうか。『彼女』のことを思い遣やれるのだろうか。

「先生？」

「その先は自分で考えなさい」

　言いながら席を立つと、千ち尋ひろは部屋に戻もどろうとする。

「あ、ちょっと！」

　無視されると思っていたけど、千尋はダイニングの入り口で立ち止まった。ゆっくりと振ふり向く。そして、真剣な目で空そら太たを見み据すえ、

「空あき缶かん、捨てといてね」

　と言って、今度こそダイニングを出て行った。

「……」

　取り残された空太は、数秒間棒ぼう立だちの姿勢で固まっていた。

　テーブルの上には、千尋が飲み散らかしたビールの空き缶が六、七本。

「やられた……」

　雰ふん囲い気きに吞のまれて後あと始し末まつを見事に押おし付けられている。

　椅い子すに座り、もう一口だけノンアルコールビールを流し込んだ。

「よくもこんな苦にがいものを大量に飲むよな……」

　さっきよりも苦味が増している気がした。

「やっぱり、まずい……」

　それでも、捨てるのはもったいない気がして、空太はコップの水をチェイサーにして、時間をかけて一本飲み切った。

　そうしたところで、千尋の言っていた『勘かん違ちがい』の意味はわからなかった。

　一体、何を間違えているというのだろう……。
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　五月四日。みどりの日。

　この日、空太は三匹の子こ猫ねこに顔を舐なめ回されて目を覚ました。

　やけに周囲は暗く、まだ夜なのかと思いながらケータイの時計で時刻を確認する。

「……」

　残念なことに『まだ』ではなくて、『もう』夜だった。

　午後六時五十分。

　明け方近くまで眠れなかった記憶はあるので、まあ、仕方がない。とは言え、せっかくの休日にもったいないことをしたなあという、ちょっとした後悔はあった。

　今の空そら太たには時間の使い道がたくさんある。四月から進めているシューティングゲームの制作をしたかった。龍りゆう之の介すけにぼろくそに言われたＣＰＵの挙きよ動どうを改良するのだ。

　付属推すい薦せんを取れるように中間試験に備そなえて勉強するというのもいい。もちろん、自分の気持ちを見つめ直して、告白の返事を考えるのだって、何よりも大事だ。

「返事か……それが一番大切だよな」

　自然と表情は深しん刻こくさを増していく。そんな空太に、子猫が三匹じゃれ付いてくる。

　その後、空太は十匹になった猫たちにご飯とミルクをあげ、群むらがる猫たちの様子をしばらく適当に観察して過ごした。




　午後八時になると、空太は一昨日おとといさくら荘そうに島流しにされたばかりの普通科の一年生……長は谷せ栞かん奈なの歓迎会のため、みんなと鍋なべを囲んでいた。

　本当は昨日行うつもりでいたのだが、栞奈が先に引っ越しの荷物を整理したいということだったので、今日に流れたのだ。

「では、さくら荘一同、長谷栞奈さんを歓迎するということで」

「かんぱーい」

　場所はさくら荘のダイニング。

　参加しているのは、空太、ましろ、七なな海みの三年生が三人。四月早々にさくら荘にやってきた音楽科の一年生、姫ひめ宮みや伊い織おり。主しゆ賓ひんの長谷栞奈を含ふくめて全部で五人。

　席は時計回りに、栞奈、伊織、空太、ましろ、七海の順番だ。

　千ち尋ひろは不在。もうひとりの住人である赤あか坂さか龍りゆう之の介すけは相変わらず自室の１０２号室に引きこもっている。一応、メールで声はかけたのだが、

　──龍之介様は現在、ペンタゴンをハッキング中ですので、空太様のお戯たわむれに付き合ってる余裕はありません。まことに申し訳ありませんがご了承くださいませ。もうすぐ世界はわたくしのもの！　メイドちゃんより

　という、恐ろしい返事が届いたので、深くは言げん及きゆうしないでおくことにした。

　たぶん、メイドジョークだとは思うけど……。

　とりあえず、もうひとり住人がいることだけは栞奈に伝える。

「あと、赤坂龍之介っていう三年生が１０２号室に住んでるんだ」

「はあ」

　その後は、石いし狩かり鍋なべをつつきながら、空太から順番に簡単な自己紹介を行った。一いち巡じゆんする頃には、鍋の具は半分ほどに減っていた。

　歓迎会はつつがなく進行していく。

　ただ、何の問題もなかったというとそうでもない。

　途と中ちゆう、空太が鍋の具を取ろうと箸はしを伸ばすと、同じくシャケを狙ねらっていた七海とお見合いになり、

「お、おう、ごめん」

「う、ううん。か、かかか、神かん田だ君、いいよ」

「いやいや！　いやいやいや！　青あお山やまが……」

　という感じで、お互いに手を引っ込めるというやり取りが二、三度あった。

　いつも通りにしよう、と自分に言い聞かせても、かえって七なな海みを気にしてしまう。

　不自然に意識してしまうのは、ましろに対しても同じことで、空そら太たは歓迎会がはじまってから一度も、左ひだり隣どなりに座るましろの方を見てはいなかった。

　反対側に座る伊い織おりの方ばかりに目を向けていたら、

「なんすか、空太先せん輩ぱい。俺に熱い視線を送ってきて」

「送ってないな」

「俺、言っておきますけど、ノーマルですよ？」

「俺もノーマルだよ！」

　などという的まと外はずれの会話をするはめになり、歓迎会の主しゆ賓ひんである栞かん奈なには、心しん底そこ呆あきれた顔をされた。

　これから毎日、こんな状態で過ごさなければならないのかと思うと、気が遠くなる。けど、考える時間がほしいと言ったのは空太なので、文句も弱よわ音ねも吐はく資格はないのだ。

　鍋なべの具を食べ尽つくしたところで、七海が雑ぞう炊すいの用意をはじめた。ご飯を投入し、火を止めてから卵を垂たらしていく。

　そんなときだった。

「あの……」

　と、栞奈が切り出してきたのは……。

　眼鏡めがねのレンズの向こうにあるのは疑ぎ惑わくの色を湛たたえた瞳ひとみ。

「ん？　どうした？」

　冷静なふりをして返事をする。

「どこか空気がおかしくありませんか？」

　きっぱりとして、毅き然ぜんとした声こわ音ねだ。栞奈の意識は、空太、ましろ、七海の方へと向けられている。たぶん、気のせいではない。

「俺はこいてないからな」

　ぴりっとした緊きん張ちよう感かんの中、真まっ先さきに伊織が素すっ頓とん狂きような弁べん明めいをする。

「バカは黙だまってて」

　栞奈は眉まゆひとつ動かさない。

「ど、どこがおかしいって？」

「先輩方の態度がよそよそしいと思います」

「そ、そんなことないだろう」

　空からになった栞かん奈なの器うつわを受け取り、空そら太たは雑ぞう炊すいをたっぷりよそってあげた。

「言っておきますけど、私に対してではありませんよ」

「……」

　これは何か気づかれているかもしれない。そう思った矢や先さきに、

「先せん輩ぱい方同士が、という意味です」

　と、栞奈は付つけ足たしてきた。

「そ、そうか？」

「そんなこと、な、ないよね？」

　空太と七なな海みが声を上げるのはほぼ同時だった。お互いの意見に同意を求め、顔を見合わせる。明らかに七海の笑顔は不自然だ。若じやつ干かん引きつっている。たぶん、空太も似たような表情をしているのだろう。

　その上で、二秒と耐え切れずに、ふたりは顔を赤くしながら視線を逸そらした。

「ほら、今もです」

　言いい訳わけをすると墓ぼ穴けつを掘る。何も言わない方がよさそうだ。

「……」

「……」

　そう思い口を閉ざすと、余よ計けいにダイニングはおかしな空気で満たされた。

　ぎこちない。その一ひと言ことに尽つきる。

　告白の返事を待たせている男子一名と、告白の返事を待っている女子二名が同じ空間にいるのだから、それぞれ気を遣つかうし、変にだってなる。

　普段と変わらない様子で、石いし狩かり鍋なべをもぐもぐと食べているましろの方が、むしろおかしいのだ。

　そんなましろをちらりと横目に映うつす。

　今さらのように、空太は大きな見落としをしていたことに気が付いた。

　ましろを見ないようにしていたせいでわからなかったが、明らかにいつもと違ちがう点がある。嫌きらいな具を空太の器うつわに移してきていない。食べないはずの油あぶら揚あげは、ましろの器に山盛りになって残っていた。

「空太」

　そのましろから突然名前を呼ばれ、空太は妙みような焦あせりを感じた。嫌いやな予感がしたのだ。

「な、なんだ？」

　恐おそる恐る隣となりに座るましろに尋たずねる。

　すると、ましろは真まっ直すぐに空太を見つめ、

「別居しましょ」

　と言ってきた。

「……え？」

　思わず、聞き返してしまう。

「別居よ」

「それは聞こえたよ！」

「別れて暮らすことよ」

「それも知ってる！」

「じゃあ、なに？」

「なんで急にそんなことを言い出したのかをお尋たずねしたいと思ってるんだよ！　後こう輩はいの目もあるしね！」

　伊い織おりと栞かん奈ながそれぞれ興味を伴ともなった目を向けてくる。

　なんとも居い心地ごこちが悪い。見み世せ物ものにされるのはごめんなのだが……。

　そんな空そら太たの心境を、察さつしてくれるはずもなく、

「空太は男子で、わたしは女子だからよ」

　と、ましろが的確な説明をしてきた。

「なるほど……」

「だから、別居ね」

　どこか力強く宣言してくる。

「だから、別居よ」

　テンションがいつもと違ちがっている。妙みように張り切った感じがするのは、気のせいだろうか。たぶん、気のせいじゃない。

　自分の主張を気に入ったのか、ましろはひとりで何度も頷うなずいているし、見方によれば、やたらと機き嫌げんがいいようにも思える。

「空太にパンツを選んでもらうのもよくないわ」

　ましろは正しいことを言っている。本当に正しい。

　だが、どうしてもひとつだけ言いたいことがあった。

「一年と一ヵ月前に気づいてほしかったよ！」

「前から薄うす々うす思ってたわ」

「平然と噓うそを言うな！」

　今になって、ましろがまともなことを言い出した理由は明白だ。

　昨日の告白。それ以外に考えられない。

「さっきから、なんの話ですか？」

　事情がさっぱりわかっていない伊織はぽか～んとしている。

「なるほど、そういうことですか」

　栞かん奈なの方は伊い織おりとは正反対の反応で、なにやらひとりで納なつ得とくしている。しかも、さらっとした口調で、

「空そら太た先せん輩ぱいが、椎しい名な先輩と青あお山やま先輩のおふたりから告白されたんですね」

　と、とんでもないことまで言ってきた。

　ど直球のど真まん中なか。

「なんでわかった!?」

　脊せき髄ずい反はん射しやでそう口走る。

「ええ!?　そうなんですか!?」

　少し遅れて伊織が立ち上がって驚く。

　すると、栞奈は、

「やっぱり、そうでしたか」

　と、冷さめた態度で眼鏡めがねの位置を直した。

「……」

　どうやら鎌かまをかけられたらしい。でも、今さら気づいたところで後あとの祭りだ。

「神かん田だ君のドジ」

　七なな海みは呆あきれ切った目をしている。

「面めん目ぼくない」

　素す直なおに頭を下げた。

「別にいいけど。神田君に言うのに比べたら、なんでもないよ」

「え～、まじっすか？　空太先輩、すげ～！　俺にもモテる秘ひ訣けつを教えてください！」

　伊織が腕にしがみ付いてくる。

「俺にも是非彼女を！」

　正直、拝おがまれても困るし、自分でもどうしてこうなったのかなんてわかってない。だから、当然、教えるなんて真ま似ねは無理なのだ。

　本当にモテたければ、仁じんに弟で子し入いりをした方が絶対にいい。まあ、仁の場合、あまり一般人には参考にならないかもしれないが……。というか、伊織は黙っていれば顔立ちもいいので、普通にモテそうな気もする。その上、本人はそう思っていないだろうけど、ピアノという特とく技ぎもあるのだ。

「意外でした。空太先輩、モテるんですね」

　そっぽを向いた栞奈は、なんだか不満そうだ。

「栞奈さん？」

「なんですか？」

　返事もどこか刺とげ々とげしい。

「えっと、歓迎会は楽しんでくれてるかな？」

　とりあえず、露ろ骨こつに話題を変えた。

「先ほどまでは、それなりに」

「今は？」

「少し不満があります」

「俺のせい？」

　恐おそる恐る聞くと、

「はい、そうです」

　と、きっぱりと肯こう定ていされた。

　すぐに次の言葉が出てこない。

「その、ごめんね。私たちがばたばたしてて……」

　そんな空そら太たを、七なな海みがフォローしてくれた。

「いえ、そんなことは……」

　先せん輩ぱいに気を遣つかわせたと思ったのか、栞かん奈なは両手をぱたぱたと振ふって否ひ定ていする。空太と七海でだいぶ態度が違ちがうのは気のせいだろうか。

「私が余よ計けいなこと言ったせいですし」

「でも、しばらくすればこういう空気じゃなくなるから」

　後輩に向けられた七海の笑みは、もう自然なものだった。

　同時に、言葉に強い根こん拠きよを感じた。空太の返事には期限がある。だけど、それだけとも思えない確信に満ちている。

「ついでと言ってはなんだけど、私からみんなにひとつ報告があります」

　続けて七海が口にしたのはそんな言葉だった。

　四人の視線が一点に集まる。

「今月下旬の修学旅行が終わったら、私は一般寮りように戻もどることになりました」

　七海は清すが々すがしさすら漂ただよう真まっ直すぐな瞳ひとみで、正面を見ていた。

　意味を理解するのには少しだけ時間がかかった。

　それは、ましろも、栞奈も、伊い織おりも同じだったのだと思う。誰もが驚きを示すのに数秒を必要としたから。それが七海の根こん拠きよであり、確信だったのだ。

　口から「え」の音がこぼれた。空気がもれた程度の弱い音。

　それでも、空そら太たの動どう揺ようはまだ小さなものだった。時期は聞いていなかったけど、七海がさくら荘そうを出て行くこと自体は知っていたから。

　演技の参考になればと、遊園地でデートをしたあの日……観かん覧らん車しやの中でキスをした直後、

　──さくら荘を出て行くことにしたんだ

　と、本人の口から告つげられたのだ。

　隣となりに座ったましろは、じっと七海の横顔を見ていた。

「ごめんね。歓迎会なのに、こんな話まで」

「いえ……いいんです」

　どう答えればいいのか、栞かん奈なは困こん惑わくしている様子だった。まさか、こんな話に展開するなんて思っていなかったのだろう。それは空そら太たも同じだ。

　そして、最後まで硬こう直ちよくしていた伊い織おりは、

「ええっ!?」

　と、大声で反応した。

「青あお山やま先せん輩ぱい、いなくなっちゃうんですか？」

　膝ひざから力の抜ぬけた伊織は椅い子すから転げ落ち、両手両膝を床についてがっくりとうな垂だれる。

「そんな……」

　酷ひどく落らく胆たんした声を絞しぼり出している。

「伊織君が、そこまで残念がってくれるとは思わなかった」

　それは空太も同感だ。伊織がさくら荘そうにやってきてまだ日も浅い。ようやく一ヵ月になったというくらいなのに、随ずい分ぶんと思い入れを持ってくれていたらしい。

「だって、青山先輩がいなくなったら、さくら荘のおっぱい力は大おお幅はばダウンじゃないっすか！」

「うん、そんなことだろうと思ったけどね」

　七なな海みはため息交まじりだ。

「壊かい滅めつ的てきですよ！　これではもう戦えない！」

「あなた、少しは空気を読みなさい」

　軽けい蔑べつの眼まな差ざしで、栞奈は伊織を見下ろしている。

　その声に顔を上げた伊織は、栞奈を視界に入れるなり、

「はあ……」

　と肩を落とす。

「今の、どういう意味？」

　栞奈の目に殺意が宿やどっていく。

「壁かべが眼鏡めがねかけてる……」

「誰が壁よ」

「悔くやしかったら、おっぱいを手に入れるんだな！　話はそれからだ！」

　法廷に立つ弁護士のように、びしっと伊織が栞奈を指差している。当然、栞奈はますます不ふ機き嫌げんな顔になった。

「空太先輩に揉もんでもらうなり、吸ってもらうなりすれば育ちますかね？」

　余よ計けいな話を伊織が笑顔で振ふってきた。

「俺を巻き込むのはやめてくれるか？」

　栞奈は両腕で胸を隠かくすようにしながら背を向けている……かと思ったら、肩越しにちらりと空太に視線を投げかけてきた。

「触らせませんよ」

　侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしだ。

「当たり前だ！」

「す、吸うなんてもってのほかですから」

「わかってるよ！」

　なにやら咎とがめるような視線を感じる。ましろと七なな海みだ。不満でいっぱいなご様子。これは下へ手たに話しかけない方がいいパターンだ。絶対に藪やぶ蛇へびになる。

「あ～あ、なんてこった……俺の青春が終わったよ。椎しい名な先せん輩ぱいは超ちよう絶ぜつかわいいからいいけど……」

　再び栞かん奈なを見てがっかりする伊い織おり。

「ないわ～」

「よく言うわね。昨日、私のスカートの中を見て、興こう奮ふんしてたくせに」

　見た目以上に頭にきているらしく、売り言葉に買い言葉といった感じで、栞奈も伊織を挑ちよう発はつしはじめた。

「あ、あれは！　あれは、あれで、あれだよ！」

　伊織の顔にわかりやすく動どう揺ようが走る。

「あれは、なによ？」

　腕組みをした栞奈は、床に座り込んだ伊織を完全に見み下くだしている。

「ちょっと待て、よく思い出すから」

　手のひらを栞奈に向けて、伊織が目を瞑つぶる。

「お、思い出さないで！」

　ぐいっと栞奈が伊織の足を踏み付ける。

「い、いって～な！」

「自じ業ごう自じ得とくよ」

　話はこれで終わりと言った態度の栞奈だったが、立ち上がった伊織の顔を見て表情を強こわ張ばらせた。

「思い出すなって、言ったでしょ……」

　地の底から這はうような凄すごみのある声こわ音ね。

「お、思い出してねーし……」

　すっとぼけた態度。

　けど、残念ながら、伊織の鼻からは赤いものが垂たれてきていた。

　ぼたっと床に落ちる。

「あ、やば……」

　さすがに気づいた伊織は、

「ご、ご馳ち走そう様さまでした～！」

　と言って、ダイニングから逃げ出して行く。

「ほんと、ガキ」

　栞かん奈なは伊い織おりを追いかけようとはせずに、冷たくそう吐はき捨てた。

　それから、残っていた雑ぞう炊すいの最後の一ひと口くちを食べ、ご馳走様を言いながら食器をまとめていく。席を立つと、空そら太たを一いち瞥べつして、ダイニングから出て行った。

　残されたのは、空太とましろと七なな海み。

「七海、出ていくのね」

　ぽつりとましろがもらした。

「うん。それが自分のためだって思えたから」

　さくら荘そうにいることが甘えになると、前に七海は言っていた。ここは居い心地ごこちがいいから、それに甘えてしまうと。空太にはその全部が悪いことだとは思えない。でも、七海が悩んで決めたことなら、引き止めることはできなかった。引き止めたところで、七海の決意は変わらないこともわかっている。

「私がさくら荘に来たのは、一般寮りようの家や賃ちん滞たい納のうが理由だったけど……そうなってしまった原因は違ちがうところにあったんだって、今ならわかるんだ。本当は無理があったのに、学校、バイト、養成所の全部を、ちゃんとやれるって思い違いをしてた」

「……」

　ゆっくりと語り出した七海を、ましろは真剣な面おも持もちで見ていた。

「自立できているつもりが、本当は全然できてなかった。なんとかやれているつもりでも、知らないところで誰かに迷めい惑わくをかけていたんだろうなって、さくら荘に来て思えるようになった」

「そう」

「うん。今年一年は、養成所はないけど、だからこそ、まずは学校とバイト……それくらいからきちんと自立してやっていけるようになりたい。前はできなかったことを、ひとつずつできるようになりたい」

「七海は卒業なのね」

「え？」

「さくら荘を卒業」

「大げさに言うと、そうかな？」

　気き恥はずかしそうに、七海が笑う。

「七海」

「なに？」

「七海がどこにいても、やっぱり七海はさくら荘よ」

「……」

「みんながさくら荘そう」

　それは美み咲さきと仁じんの卒業式を目前にして、空そら太たがましろに伝えた言葉。ましろが感じてくれた想いだ。

「私もそのつもりだよ」

　屈くつ託たくのない七なな海みの笑顔。きっと、未練がないわけではない。それでも、旅立つことを決めた。そうした強さが七海の言葉と表情には宿やどっていた。

　だから、そのときがきたら、笑って送り出せばいいんだと空太は思った。




　　　　４




　ゴールデンウィークが終わると、世の中は平常運転を再開した。連日のように、行楽地の混雑具合を伝えていたニュース番組も、連休が明けてからは、遅ち々ちとして進まない国会審議に対する不満や、畑を荒らす迷めい惑わく動物の特集なんかを流している。

　そうした世の中の流れに合わせて、空太も毎日学校に通うという、繰くり返しの日々に戻もどっていた。

　ただ、一点、連休前とは大きく異なる点はあったが……。

　それは、ましろのお世せ話わのことだ。

　朝、起きてこないので部屋を訪れると、

「空太、入ってこないで」

　と、張り切った口調で言われて、外に押おし出された。

　着替えを用意してあげようとすれば、

「自分でするわ」

　と、強気な態度で制服を奪うばわれた。

　うっかりパンツを摑つかもうものなら、

「返して……」

　と、頰ほおを膨ふくらませて威い嚇かくはしてくるし、

「空太のエッチ」

　とか、今さらのように言われる始末だった。

　それが女子高生の反応としては普通なのだろうが……。

　とは言え、着替えひとつを取っても、生活破は綻たん者しやのましろにすべてを任まかせてしまっては、とんでもない大だい惨さん事じを引き起こすかもしれない。下着を着けずに学校に行くなんてことは、比較的容易に想像ができるレベルなのだ。

　だから、毎朝のように空太は、制服に着替えて部屋から出てきたましろの服装チェックをしなければならなくなった。

「わたし、完かん璧ぺきよ」

　着替えが終わったましろは、わざわざくるりと一回転して、出で来き栄ばえをアピールしてくる。

　確かに外から見た感じは完全体。だが、それで安心できないのがましろでもある。

「パンツは？」

「白よ」

　誇らしげに胸を張ってそんなことを言うのだ。

「色を聞いたんじゃねえ！」

　そんなやり取りをしていると、だいたい同じ時間に栞かん奈なも隣となりの２０１号室から出てくる。

「ついでと言ってはなんだが、栞奈さんは？」

　栞奈がさくら荘そうに島流しにされたわけは、少々特殊なストレス発散方法にある。その方法とは公衆の面前で、ノーパンで過ごすこと……。それが一般寮りようで寮母ぼさんにばれて、問題児の巣そう窟くつへとやってくるはめになったのだ。

「朝から下級生にパンツの色を聞くなんて軽けい蔑べつします」

「装そう着ちやくしているかを聞いてんの！」

「むしろ、その方がどうかしていると思います」

　まさしく正論だ。

「ほんと、俺、朝からなんて会話してるんだろうね」

　そんな感じで、自じ己こ嫌けん悪おと戦う日々が続いている。




　大型連休の終わった学校では、いよいよ間ま近ぢかに控ひかえた修学旅行に向けて、三年生は浮かれた気分になっていた。

　ＨＲの時間を使って班はん分わけが行われ、空そら太たは龍りゆう之の介すけと七なな海み……あと、七海と仲良しのクラスメイトである高たか崎さき繭まゆ、本ほん庄じようやよいと同じグループに振ふり分けられた。殆ほとんど自動的に。

　男子は誰もさくら荘そうの住人である空太と龍之介とは組もうとせず、ふたりは余あまり物ものという形で一いつ緒しよにさせられたのだ。

　そして、出で来き上あがった男子と女子のグループを合体させてひとつの班にする際にも、同じ理由で必然的に七海たちと一緒になった。組んでくれるのが、七海の班しかなかったのだ。

　なので、実際、班を決めるにあたって空太は何もしていないことになる。気づいたら決まっていたという感じだった。それならそれでいいのだが……。

　ただ、ちょっとした問題はある。

「小こ春はる先生、質問があります！」

　班分けが終わったところで、勢いきおいよく空太は手を挙あげた。

「はい、神かん田だ君、却きやつ下かします」

「せめて、話を聞いてくれますか！」

「どうせ、赤あか坂さか君が来るか、来ないかの話でしょ？」

「そうです！」

「たぶん、来ないんじゃない？　よかったね、神かん田だ君。北海道はハーレムよ」

「それがしんどいから、小こ春はる先生に相談しているんじゃないですか！」

「は～い、じゃあ、班はんごとに計画練ねっておいてね～。あと、中間試験も近いから、適当にがんばってねぇ」

「ちょっと待って、先生！　俺を助けて！」

　そんな空そら太たの魂たましいの訴うつたえはあっさりと無視されて、小春はチャイムが鳴るとさっさと教室を出て行ってしまったのだった。

　仕方がなく空太は龍りゆう之の介すけにメールで掛かけ合ってみたのだが……。


　──赤坂、修学旅行、行くよな？

　──大型連休は、仕事に集中する予定だ

　──学校の行事を全部休日扱あつかいにするのはやめようか！

　──何か問題でもあるのか

　──どうしてもお前に参加してもらいたい！

　──理由を言え

　──俺がひとりぼっちになるからです！

　──却きやつ下かだな



　と、一いつ蹴しゆうされたのだった。

　その後も、定期的に龍之介には誘さそいの声をかけているが、今のところ色よい返事はもらえていない。

　そうこうしているうちに、ゴールデンウィークからあっさりと一週間が過ぎ去り、修学旅行の前に立ちはだかる関かん門もん……空太にとっては、付属推すい薦せんの合否に影響する大事な中間試験が間ま近ぢかに迫ってきていた。




　中間試験を目前に控ひかえた五月十五日の日曜日。

　明日からの三日間が試験日となる。

　空太はさくら荘そうの自室で黙もく々もくと勉強をしていた。

　昼過ぎに机に向かって早はや三時間が経過。途と中ちゆう、トイレに行ったくらいで、それ以外の時間はずっと試験対策の問題集を解いていた。

　さすがに頭が疲れてきたのか、積せき分ぶんの数式を前にして、シャーペンを握にぎる空太の手はぴたりと止まった。

「……」

　解き方を模も索さくするけど、なかなか解かいの導き方が思いつかない。

　五分ほど粘ねばってみたがダメだった。

　途と端たんに集中力が途と切ぎれていく。

　すると、手元がだいぶ暗くなってきていたことに今さらのように気づいた。

　電気の紐ひもを引っ張る。

　ぱっと室内は明るくなった。

　集中力が切れたせいか、さっきまでは全然気にしていなかった背後の話し声が、やけに鼓こ膜まくに張り付いてくる。

「ねえ、栞かん奈なちゃん」

「なに？」

「ここ、わかんないよぉ」

「教科書の例題と同じようにすれば解けるわよ。ほら、ここに載のってる」

「あ、そっか」

　空そら太たの記憶が正しければ、ここは空太の部屋のはず……。

　黙って耳を傾けていると、

「ねえねえ、栞奈ちゃん」

「なに？」

「ここもわかんない」

「これはね……」
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　というようなやり取りを、ふたりは何度も何度も繰くり返していた。

　どうやら、教えてもらっている少女にわかる問題はないようだ……。

「あのさ」

　椅い子すをくるりと回転させる。

「なあに、お兄にいちゃん！」

　声をかけられたことがうれしいのか、嬉き々きとした表情で妹の優ゆう子こが顔を上げた。眩まぶしすぎて目がちかちかするほどの笑顔だ。

「なんで、優子がここにいるんだ」

「妹がお兄ちゃんの部屋にいるのは常識だよ！」

　よくわからない常識だ。だいたい、目を輝かせて言うようなことでもない。

「俺、大学の付属推すい薦せんを取れるかどうかの瀬せ戸と際ぎわにいるんだ。だから、中間試験でなるべくいい点を取りたいんだよ」

「じゃあ、優子はお兄ちゃんを応援すればいいんだね！」

「違ちがうな」

「お兄ちゃんに勉強を教えればいいの？」

「お前に教わることなど、兄にはひとつしてないな」

「なら、優ゆう子こはどうすればいいのさ！」

　ぷくっと膨ふくれっ面つらになっている。

「大人おとなしく部屋から出て行ってくれ」

　ストレートにそう告つげた空そら太ただったが、

「どうして？」

　と、優子に真ま顔がおで聞き返されてしまった。首を傾かしげてぽかんとしている。完全にアホの子だ。

「優子って、俺が思っている以上にかわいそうなやつだったんだな！」

「だからこそ、お兄にいちゃんが必要なんだよ！　この世界でお兄ちゃんを一番求めているのは優子なんだからね！」

　鉛筆を持った手をぎゅっと握にぎって、またなにやらおかしな理論を力説している。

　空太は優子との正常なコミュニケーションは諦あきらめ、テーブルの前で礼儀正しく正座をしているもうひとりの少女に声をかけることにした。

「栞かん奈なさんまでどうしてここにいるんだ？」

　寮りようの中でもきちんとした私服に着替えている。

「見てわかりませんか？」

　テーブルに置かれた教科書とノート。もちろん、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「優子に勉強を教えてくれている」

「わかっているのに、わざわざ質問しないでください」

「悪かったね……」

「そんなだから、先ほどから数学の問題を解けないんだと思いますよ」

「それこそ悪かったね！」

「わかんないなら、七なな海みさんに教わればいいのに」

　屈くつ託たくなく言ってきたのは優ゆう子こだ。

「七海さん、教えるの上じよう手ずだよ」

　それはそうなんだろう。なんたって、この優子をスイコーに合格させた立たて役やく者しやだ。水せい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくの付属推すい薦せんに関しても、七海は合格安あん全ぜん圏けん内ないにいる。

「いや、青あお山やまは、その……」

　思わず口くち籠ごもる。

「……」

　栞かん奈なは意い味み深しんな無言を貫つらぬいている。

「恥はずかしいなら優子が頼んできてあげるよ」

　言うなり立ち上がる優子。

「だ～、ちょっと待て！」

　慌あわてて止めると、さすがの優子も首を傾かしげた。

「……どうしたの、お兄にいちゃん」

「ど、どうもしないぞ、優子」

「あ～、さては七海さんとケンカしたんでしょ」

「してない」

「むしろ、その逆ですよね」

　ぼそっと栞奈が余よ計けいなことを口走る。

「栞奈さん!?」

「あ、言っちゃいけませんでしたか？」

　絶対にわかっててわざとやっている。前から思っていたけど、栞奈は空太に対して精神的にＳっけがある。ノーパンで授業を受けるという離はなれ業わざをやってのけるＭ体質なのに……。表ひよう裏り一いつ体たいというやつだろうか。

「むっ、どういうこと、お兄ちゃん!?」

「優子は知らなくていいんだ」

「いいもん。あとで七海さんに聞くから。お兄ちゃんなんて大だい嫌きらい！」

　べ～っと舌を出してくる。

　でも、すぐに、

「あれ？　優子、お兄ちゃんのこと大嫌いじゃないよね……？」

　とか、ぶつぶつ独ひとり言ごとをもらしはじめたかと思ったら、

「大好き！」

　と、告白してきた。

「お前は情じよう緒ちよ不安定か」

「まあ、そんなところだよ」

　得意げにえへへとだらしなく笑っている。

「……優ゆう子こが幸せそうで、なによりだよ」

　もはや、何も言う気になれない。

「ねえ、お兄にいちゃん」

「今度はなんだ？」

　優子はじっと部屋のドアを見つめている。

「そういえば、ましろさん、全然部屋に来ないね」

　確かに、今日のところはまだ部屋に姿すがたを見せていない。自室で漫まん画がの原げん稿こうを描かいているんじゃないだろうか。中間の前だからといって、ましろに試験勉強をするという選せん択たく肢しはないはずなので……。

　教科書の問題から視線を上げた栞かん奈なと目が合う。

　何も言わないようにね、と目で合あい図ずを送った。

　栞奈がこくんと頷うなずく。アイコンタクトは大成功だ。

「今、おふたりは微び妙みような関係ですから、顔を合わせづらいですもんね」

「栞奈さん!?」

　多分に含ふくみのある栞奈の発言に、優子は疑いの目を向けてきた。

「もう、さっきから何なの!?」

「優子には関係ないことだからな」

「ねえ、お兄ちゃん」

　てっきりましろのことを気にしているのかと思ったのに、優子は熱心な瞳ひとみで空太と栞奈を見比べている。

「栞奈ちゃんと、いつの間に仲良くなったの？」

「別に仲良くない」

　ノートに英文を綴つづりながら、栞奈が淡々と言い放はなつ。

「そうかな？」

　優子は納なつ得とくしていない様子だ。

「仲良くないよ」

　もう一度、栞奈が繰くり返す。

「うん、そうだよね」

　今度はあっさり納なつ得とくした。

　どの辺で気分が変わったのかは謎なぞだが、きっと優ゆう子こには優子の世界があるのだ。深入りはしないでおこう……。

　そんなことを思っていると、元々半開きだった部屋のドアが外側から開いた。ノックもしないで現れたのはましろだ。

　胸に何かを大事そうに持っている。旅行用のガイドブックだ。表紙には『北海道』と大きな文字で書かれている。

　空そら太たと目が合うと、ましろは机の側そばまで一直線でやってきた。

「あ、ましろさんだ！　優子に恐れをなして逃げたのかと思ったよ！」

　とか言っている優子のことは完全に無視。見向きもしてない。

「空太、ここに行きたい」

　そのましろは、開いたガイドブックを、空太の顔に押おし付けてきた。

「うわっ！　近い、近くて見えん！」

　距離を取る。開かれていたのは、小お樽たるの紹介ページだ。運河の写真に添えるようにして、『背景』、『見に行く』、『絶対！』と書かれたピンクの付ふ箋せんが貼はり付けられていた。

　小樽は修学旅行の二日目で行く場所だ。自由行動の時間もある。

「空太、ここに行くわ」

　ぐいぐいと、強引にガイドブックを押し付けてくる。

「わ、わかった。わかったから離れろって！」

「次は旅行する話を描くの」

　なおも、ましろの攻こう勢せいは止まらない。

「それもわかった！　取材、付き合うから！　絶対に！」

　そこで、ましろはようやく離れてくれた。

「約束よ」

「ああ、約束だ」

　用事は済んだのかと思ったのだが、ましろが部屋を出て行く気配はない。それどころか、まるで元々そこに座っていたかのような自然な足取りで、ベッドの端はしまで移動すると、ちょこんと座り込んだ。壁かべに背を預あずけ、足を投げ出したリラックス姿勢。太ももの上で開いた北海道のガイドブックを、ご機き嫌げんな様子でぺらぺらとめくっている。驚いたことに鼻歌まで歌っていた。去年の文化祭で作った『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』のテーマソングだ。リズムを取って、ちょっと体が左右に揺ゆれている。

　ここ数日、ましろはずっとこんな感じだ。

　テンションがやけに高い。何かと張り切っている印象を受ける。

「なんか、ましろさんウキウキしてるね」

　優ゆう子こですら気づくほどだから、相当普段のましろとは違ちがっているのだ。

「それに、かわいさに磨みがきがかかってない？　ましろさんきらきらしてるよ！　眩まぶしいよ！　優子、溶けちゃいそうだよ！」

「お前はゾンビか……」

　まあ、優子の言っていることもわからないではないのだが……。今までは内に秘められていた活力が、外に溢あふれ出してきている。繊せん細さいで、儚はかなげなのに、最近のましろは健康的にも見えるのだ。優子と同じ感想なのは不本意ではあるけど、空そら太たも眩しさを感じていた。

「恋をすると、女性が綺き麗れいになるのは本当なんですね」

　問題を解きながら、また栞かん奈ながよからぬ発言をした。

「栞奈さん、ちょっと」

「なんですか？」

「耳を貸していただけますか？」

「いやらしいことを囁ささやく気ですか？」

「俺をなんだと思ってる!?」

　そうやって空太が栞奈に気を取られているうちに、顔を上げたましろが優子に呼びかけていた。

「そうだ。優子」

　世せ間けん話ばなしでもはじめそうな気安い雰ふん囲い気き。

「なあに、ましろさん」

　優子が無む邪じや気きに返事をしたのも仕方がない。

　まさか、直後にましろがあんなことを言い出すとは、思いもしなかったのだろうから……。空太も完全に油断していた。

「わたし、空太に告白したわ」

「んなっ!?」

　空太の時が凍こおり付く。

「あ、そうなんだ」

　でも、どうしたことか、優子の反応はいたって普通だった。拍ひよう子し抜ぬけだ。

「へえ、ましろさんがお兄にいちゃんに告白か～。あ、栞奈ちゃん、この問題はどうすればいいの？」

「これは、少し難しい式ね。先にこれを計算して」

「ふむふむ」

「あとから代入すればいいのよ」

「わ～、さすが栞奈ちゃん、どんな問題もたちどころに解決だね！　って、ええ～っ!?　もう一回、ええ～っ!!　ましろさんがお兄ちゃんに告白!?」

　どうやら、今の今まで、重大な事実を前に脳がフリーズしていただけだったらしい。

「つ、付き合うの!?」

「それは空そら太たに聞いて」

　優ゆう子こが勢いよく空太を振り向いた。

「どうなの、お兄にいちゃん！」

「さて、俺は買い出しにでも行ってくるか。今週は買い出し当番だしな」

　わざとらしく、よっこいしょっと言って立ち上がる。

「優子、アイス買ってきてやろうか」

「あ、うん！　ラムネのやつがいい！」

「わかった。じゃあな」

　さっさと部屋を出て、空太は玄関で靴を急いで履はいた。

　そして、

「あ～！　はかったね！　お兄ちゃ～ん!!」

　という優子の声を遠くに聞きながら、さくら荘そうを脱出したのだった。




　　　　５




　その日の夜、優子を一般寮りように追い返したあとも、空太は十時過ぎまで試験勉強を続けた。一ひと息いき吐つこうと思ったところで、机の上にあったケータイがガタガタと音を立てる。

　発信相手は、三月にスイコーを卒業した三み鷹たか仁じんだった。元１０３号室の住人。その部屋には、今、伊い織おりが住んでいる。わずか一ヵ月後に新しい住人が決まるとは、さすがの仁も思ってはいなかったことだろう。

　ベッドの縁へりに腰こし掛かけながら、空太は通話ボタンを押おした。

「あ、俺です」

「空太って、変わった電話の取り方するのな」

「え？　あ、いや、自分のケータイなんだからいいでしょ」

　前に同じように電話を取っていたある人物の顔が目の前をちらつく。あまり遺い伝でん子しを受け継ついでいるとは思いたくない実の父親だ。それを非常識だと非難したこともよく覚えていた。まさか、その真ま似ねを自分もしてしまうとは……。

「仁さん、どうしたんですか？」

「ん？　別にたいしたことじゃないんだけどな」

「はあ」

　真意を摑つかみかねて、曖あい昧まいに相あい槌づちを打つ。

「前に言ってた小説家の女の子、その後どうしたかなって思ってさ」

「ああ、すいません。俺の方から連絡するべきでした！」

　ここ最近は、衝しよう撃げき的てきな事件が多くて、すっかりお礼を言うのを忘れていた。

　二作品目が書けないと悩んでいた栞かん奈なのことで、仁じんに相談していたのだ。

「仁さんにもらった資料のおかげで、何か摑つかんだみたいです。プロットは担当の編集さんからオッケー出たようなんで」

「そっか。そら、よかった」

「はい」

「他になんか変わったことあったか？　面おも白しろいこととか」

「面白くはないですけど……あるにはありました」

「面白くないならいいや。んじゃ、邪じや魔ましたな」

「あ、仁さん！」

　電話を切ろうとする仁をとっさに呼び止めていた。

「ん？」

「あ、いえ……」

「なんだよ、恋の相談か？」

　茶ちや化かすような口調。半分くらい笑っている。

　でも、空そら太たにとっては、全然笑い事ではなかったりする。

「……その、まあ、はい」

「どっち？」

　簡かん潔けつな質問。ただそれだけでも空太には意味がよくわかる。

　ましろか、七なな海みか……仁はそう聞いているのだ。

「どっちもです」

「やるなあ」

　発言とは裏うら腹はらに、あまり驚いた風ではない。いずれ、空太がこうなることを、仁は予見していたのかもしれない。

「一応、言っておくと、今のは空太がじゃなくて、ましろちゃんと青あお山やまさんが、『やるなあ』って意味な」

「ですよね……」

　空太は何もやれていないのだ。

「んで、空太は何に悩んでるわけ？　どっちもいい子だと思うぞ」

「それは……俺もよくわかってます。でも、なんていうか……」

「『まだ早い』って気持ちがあるわけか？」

　本当に空太の気持ちをよくわかっている。心を読まれているんじゃないかと思うほどだ。でも、そうじゃない。仁も同じような道をたどってきたからこそ、今の空太の心境が手に取るようにわかるのだろう。

「だって、俺、何もできてなくて……だから、まだ早いって思うんですよ」

「なるほどね～。そういや、俺が似たようなことで悩んでいたときに、『美み咲さき先せん輩ぱいはそんなこと気にしないと思いますよ』って言ってきた生なま意い気きな後輩がいたっけな」

　その後輩とは空そら太たのことだ。

「その節は大変失礼しました」

「ましろちゃんも青あお山やまさんも、そんなこと気にしてないと思うぞ」

　あのときの意い趣しゆ返がえしができて満足なのか、ふざけた口調の仁じんは心底楽しそうだ。

「だから、すいませんでしたって！」

　電話口で仁はけたけたと笑っている。

　けど、すぐにいつもの調子に戻ると、

「空太はさ、どうなりたいんだ？」

　と、漠ばく然ぜんとした質問をしてきた。

「どうって？」

「まだ早いんだろ？」

「はい」

「だったら、どこまで行けば早くないんだ？」

　言葉が、少しだけ深く空太の中へと踏ふみ込んでくる。だから、空太も身構えて、きちんと自分の気持ちを探さぐろうとした。

「それは……ちゃんとクリエイターになって」

「その『ちゃんと』っていうのは、どういうことだ？」

「……」

　一ひと言ことで説明するのは難しい。一言じゃなくても難しい。

「たとえば、そうだな……大学を卒業してさ、空太がゲーム会社に就職したとするだろ？」

「はい」

「んで、希望通り開発現場に配属されたら、それは空太にとって、クリエイターになれたって言えるのか？」

　仁は意い図と的てきに遠回しな言い方をしていると感じた。たぶん、空太に考えながら話を聞けと言っているのだ。

「……」

　だからこそ、きちんと考えた。

　そして、仁の質問に対して、空太の直感は、それは自分の思うクリエイターとは違ちがうという結論を出していた。

　何が違って、どこが違うのか、その的てき確かくな答えを考えながら、無言で仁の言葉の続きを待つ。

「俺もさ、殆ほとんど美咲の力とは言え、曲がりなりにも世の中に作品を出してんだよ。でも、俺はまだ自分が脚本家になれたとは思っていない」

　それは本心なのだろう。仁じんは、脚本家になるために大阪の芸大に行くことを選んだのだ。今はその勉強をしている。生まれてはじめて美み咲さきと離れ離れになってまで……。

「仁さんの言っていること、なんとなくわかります」

「俺はさ、思うんだよ。クリエイターとか、脚本家とか、漫まん画が家とかって、なるもんじゃなくて、なっていくもんなんだって」

「……なっていくもの」

　無意識に仁の言葉を反はん芻すうしていた。その意味を嚙かみ締しめるように。

「ゲーム会社に就職するとか、新人賞を取るとかで、確かに何かを作ることを誰かに認めてもらったり、許してもらうことにはなるんだと思う。けど、そこが目指したゴールじゃないんだよな、きっと。厳しい見方をすれば、ようやく本当のスタート地点に立ったってことなんじゃないか？」

「……そうかもしれませんね」

　ましろを見ているとよくわかる。雑誌に短編を載のせるためにがんばってきたわけじゃない。連れん載さいを勝ち取るためだけにがんばってきたわけじゃない。ましろが目指しているのはその先にあるものだ。面おも白しろい漫画を描くこと。読者に面白いと思ってもらうこと。連載を続けるのは手段であって、目的ではないのだ。

　立場で見れば、月刊誌で連載を持つましろは漫画家なんだと思う。だけど、ましろはそんな肩書きなどどうでもいいと言うだろう。大事なのは、思い描えがいた未来の自分に、どれだけ近づけたか……。近づけているのか……。

　だから、仁は『なっていくもの』と言ったのだろう。

「俺は恋愛もそれと同じだと思ってるよ」

「同じ？」

　恋愛も……。

　ふと我に返る。そう。空そら太たは恋愛相談を持ちかけたのだった。

「付き合いはじめるのは、ゴールじゃないってことだよ。『好きです、付き合ってください』って告白して、『はい』って返事をもらえたら、晴れてカップル成立だけど、それで全部が丸く収まるわけじゃないだろ？」

「……」

　正直、空太はそれで丸く収まるつもりでいた。

「あのな、空太。彼氏ができた、彼女ができたって、そりゃあ一時は幸せな気分になれるよ。今なら空だって飛べそうな気にだってなる。だけど、ただの告白と、その返事で、未来永えい劫ごうふたりの幸福が約束されるわけじゃないだろ？」

　それはそうだ。少し考えればわかる。

「別れるカップルもいますからね」

　むしろ、割合で言えばいずれ別れる彼氏彼女の方が多いだろう。

「そういうこと。だから、恋人ってのは、なるもんじゃなくて、付き合おうってなってから、なっていくもんなんだよ」

　空そら太たにとっては目からうろこの事実を、仁じんはなんでもないことのように言ってきた。その言葉が、空太の体に、じんわりと染しみ込んでくる。

「仁さんが言うと説得力が違ちがいますね。さすが、結婚というゴールにたどり着いただけのことはあります」

「お前、なに聞いてたんだよ」

　呆あきれた声が返ってきた。

「俺、おかしなこと言いました？」

「結婚も同じだって、婚こん姻いん届とどけを出したから夫婦になるんじゃなくてさ、これからふたりでなっていくの。それが、大変で……でも、ふたりでああだこうだ言いながら一いつ緒しよにいるのが、楽しいんだろうな」

　笑顔でばかりもいられないかもしれない。ケンカだってするのだろう。酷ひどい言葉で傷付け合うことだってあるんだと思う。

　だけど、そういうこともまとめて全部受け止めて、受け入れて、ふたりで一緒に歩いて行くんだという大きなあたたかさを、空太は仁の言葉の中に感じた。

「だから、付き合おうか、どうしようかで悩むのは、ナンセンスだと思うぞ。どう決めたところで、どうせ悩みは尽つきないからな。それなら、その先の楽しいことでも、いっぱい考えた方が建設的だ」

「楽しいこと、ですか……」

「彼女がいるからこそできること。一緒にしたいこと、いっぱいあるだろ？」

「まあ、それは、俺も男ですから」

「いきなりエロ方面とはやるな、空太」

「それっぽい方向に誘ゆう導どうしたのは仁さんでしょ！」

「俺の見立てによると、青あお山やまさんなんて、恥はずかしがりながらも、一生懸けん命めい勉強して色々してくれそうだしな」

　確かに、七海は何事にも真ま面じ目めに取り組むので、そういうこともあるかもしれない。

「……」

　思わずおかしな妄もう想そうが膨ふくらんでしまう。

「お、どんなプレイを想像した？」

「し、してません！　は、話を戻もどしてください」

「はいはい。ま、結局何が言いたいかと言うとだ」

「なんです？」

「難しい顔して悩んでないで、ちょっとは浮かれて楽しい未来も考えろってこと。お前、わかってんのか？　あの、ましろちゃんと青あお山やまさんだぞ？　空そら太たはめちゃくちゃ恵めぐまれてんだよ。だから、健全な男子高校生になれって」

「そ、それはもういいですって……」

「それにな、どれだけ慎しん重ちように考えたところで、蓋ふたを開けてみないとわからないぞ。思い通りに行くことなんて殆ほとんどないからな。男女のことは」

「……」

「ま、だから、失敗を恐れずにがんばれ。ノーミスで上う手まくやろうなんて考えてると、何もできなくなる。誰かと付き合うってのは、かっこ悪いとこばっかを相手に見せることなんだしな」

「そういうもんですかね」

　実感はない。誰かと付き合った経験がないんだから仕方がない。だけど、仁じんの言っていることも少しはわかる気がする。

　ましろのことも、七なな海みのことも、空太は全部を知っているわけじゃない。きっと、まだまだ知らないことがたくさんあって、そういうのを知っていくのが、仁の言っていた恋人同士になっていくということでもあるんじゃないだろうか。そう思うと前ぜん途と多た難なんだ。

「空太」

「はい？」

「しっかりやれよ」

　そう、やさしく言葉を残して、仁は電話を切った。

　通話の途と切ぎれたケータイを枕の上に放ほうり投げる。

　自分もベッドに倒れ込んだ。

「やるしかないもんな」

　気持ちとは裏うら腹はらに、空腹を訴うつたえる腹部が切なげに鳴いた。

「腹が減ってはなんとやらか」

　よっ、と掛かけ声ごえを出して起き上がる。

　空太は部屋を出てダイニングに向かった。

　まずは冷蔵庫へとまっしぐら。

　中を見ても目ぼしいものはない。

　先ほど買い出しに行った際に補ほ充じゆうしておいた、ましろのバームクーヘンしかない。

「これでいいか」

　袋ふくろをひとつ摘つまんで、以前は仁が座っていた椅い子す……今では伊い織おりの定位置となった円えん卓たくの席に座った。

　景色が少しは違ちがって見える。

　足を伸ばして背もたれに身を預あずけた。

「彼女がいるからこそ、できること、ね」

　意味合いは違ちがうけど、七なな海みにも似たようなことを言われている。

　──私と彼氏彼女になるという未来も、考えてみてください

　彼女。

　恋人。

　付き合う。

「彼女か……」

　ほしいと思ったことなら何度だってある。何も考えずに、ほしいか、ほしくないかを聞かれたら、今だってほしいと答えるだろう。

　彼女と過ごす日々。

　そういうのを考えたことがないわけじゃない。

　朝、わざわざ学校の前で待ち合わせをして登校したり、授業中は教師の目を盗んでメールのやり取りをしたりする。昼休みは、一いつ緒しよにお弁当を広げ、時々は彼女がお弁当を作ってきてくれて、「どう、おいしい？」、「うん、美う味まいよ」なんて会話を照てれながら交かわすのだ。

　放課後は、下げ駄た箱ばこで待ち合わせて、今日はどっちが早く来たとか、昨日はどうだったとか、他た愛あいのない会話を交わしながら、毎日一緒に帰るのだ。

　もう話すことなんて残っていなくても、夜はおやすみのメールを送り合う。

　休日は、デートの約束。遊園地や水族館、映画を観みて、買い物に行くことだってあるだろう。夏は海やプールもいい。彼女の水着に興こう奮ふんしたり、照てれたりして……。はしゃいだり、他の女性の水着に見み惚とれて、ものすごく怒られたりするのだ。そうやって、クリスマスや正月、バレンタインやホワイトデーなんてイベントをふたりで過ごしていく。

　そこまで考えた時点で、空太が無自覚に脳内にイメージしていた彼女役は、ましろではなく七海だった。

　その後も、一緒の時間を積つみ重ねて、時にはケンカをしたりしながら、心の距離を縮ちぢめていくのだ。やがてお互いの部屋を行き来するようにもなり、キスをして、体に触れ合い、そして、はじめての経験もするのだと思う。

「……」

　頭の中では、ベッドに仰あお向むけに寝た七海がこちらを見ていた。

「……だ～！　俺は何を考えてんだ！」

　激しく頭をシェイクして、邪よこしまな妄もう想そうを振ふり払はらう。

　気持ちを打ち明けてくれた七海に対して、本当に何を考えているんだろうか。

　自分の不純さに嫌いや気けが差す。

「……けど、付き合っていくって、そういうことだよな」

　落ち着きを取り戻もどした空そら太たは、悟さとったようにそんなことを口走っていた。

　その辺を抜ぬきにしては考えられない。

　仁じんの言葉が蘇よみがえってくる。

　──青あお山やまさんなんて、恥はずかしがりながらも、一生懸けん命めい勉強して色々してくれそうだしな

「色々ってなんだよ……」

　完全に頭がのぼせている。

　ちょっと涼すずんでこようと思い、空太はダイニングから庭の方に出た。

　縁えん側がわに足を投げ出して腰こしを下ろす。

　日中は夏の暑さを記録した本日だったが、太陽が沈んでからは急速に涼すずしさを取り戻してきていた。

　冷たい風が足元を吹き抜けていく。

　しばらくそうしていると、後ろの方で、何か大きなものが倒れるような、ごとっという音がした。

　疑問に思いながら振ふり返ると、床にましろが倒れていた。ひたなぼっこをしているオットセイのような格かつ好こうだ。

「げっ、おい！」

　慌あわてて立ち上がり、室内に戻って、ましろに駆かけ寄る。

「お、おい、椎しい名な!?」

　呼びかけながら抱き起した。

　急にどうしたのだろう。体調でも悪いのだろうか。夕方、部屋にやってきたときはなんでもなさそうだった。むしろ、上じよう機き嫌げんで、体調もよさそうだったのに。

　まさか、何かの病気だったりするのだろうか。嫌いやな考えばかりが思い浮かび、空太から表情を奪うばっていく。

　そんな折おりに聞こえてきたのは、

「すぅ……すぅ……」

　という穏おだやかな寝息だった。

「は？」

「すぅ……すぅ……すぴー」

「寝てるだけ!?」

「すぴー」

「寝息で返事をするな！　起きろ、椎名！」

　肩をゆさゆさと少し乱暴に揺ゆさ振る。これくらいはしないと、今のましろは起きそうにない。

「……なに？」

　薄く目を開けたましろが、ぼんやりした目で見上げてきた。

「なにって、お前の方が急になんだよ。ここ、ダイニングだぞ？」

　ましろが右を向く。続いて、左を向いた……かと思ったら、途と中ちゆうで諦あきらめて目を閉じた。

「すぅ……すぅ……」

　一秒と待たずに寝息が聞こえてくる。

「寝るな！」

「空そら太た、うるさいわ」

「寝るなら部屋で寝ろよ」

　すると、少し考えたあとで、

「寝るのはダメよ」

　と、おかしな返事をしてきた。

「お前、今、寝てたよね？」

　頭痛を我が慢まんして質問をする。

「ネームが決まらないわ」

　今日も、落ちる寸前まで漫まん画がの作業をしていたということか。試験前だというのに、ましろはその準備すらしないのだ。

「ずっと起きてたのか？」

　この様子から察さつするに、昨晩から殆ほとんど睡すい眠みんを取っていないんじゃないだろうか。

「お腹も空すいたわ」

「で、部屋を出てきたと」

「そしたら、空太に怒られてた」

「色々と途中を省略しすぎだ！」

　まあ、とにかく力ちから尽つきて寝た……ということらしい。

　引っ張り起こしたましろを、椅い子すに座らせる。それから、バームクーヘンを与えた。

　もさもさとましろが食べている。

「それ食ったら、歯磨みがいて寝ろよ」

「ネームをするわ」

「……」

　これは何を言ってもダメなパターンだ。

　バームクーヘンを口に運びながらも、意識は漫画の方へと傾いている。空太にも殆ど条件反射のように答えているだけで、たぶん、明日になれば、交かわした言葉はひとつとして覚えていないだろう。

「ほんと、すごいな、お前は……」

「……」

　もう空太の声は届いていない。

　こんなましろと彼氏彼女になるというのは、どういう感じなのだろか。そういう未来の景色を想像してみる。

「……」

　だけど、どうしたことか、イメージが膨ふくらんでいかない。

　七なな海みでは自然に思い描くことができた光景の中に、ましろを置くことができなかった。

「あれ……？」

　なんでもないメールのやり取りも。

「ん……？」

　彼女が作ったお弁当を食べる風景も。

「……」

　休日のデートも……全部が薄くぼやけたままだった。

「……なんでだ？」

　胸の真ん中あたりが不愉快に疼うずいた。焦あせりにも似た感情が、急速に膨れ上がってきている。心はざわめいていた。

　頭の中で、誰かがまずいと言ってきた。

　それは、空そら太た自身の声だ。

「いや、ちょっと待ってくれよ……」

　誰にも急せかされているわけではない。でも、早くしないといけない気分が、背中から覆おおいかぶさるように、空太へと押おし寄せてきた。

　動どう揺ようする気持ちを必死に抑おさえ、大だい丈じよう夫ぶだと自みずからを鼓こ舞ぶしながら考える。

　今日までましろの何を見てきたのだろうか。

　ましろに何を感じてきたのだろうか。

　ましろに対してどういった想いを育はぐくんできたのだろうか。

　出会いは一年前の四月。

　芸げい大だい前まえ駅のバスロータリーのベンチ。

　空太は千ち尋ひろに頼まれて、迎むかえに行ったのだ。

　そこで待っていたのは、真っ白な少女……それが、ましろだった。

　物語に登場する妖よう精せいのように儚はかなげな存在。

　空太は一いつ瞬しゆんにして目を奪うばわれた。もうその日のうちに心を惹ひかれていたのだと思う。

　だけど、そのとき空太が見ていたのは、椎しい名なましろという人間のほんの一部。表ひよう層そうに過ぎなかったことを、後のち々のちになって思い知らされるのだ。

　世界的に評価されている自分の絵の才能に驕おごることもなければ、満足をすることもない。その地位に執しゆう着ちやくすることも、固こ執しつすることもない。たとえゼロからのスタートであったとしても、これと決めた漫まん画が家かへの道を真まっ直すぐに進み続け、見み事ごとにデビューを飾った。今では月刊誌で連れん載さいを持つまでになっている。

　努力を恐れない。挑いどむことを躊躇ためらわない。ダメでもすぐに立ち上がる。何度でも自みずからの可能性と向き合う勇気を持っている。

　そんなましろの姿すがたに、空そら太たは再び胸を打たれた。再三、心を奪うばわれたのだ。

　自分も何かをしたいと思った。

　目標に挑んでいくことに躊躇い、何もできずにくすぶっていた空太の目を覚さましてくれたのがましろだ。

　はるか先を独走状態。空太からはその背中すら見えていない。

　いつかましろに追いつきたくて、今は必死にもがいている。だけど、全然追いつけていない。それでも目指していたい。

　そうした存在を、人は何と呼ぶのだろう。

　そうした想いに、人はどんな名前を付けたのだろうか。

「……」

　答えはもう空太の体内に眠っていた。

　──憧あこがれ

　言葉として認識した瞬しゆん間かん、空太は血の気が引いていくのを感じた。顔面が真まっ青さおになっているのが、鏡を見なくてもわかる。触れなくても頰ほおの冷たさを自覚できるほどだった。

　──でも、あんた、勘かん違ちがいしてるわよ

　どうして千ち尋ひろがあんなことを言ったのか、ようやくわかった。ようやく繫つながった。

「勘違いって、そういうことかよ……」

　がさがさに掠かすれた声が零こぼれ落ちていく。

「空太？」

　バームクーヘンを食べ終わったらしいましろが空太を見ている。

　その声は、やけに遠かった。

　見えない透とう明めいな壁かべを一枚隔へだてた向こうの世界にましろは立っている。そんな錯さつ覚かくに襲おそわれた。

　──俺は、椎しい名なに憧れていただけだったのか……？

　それを恋愛感情だと勘違いしていたのだろうか。

　突然、大きな落とし穴にはまったような、絶望的な気分だった。

　目の前が真っ暗に閉ざされていく。

「変な空太ね」

　首を傾かしげるましろの上じよう機き嫌げんな声は、もう空太の耳には届いていなかった……。
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　いつもより真ま面じ目めに試験対策をした分、それなりに達成感のあった中間試験が終わると、あっという間に修学旅行の当日はやってきた。

　天気は晴れ。最低気温は十五度で最高気温は二十二度。日中は上着なしでもいい気候だ。昨晩見た天気予報によると、旅先の北海道の天気も、修学旅行の期間は概おおむねよさそうだった。少なくとも、雨の予報は出ていない。

　玄関を出たところで、空そら太たは三泊四日分の荷物が詰つまったバッグを、一いつ旦たん地面に置いた。

「じゃあ、留る守すは頼むな」

　外まで、空太、ましろ、七なな海みの見送りに出てきた伊い織おりと栞かん奈なにそう声をかける。

「あたしがいるから大だい丈じよう夫ぶだぞ、こーはいくん！」

　だけど、真まっ先さきに返事をしてくれたのは、お隣となりにお住まいの人ひと妻づま女子大生だった。言いたいことは色々とあったけど、指摘をしていたら話が前に進まない。

「伊織と栞奈さん、留守は頼むな」

　改めて、ふたりに念を押した。

「戸と締じまりには気を付けてね」

　そう七海が付け足たす。

「ドンと任まかせてください！」

　誇らしげに伊織が胸を叩たたいた。

「はい」

　対照的に、栞奈の返事は淡々としている。

「猫ねこの世話も頼むな。ごはんは……」

「朝夕の二回、ですよね？」

　少しうんざりした感じで、栞奈がかぶせてきた。

「それ、昨日から十回は聞いています。女子寮りようのお風ふ呂ろを覗のぞくようなバカじゃないんですから、一度で十分です」

「なんだそれ、誰のことだよ」

　さすがの伊織も自分のことだとわかったらしい。

「意外。気づかないと思ったのに」

「この際だからはっきり言わせてもらうが、お前の俺に対するその態度はなに？　人としてどうなんだよ」

「この際だからはっきり言わせてもらうけど、あなたを罵ば倒とうする許可なら、空太先せん輩ぱいに取ってあるわ」

「許可した覚えはないな！」

「これが、新しいストレス発散方法なんです」

　しれっととんでもないことを言ってくる。

「というわけ。一応、よろしく」

　栞かん奈なは堂々と伊い織おりに今後も罵ば倒とうするための挨あい拶さつをしていた。

「まあ、それはいいけど」

「いいのか!?」

「いいの!?」

　空そら太たと七なな海みの声が重なる。

「けど、なに？」

　歯切れの悪い伊織の言葉を栞奈は見み逃のがしていない。

「俺に何の得があるんだよ、それ」

「女子と話ができる。十分でしょ」

「ふむ、一理あるな」

　難しい顔で伊織が頷うなずいている。一体、どういう価値観をしているんだろうか。

「だが、待て！」

　自分がおかしいことに気づいたのだろうか。

「女子って言うのは、美み咲さきさんみたいのを言うんだよ！」

　びしっと美咲の胸のあたりを指差す。

「お前はせいぜい幼女……あだっ！」

　言い終える前に、栞奈がかかとで伊織の足を踏み付けた。

「いてっ！　いたっ！」

　右足を抱かかえた伊織がぴょんぴょんと飛び跳はねている。

「とにかく、ふたりとも仲良くな」

　無駄とわかりながら、空太はふたりに言った。空太たちが不在の期間、こんな感じで、ずっとケンカをしているんだろう。

　一応、修学旅行中は千ち尋ひろも引いん率そつで不在となるため、他の教師がひとり派は遣けんされてくるらしいのだが……それが抑よく止し力りよくになるとも考えにくい。

「神かん田だ君、そろそろ行かないと」

　地面に下ろしていた大きなバッグを七海が持ち上げる。ましろも茶色の旅行用鞄かばんを両手で持ち直していた。

　そのましろは、どことなく元気がない。元々、イベントごとではしゃぐ性格ではないけど、今から修学旅行に旅立とうとしている高校生の雰ふん囲い気きではなかった。

「どったの、ましろん？」

　気づいた美み咲さきが真まっ先さきに声をかける。

「……」

　すると、ましろはじっと空そら太たを見つめてきた。瞳ひとみが何かを語っている。

「な、なんだ？」

「……なんでもないわ」

　どう見ても、何か言いたいことがあるときの態度だ。

　けど、それがわかっていながらも、空太はあえて聞き返さなかった。ましろの変化には心当たりがあったから……。元をたどれば、空太の変化に起き因いんしている。

　──椎しい名なに憧あこがれていただけだったのか……？

　胸中に芽め生ばえたその想いは、中間試験が終わっても、修学旅行の当日を迎むかえた今も、空太の心の中にどっかりと居座っていて、胸をもやもやとさせているのだ。

　そうした気持ちが邪じや魔まをして、あの日以来、空太は真まっ直すぐましろのことを見られなくなっていた。

　朝、ダイニングで顔を合わせても、

「空太、おはよう」

「……おう」

　と、コップに牛乳を注ぐふりをして目を逸そらした。

　渡し忘れたお弁当を昼に届けに行ったときには、

「椎名、これ」

「空太と一いつ緒しよに食べる」

「あ、俺、ちょっと昼休み用事があって……」

　と、窓の外に視線を向けて、何もないのに噓うそを吐ついた。

　夜、ましろが部屋にやってきたときには、「俺、先に風ふ呂ろ入るな」とか、「ちょっとトイレ行ってくる」とか、「夜食でも食うか。うん、そうしよう」とか言って、ふたりきりになる時間を少しでも短くしようと、不自然な努力をしていた。

　そのときは上う手まくごまかせているつもりだったけど、思い返せばどれも他人行ぎよう儀ぎでよそよそしい。そんな空太の戸と惑まどいは、ましろにも伝わっていたのだろう。

　少し前までのましろは、毎日ウキウキした様子だったのに、今は見る影もない。少しも楽しげな雰ふん囲い気きではなかった。

　空太と付かず離れずの距離を保って、無言の意思をぶつけてきている。

「じゃあ、行くか」

　すっきりしない気持ちを抱かかえながらも、空太は重たいバッグを肩にかけた。

　集合場所はスイコーの校門前。空港まではバスで移動するのだ。

　歩き出そうとした瞬しゆん間かん、さくら荘そうの扉がガラガラと音を立てて開いた。

　その場にいた全員の視線が、玄関口に集中する。出てきたのは、あまりに意外な人物……龍りゆう之の介すけだった。

　上は長なが袖そでＴシャツに下はデニム。三泊四日分の着替えが入っていると思われる鞄かばん。それとは別に、ノートパソコンを収めた耐久性の高そうなケースを提さげている。

「赤あか坂さか!?」

「神かん田だ、しばらく見ない間に僕の顔を忘れたのか？　薄はく情じような男だな」

　驚く空そら太たをよそに、龍之介はさっさと学校の方へと歩き出す。

「あれが、１０２号室の赤坂……先せん輩ぱい？」

　同じ寮りように住みながら、はじめて顔を見た栞かん奈なは少し呆ぼう然ぜんとしている。

「本当に存在してたんですね」

「俺なんて、二度目だし」

　なぜだか伊い織おりは誇らしげだ。

「待て待て、赤坂！」

　数メートル先で、龍之介が立ち止まる。

「お前、修学旅行、行くのか？」

　今日までに何度も空太が「修学旅行、行こうぜ」と誘さそいの声をかけたのに、そのときは、「行かない」、「くだらない」、「諦あきらめろ」と返事があった。しかも、最終的には、

　──空太様って、ホモなんですか？

　と、メイドちゃんから酷ひどい扱あつかいを受けたというのに……。

　一体、どういう風の吹き回しだろうか。

「神田は行かないのか？」

「行くよ！　当たり前だろ」

「だったら、早くした方がいい。集合時間に遅れるぞ」

「お前に言われると、色々疑問に感じるのはなんでだろうな！」

「知るか」

　質問する間まも与えずに、龍之介はひとりで先に行ってしまう。

「あ～、もう、って、とにかく、今度こそ行ってくるな」

　忙せわしなく伊織と栞奈にそう告つげる。

「いってきます」

　と、美み咲さきにも挨あい拶さつをして、空太は、ましろと七なな海みと一いつ緒しよに龍之介の背中を追いかけた。

「いってらっしゃ～い！」

　途と中ちゆう、一度だけ振ふり返ると、美み咲さきが飛び跳はねながら両手を大きく振っていた。
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　北海道へと向かう飛行機が羽はね田だ空港を飛び立って約一時間二十分。

　──当機は、まもなく新しん千ち歳とせ空港に到着します

　どこか落ち着きのない機内に、事務的なアナウンスが流れてきた。追いかけるように、英語で同じ内容が繰くり返される。

　少し前まで、雲のはるか上空を飛んでいた機体は、だいぶ高度を下げてきている。

　眼がん下かには見渡す限りの真まっ平たいらな大地が気持ちよく広がっていた。天気も快晴で見通しもいい。

　広大な畑。間を埋うめるように生おい茂しげる緑の木々。たまにどこまでも真っ直すぐに伸びた道路が見える。そして、また森林……。

　まだ空港らしきものは見当たらない。もう少し先なのだろうか。そんなことを思っていたら、飛行機はさらにぐんぐんと高度を下げていった。

　そして、すぐに着陸の衝しよう撃げきが空そら太たを襲おそう。

「うおっ」

　ブレーキのＧが体をシートに押おさえつけてくる。がたがたと揺ゆれる機体。

　速度は落ちて、新千歳空港への到着を告つげるアナウンスが流れると、スイコーの生徒を乗せた飛行機の機内は、興こう奮ふんしたムードに包まれた。ここから修学旅行は本格的にスタートするのだ。

　そんな最中、空太の隣となりの座席からは、

「着いたか」

　という、冷静な声が上がった。

　澄ました顔で座っているのは龍りゆう之の介すけだ。羽田で搭とう乗じようするなり熟じゆく睡すいをはじめ、到着と同時に目を覚さましたらしい。

　浮き足立った周囲の空気に一いつ切さい染そまっていない。空気なんて当然のように読まない。とても修学旅行先にやってきた高校生の態度でもテンションでもなかった。

　その思いはどうやら空太の表情に出ていたらしい。

「なんだ、その間ま抜ぬけ面づらは」

　と、龍之介が言ってきた。

「出張慣れしたサラリーマンのようなお前の態度に感心してんだよ！」

　とは言え、龍之介の場合、今この場所にいるだけでも奇き跡せきに近いのだ。

　未いまだにちょっと信じられずにいる。

「赤あか坂さか、どういう心境の変化だよ？　急に修学旅行に来るなんて」

　空そら太たとしては男子ひとりの班はんにならずに済んで非常にありがたいし、友人として一いつ緒しよに修学旅行に来られたことは普通にうれしいのだが、どうしても理由は気になった。

　龍りゆう之の介すけが意味もなく、修学旅行に参加するとは考えにくかったから……。

「来いと言ったのは神かん田だだろう」

「俺のしつこい誘さそいに心を打たれたのか？」

「心がうんざりしたな」

「だろうな！」

　なんたって、途中からは空太の相手をメイドちゃんに任まかせきりにしていたくらいだ。

「じゃあ、どうして来たんだよ」

　諦あきらめずにもう一度質問する。

「……」

　すると、珍しく龍之介は言葉を選んでいる様子だった。

「気まぐれだ」

　少し遅れて、素そっ気けない理由が告つげられた。わざわざ考える必要などなかっただろうに。だからこそ、何かわけがあるんじゃないかと空太には思えた。

　しつこく龍之介に食い下がるか迷っているうちに、飛行機はターミナルへの接続が完了した。前の方から順番に空港に降り立つ。

　北海道の地に、とりあえず興こう奮ふんした声を上げる生徒が多数いた。

　それを注意する教師陣じん。これが正しい高校生の修学旅行風景だろう。

　通路を歩きながら、タブレットＰＣでネットのニュース記事を読んでいるのは、龍之介くらいのものだ。

　スイコーの生徒たちは、各おの々おの班はんごとに集合すると、それぞれに行動を開始している。

　ここからは即そく班行動になる。

　もう少し空港を探たん索さくする班もあれば、いきなりお土産みやげを物色する班もある。先陣を切って札さつ幌ぽろに出ようと駅に向かった連中は、すでに空港のロビーから姿すがたを消していた。

　空太は龍之介を連れて、まずは同じ班の女子三人……七なな海み、繭まゆ、やよいと合流した。この五人で、Ｆ班なのだ。

「んじゃ、俺らも行こうか」

　事前に立てた予定では、空太たちも札幌に出ることになっている。時計台、大おお通どおり公園、さっぽろＴＶ塔とうなど、定番の観光地を見て回る計画だ。

「は～い、意義なし！」

　小こ柄がらな繭が元気な声をあげた。

　それを合図に、空太たちは案内板を頼りに駅のホームを目指した。




　電車に揺ゆられること三十分ほどで札さつ幌ぽろ駅には到着した。

　途と中ちゆうの田畑の広がる牧ぼつ歌か的てきな光景からはガラッと変わって、駅の周辺は四角い建物が立ち並ぶ都会の景色そのものだった。

　隣りん接せつした駅ビルは綺き麗れいで、ここだけ見ていると首都圏とさほど変わらない。行き交かう人の数も一気に増えた。気をつけていないと駅構内では人にぶつかりそうになる。

「空港の近くと違ちがって、にぎやかだね」

　率そつ直ちよくな感想を口にしたのは繭まゆだ。

　改札を抜けたところで、空そら太たは次の行動をみんなで確認しようと一いつ旦たん立ち止まった。邪じや魔まにならない壁かべ際ぎわ。七なな海み、繭、やよいも空太に従う。でも、龍りゆう之の介すけだけは、

「僕はホテルに直行するぞ」

　と宣言して、すたすたと通り過ぎていく。

「赤あか坂さか君。今は班はん行動の時間よ！」

　びしっと七海が注意をするけど、それで立ち止まるような龍之介ではない。完全に聞こえてないふりで、人の流れに紛まぎれて、すぐに見えなくなってしまった。

　すると、繭まで、

「あ～、もう、しょうがないなあ。やよい、私たちが赤坂君を追いかけよう」

　とか言い出した。なんだか台詞せりふが棒ぼう読よみだ。

「そうだな。仕方がない。ここは二ふた手てに分かれようか」

　やよいも繭の提案にわざとらしく乗っかっている。

「ちょっ、ちょっと、ふたりとも！」

　慌あわてる七海に、繭が片目を瞑つぶって何か合あい図ずをしている。かと思ったら、空太の前にずいっと出てきて、

「神かん田だ君、七海のことお願いね！」

　と力強く言ってきた。

「ま、繭!?」

「じゃあ、いこ、やよい」

　空太と七海が呆あつ気けに取られている隙すきに、繭はやよいの手を引いて、さっさと龍之介を追いかけていく。ふたりの背中も人ごみの中に消えた。

「……」

「……」

　あそこまで露ろ骨こつにやられると、さすがに空太でも繭とやよいの意図はわかる。友達である七海の恋を応援しよう、ということだろう。

　龍之介の単独行動は想定外だったのかもしれないが、最初からこういう状況を作るつもりではいたのかもしれない。そういう手て際ぎわのよさだった。

「な、なんか、ごめんね。神かん田だ君を巻き込んで」

「あ、いや」

「余よ計けいなことしないように、釘くぎを刺さしておいたんだけど……」

　やっぱり、ダメだったかと、七なな海みはぶつくさ言っている。

「ま、俺らだけでも、計画通りに行動しようか」

　話題を長引かせたくない空そら太たは、そう提案した。

「うん」

　七海はそれに笑顔で答えてくれた。




　旅行ガイドブックの情報によれば、最初の目的地である時計台は、札さつ幌ぽろ駅から徒歩十分ほどの距離にあるらしいことがわかった。

　それを信じて、空太は七海と並んで駅を出発する。

　さっきは首都圏とそんなに変わらないと思ったけど、こうして実際に街中を歩いてみると、ちょっとした違ちがいに気がつく。

　向こうと比べて、こっちの方が区画の分け方が整然としていると思った。綺き麗れいな四角がずらっと並んでいる街まち並なみ。真まっ直すぐで平らな道路。坂やカーブが殆ほとんどない。だから、道路の先も遠くまで見渡せる。

　あと、空気が全然違うと思った。機内アナウンスで言っていた今日の札幌の最高気温は二十度。向こうと殆ど差はない。なのに、肌触りが圧倒的にさっぱりしている。湿度が低いせいなのだろう。なんでもこっちには梅雨がないらしい。羨うらやましい話だと思う。

「なんだか不ふ思し議ぎだよね」

　隣となりを歩く七海が突然そんなことを言ってきた。

「ん？」

「遠くの知らない街を、神かん田だ君とふたりきりで歩いてるなんて」

「ああ、なんか、それわかるな」

　確かに独どく特とくの感覚がある。知らない街。知らない人々。地に足が着いていない感じがする中で、七海のことだけは知っている。不安を感じながらも、安心がすぐ側そばにある。そわそわする気持ちと、ふたりで冒険しているような高こう揚よう感かんが一いつ緒しよになっていた。

　きちんと班はんで行動していれば、こんな風には思わなかっただろう。

「赤あか坂さかのおかげで、修学旅行っぽくなくなったからな」

「そうだね。……でも、よかった」

　後半は殆ど独ひとり言ごとのようだった。

「なにが？」

「この感じ、私だけじゃなくて……」

　言ったあとにしまったと思ったのか、

「あ、曲がるのそろそろ次の交差点じゃない？」

　と、即座に七なな海みは話を逸そらしてきた。

　地図を確認する。確かに、もう時計台のすぐ側そばに来ていた。




　交差点を渡らず右折すると、目的の白い建物が視界に収おさまった。

　普通の商業地というか、オフィス街っぽいところに突然姿すがたを見せたので、一いつ瞬しゆんここでいいのか疑ってしまう。

　けど、敷しき地ちの中に足を踏み入れて見上げると、まさしくあの有名な時計台だった。

　尖とがった屋根に、大きな文字盤ばん。

　今は他に観光客もいなかったので、空そら太たと七海はふたりで時計台を独占することができた。

　そうして、しばらく時計台を見上げていると、後方から近づいてくる人の気配を感じた。

「うっは～、これが時計台か～！　すげえ、街の中にあるんだ！　すげえ～！」

　そのバカに興こう奮ふんした声には、聞き覚えがある。

　一度、七海と顔を見合わせた。

　お互いの目は「今のって……」と語っている。

　まさかと思いつつ空太が振ふり返ると、見事にそのまさかだった。

　どうしたことか、今け朝さ方がた、修学旅行に出かける空太、ましろ、七海の三人をさくら荘そうの玄関前で見送ってくれたはずの伊い織おりが、ぽかんと口を開けた間ま抜ぬけ面づらで、時計台の時計の部分を見上げていた。

「伊織!?」

「伊織君!?」

　同時に驚きの声を上げた。

「あ、先せん輩ぱい！」

　ぱっと笑顔になった伊織が駆かけ寄ってくる。部屋着と言ってもいいようなラフな私服姿。いつものヘッドフォンはしっかりと装そう着ちやくしている。

　伊織は、空太がここにいるわけを尋たずねる前に、

「先輩たちは、修学旅行デートですか？」

　と言ってきた。

「ち、違ちがうぞ、これは……」

　はたから見れば、ふたりきり。そう見えなくもない……というか、たぶん、そうとしか見えないだろう。北海道旅行をしているカップル……。

「は、班はんのみんなが身み勝がつ手てで、たまたま神かん田だ君とふたりになっただけなの！　だ、だからこれはそういうのじゃなくて……」

「いいなあ、俺も彼女とデートしたいな～」

　空そら太たと七なな海みの言いい訳わけなど聞いちゃいない。

「てか、なんで、伊い織おりがいるんだよ」

　まあ、なんとなく想像はできるのだが……。こんな離はなれ業わざをやってのける人物を、空太はひとりしか知らない。

　空太が頭を抱かかえたい気持ちでいっぱいになっていると、

「お、こーはいくんとななみんだ！」

　という声と共に、美み咲さきが跳はねるような足取りでやってきた。その後ろには、くたびれた表情の栞かん奈なまでいるではないか。
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「美咲さんに連れてきてもらったんですよ。いや～、北海道は空気も美う味まいっすよね～！　いや～、もう最高だなあ」

　今日は平日。月曜日。授業を豪ごう快かいにサボっているという罪悪感など、伊織からは微み塵じんも感じられない。空太以上に、北海道旅行を楽しんでいるように思える。

「そうみたいだな……」

　隣となりでは七海がげんなりした表情をしていた。

「こーはいくんもななみんもテンション低いぞ！」

「美咲先せん輩ぱいは高いですね……」

「だって、修学旅行だも～ん！」

「あんたは違ちがうでしょ！」

「自分たちだけ修学旅行に行くなんて、こーはいくん、水みず臭くさいぞ！」

「先せん輩ぱいのは去年！」

　今け朝さ、いってらっしゃいと見送られたのはなんだったのだろう。

「あたしがたった一度の修学旅行で満足すると思ったら大間違いだ！」

「そこは満足しておいてください！」

「無理だ！」

　そう男らしく言い放はなった美み咲さきは、

「行くぞ、いおりん！」

　と号令をかけて、さっさと時計台の中に突とつ入にゆうしていく。律りち儀ぎに伊い織おりは美咲のあとについていった。あのテンションについていけるとは、伊織も侮あなどれない……。

　残されたのは空そら太た、七なな海み、栞かん奈なの三人。

「栞奈さんまで来ることなかったのに」

「来たくて来たんじゃありません。先輩たちを見送ったあと、わけもわからないまま車に乗せられて、そうしたら空港に到着してて……」

　拗すねたように唇くちびるを尖とがらせている。

「なにも持たずに……財布さいふもない状態で、連れてこられたんです」

「うん、そうだな。全部美咲先輩が悪いな」

　空太も似たような経験がある。ラーメンを食べに行こうと言われて、ここ札さつ幌ぽろまで連れてこられたこともあったし、たこ焼きを食べに行こうと誘さそわれ、車で大阪まで八時間の旅をしたことだってある。栞奈の気持ちは痛いほどによくわかった。

　七海も表情を引きつらせているところを見ると、ちゃんぽんを食べに長崎に連れて行かれた日のことを思い出しているのだろう。

　大学生になろうが、人ひと妻づまになろうが、名みよう字じが上かみ井い草ぐさから三み鷹たかになろうが、美咲が宇宙人であることは何も変わっていないようだ。

「まあ、こうなった以上は仕方がない。栞奈さんも楽しんだ方がいいよ」

「はい」

　栞奈の返事は渋しぶ々しぶといった様子だ。伊織とは違って、学校をサボっていることを気にしているのかもしれない。単に美咲という宇宙人に遭そう遇ぐうしたショックから、まだ立ち直っていないだけもしれないが……。

「あっ」

　そこで、空太はひとつ大事なことを思い出した。

「どうしたの？」

　七なな海みがわずかに首を傾かしげる。

「猫ねこの世せ話わ、どうしよ」

　修学旅行中の四日間は伊い織おりと栞かん奈なに頼んでいたのだ。だが、ふたりとも現在地は札さつ幌ぽろ市内……。これでは猫のご飯を用意できない。

「それなら、さっき神かん田ださんに電話で頼んでおきました」

　頼まれた手前、責任は果たしますと栞奈の態度が物語っている。さすが、入学式で新入生の代表挨あい拶さつを任まかされた優等生。抜ぬかりはない。

「そっか。それはよかった」

　とは言え、優ゆう子この方はいまいち信用できない。

　時計を見る。もう授業は終わっている時間だ。

　ケータイを取り出すと、空そら太たは妹に電話をかけた。

　最初のコールが鳴った瞬しゆん間かん、受話器から優子の声が聞こえてくる。

「お兄にいちゃん！　猫が、ご飯で、優子にまっしぐらだよぉ！　うわっ、ちょっと、待って！　すぐあげるから～！」

　空太は何も言わずにケータイを耳から離し、冷静に電話を切った。

　どうやら楽しくやっているようだ。

　ケータイをポケットにしまう。そして、反応を待っていた七海と栞奈に、

「うん、大だい丈じよう夫ぶそうだ」

　と報告した。




　入場料を払はらい、美み咲さきたちを追って空太たちも時計台の中に入った。内部は時計台と北海道開かい拓たくに関する歴史資料の展示スペースになっている。

　図書館のように中は静かで、外の大きな道路を走る車の騒音も不ふ思し議ぎと気にならなかった。

　展示物を眺ながめながら、ぐるりと内部を一周するように回っていく。

　板張りの床は、踏ふみ締しめるたびに、みしみしと音を立て、その感じはどことなくさくら荘そうの廊下に似にていた。

「なんか、さくら荘を思い出すね」

　タイミングよく七海がそんなことを言ってきた。

　自然と笑みがこぼれる。

「え、なに？　私、変なこと言った？」

「違ちがう。俺も同じこと考えてたから」

「なんだ、そっか」

　こういうのはなんとも気き恥はずかしい。

　ごまかすように視線を泳がせると、少し遅れてついてきていた栞奈と目が合った。

　何か言いたそうにしている。

「なに？」

「言ってもいいんですか？」

「聞かない方がよさそうだな」

「恋人同士みたいな会話ですね」

「言うのかよ！」

「次は恋愛小説にする予定なので、とても参考になります」

　栞かん奈なは空そら太たの脇わきをすり抜ぬけて、二階へと続く階段を小走りに駆かけ上がっていく。言いい訳わけをする暇ひまも与えてくれない。おかげで、変な空気が置き去りにされている。

「……」

「……」

「お、俺らも行こうか」

「う、うん」

　なんだか今日はこんなことばかりだ……。




　時計台の二階は、敷しき居いや衝つい立たてのない広い空間になっていた。

　天てん井じようも高く開放感がある。前の方には、資料映像を流すモニターが設置されていて、栞奈がなんとなくといった様子で眺ながめていた。伊い織おりは壁かべ伝づたいに窓から覗のぞく外の景色に目を向けて、「へえ」とか、「ほへ～」とか唸うなっている。

　美み咲さきはというと部屋の隅すみにある時計の原寸大資料とにらめっこしていた。

　気まずさを隠かくすように、空太は七海から離れて、美咲の隣となりに場所を移した。

　今はデジカメで資料をバシャバシャと撮影している。

「美咲先せん輩ぱい、明らかに俺らより楽しんでますよね」

「こーはいくんは楽しくないのか！」

「楽しんでますよ」

　でも、楽しんでばかりもいられない理由が空太にはある。この修学旅行が終わるまでに、大事な答えを出さなければならないのだ。

　それが、ましろと七海との約束。

「美咲先輩」

「なんだい、こーはいくん」

「好きっていうのは、どういうことなんですかね」

　真ま面じ目めにそんなことを言うと、資料から目を離した美咲が真まっ直すぐに目を覗のぞき込んできた。それから、やさしく笑って、

「そんなのこーはいくんのここが知ってるよ」

　と言って、空そら太たの胸を突ついてくる。胸の中心がどくんと脈打った。

「だけど、俺はまだ何も摑つかんでいないし、どこにもたどり着いてないんです。そんな俺が誰かと付き合って、ちゃんとその相手のこと大事にできるのかなって……」

「そんなの知るか！」

「ええっ!?」

　いきなり怒られて、驚きを隠かくせない。

「こーはいくんの青あお二に才さいめ！」

「なんで、罵ば声せいを浴びせられてんですか、俺……」

　ほんとにわけがわからない。相談する相手を間ま違ちがえたのかもしれない。

「ましろんとななみんが聞きたいのは、そんなことじゃないんだよ」

　急にやわらかいトーンに落ち着いた美み咲さきは、穏おだやかな表情をしていた。

「じゃあ、何を聞きたいんですか？」

　美咲の言いたいことがわからずに聞き返す。

「ふたりが聞きたいのはね」

「聞きたいのは？」

「好きか、そうじゃないか……それだけだよ」

　脳のう天てんにハンマーが降ってきた。さらっと言い放はなたれた美咲の言葉には、それくらいの衝しよう撃げきが備そなわっていた。

　ほんとに美咲の言う通りだ。

「それ以外の理由で、振ふられるなんてたまらないよ」

　無む茶ちや苦く茶ちやだけど、美咲はいつも真理をついている。

「美咲先輩はすごいですね」

「なにが？」

「いつだってかっこいいです」

　考える順番を間違えていたことに、今さら気づかされた。空太が考えなければいけないのは、何よりも先に、空太自身の気持ちが、誰に向かっているのかなのだ。

　好きなのか、そうじゃないのか。

　はっきりさせるべきはそこにある。

　その心に忠実であればいい。

「こーはいくん、大たい志しを抱いだけ、だよ！」

　美咲がぽんっと胸を叩たたいてきた。

「意味わかんないです」

　ただ、励はげまされていることだけは痛つう烈れつに伝わってきた。

「よ～し、次行くぞ、いおりん、ノーパン！」

　美み咲さきが伊い織おりと栞かん奈なに呼びかける。

「そ、そのあだ名、やめてください！」

　慌あわてた様子で、栞奈が反応する。

「え～、ぴったりなのに」

　だから、嫌いやなのだろうが……事実なだけに。

　なぜだか、栞奈はそこで空そら太たに鋭い視線を向けてきて、

「今は、はいてます」

　と、スカートの裾すそを押おさえながら教えてくれた。この関係はなんなのだろうか。

「なら、ノーパソにする？」

　首を美咲が大きく傾ける。

「それもやめてください」

「だったら、パンパンでどうだ！」

　なんかもうギリギリを飛び越えて、完全にアウトな気がする。いい加か減げん、パンツから離れた方がいいと思うのだが……。

　なのに、栞奈は、

「それなら、パンダの名前みたいなので、いいですけど」

　と、まんざらでもない様子だった。

「いや、やめておいた方がいいと思うぞ」

　一応、空太がフォローを入れる。後こう輩はいが公衆の面前で、パンパンと呼ばれているのを目まの当あたりにするのはさすがに忍しのびない。

「どうしてですか？」

「邪よこしまな人間が、絶対に変な想像をするからだ」

「それがわかる空太先輩も邪な想像をしているんですね」

　冷やかな視線が突つき刺ささる。人助けをしてこの仕打ちは、どうにも納なつ得とくがいかない。

「ええい、これで最後だ！　ハセパンで行こう！」

　某ぼう局きよくのアナウンサーのようだけど、最低限尊そん厳げんは守られた気がする。結局、パンツからは離れていないけど……。

「では、それでお願います」

　ふうっと息を吐はく栞奈の横顔には疲労が色濃く出ていた。まあ、美咲の相手をしているのだから当然だろう。よくがんばっている方だと思う。

「んじゃ、旭あさひ川かわまでぶるるんっとドライブして、白クマとご対面だ！　ふぉろみ～、いおりん、ノーパン！」

「今、ハセパンにするって言ったばかりじゃないですか！」

　栞奈の叫びが虚むなしく広い室内にこだまする。肝かん心じんの美咲は、

「くまがくまって、白くまった～」

　と、謎なぞの歌を口ずさみながら、時計台を飛び出していく。伊い織おりも一いつ緒しよに歌いながら、美み咲さきのあとに続く。

「もう、いや……」

　と、頭を抱かかえながらも、一緒に行く以外の選せん択たく肢しを思いつかなかったらしく、栞かん奈なもふたりを追いかけて出て行った。

　三人がいなくなって、時計台の二階はようやく静けさを取り戻もどした。他の観光客がいなくて本当によかったと思う。

「俺らも行こうか」

「うん」

　大おお通どおり公園を目指す空そら太たと七なな海みが外に出ると、丁ちよう度ど目の前の道路を、美咲の運転する紺こん色いろのハイブリッドカーが横切っていった。

「ひゃほ～い！　白クマ～！」

　札さつ幌ぽろ市内に美咲の叫び声がこだましていた。

「今のは見なかったことにしような」

「そうだね」

　ここでも、空太と七海の意見は一致したのだった。
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　大おお通どおり公園は目と鼻の先で、時計台から一本先の通りがもうそうだった。

　街の中心部を東西に貫つらぬく青々と茂る芝しば生ふの帯。噴ふん水すいや彫ちよう刻こくが点在し、色鮮あざやかなパンジーの花がたくさん咲いていた。

　人々はベンチでくつろぎ、噴水の縁ふちに座り、売店で買ったとうびきを食べたりして、のんびりとした時間を過ごしている。

　そんな穏おだやかな空気を感じながら、空太と七海は眼前にそびえ立つさっぽろＴＶ塔とうに足を進めていた。

　時刻はもうすぐ午後四時になる。

　日が傾き出すと、大通公園に吹く風は急に冷たさを増した気がした。

　新しん千ち歳とせ空港に降り立った際には、長なが袖そでＴシャツ一枚でも、歩くと汗ばむほどのあたたかい陽気だったのに、今は少し肌はだ寒ざむいくらいだ。

　特に日ひ陰かげに入ると、体感温度はぐんと下がる感じがした。

　淡い色遣づかいのブラウスを着ただけの七海は、時とき折おり寒そうに両腕を擦こすっている。

「俺、上着持ってるから貸すぞ」

「え？　だ、大だい丈じよう夫ぶ……くしゅん！」

「……」

「……」

「俺、上着持ってるから貸すぞ」

　ＲＰＧの街キャラのように、同じ台詞せりふを繰くり返す。

「お、お願いします」

　観かん念ねんした七なな海みが、今度は素す直なおにそう言ってきた。

　鞄かばんからジップアップのパーカーを出して七海に渡す。

　少し七海は躊躇ためらっている様子だった。

「ちゃんと、洗濯はしたやつなのでご心配なく」

「そうじゃなくて、神かん田だ君は寒くないの？」

「一応、男子だからね」

「ありがと……私の中ではちゃんと男子だよ」

「……」

「ご、ごめん！　私、なに言ってるんだろ」

　ごまかすように七海が慌あわてて空そら太たのパーカーを着ようとする。だけど、動どう揺ようしているせいか、なかなか腕が袖そでに入らない。

「なにやってんだか……」

　肩の部分を持って、着るのを手伝ってあげる。

「あ、ありがと」

　さすがに男物だからちょっと大きい。七海の洋服とのバランスもいまいちだ。

　でも、七海はどこか満足げだった。

　そこに、聞いたことのある声が割り込んできた。

「神田く～ん！」

　横断歩道の反対側でぶんぶんと手を振ふっているのは、深ふか谷や志し穂ほだ。ましろと同じ美術科の生徒。隣となりにはそのましろの姿すがたもある。修学旅行の班はんが一いつ緒しよなのだろう。他にも三人の生徒が一緒だった。いずれも女子。どうやら美術科は、男子と女子で班を分けたらしい。元々、男女合わせて十人しかいないので、目の前に女子が五人いるということは、もうひとつの班には男しかいない計算になる。

　信号が青になり、お互いに半分ずつ渡って一度合流した。

　志穂の視線が、空太と七海の間を行き来する。ふたりだけで行動していることに、何か思うところがあったのだろう。七海が着ている空太の上着のこともある。

　でも、実際に志穂が口にしたのは、まったく別のことだった。

「神田君たちはこれからＴＶ塔とう？」

　志し穂ほが背後の電波塔とうを振ふり向く。

「ああ、そっちは今行ってきた帰りみたいだね」

「うん、このあとは、近くの美術館を巡めぐるのだよ！」

　普段の二割り増しくらいでテンションが高い。志穂には、きちんと修学旅行補ほ正せいがかかっているようだ。

「さすが美術科」

「でしょでしょ」

　そこで、信号が点てん滅めつをはじめた。

「おっと、別れの時間だね」

　また大げさに手を振って、志穂はましろと横断歩道を渡り切る。

　空そら太たと七なな海みも、小走りで対岸に渡った。

　振り向くと、ましろがこちらを見ていた。

　目が合う。妙みような後ろめたさを感じて、空太はとっさに視線を逸そらしていた。

　交差点を横切る車がふたりの間を塞ふさいでいく。

　そして、再び信号が青になったときには、もうましろは空太を見てはいなかった。美術科のクラスメイトたちと一いつ緒しよに遠ざかっていく背中があるだけだ。

「……」

「あのさ、神かん田だ君」

「な、なんだ？」

　考え事をしていたから、七海に名前を呼ばれて動どう揺ようした。

「ましろと何かあったでしょ」

「な、何かって？」

「中間試験の前くらいから……様子がおかしいから」

「……」

　何もなかったわけじゃない。あったと言えばあった。だけど、直接あったわけでもないから、なかったのかもしれない。

　ただ、空太があることに気づいてしまっただけの話だ。

　恋愛感情だと思っていたましろへの気持ち……それが、本当は目標に向けて一歩ずつ確実に歩みを前に進める強さを持った、ましろへの憧あこがれだったんじゃないかと……。

「何もないよ」

「本当に？」

「何もない」

「……ならいいけど」

　本当は少しも納なつ得とくなんてしていない。声でそれがわかる。けど、お互いこの件について、これ以上言葉を交かわそうとはしなかった。

　その代わり、声のトーンを明るくして、

「あ、神かん田だ君、あれ」

　と、七なな海みが空そら太たの袖そでを引っ張ってきた。顔を上げると、売店の前に立った、北海道牛乳ソフトクリームののぼりが目に飛び込んできた。一いつ緒しよに食べようということらしい。

「青あお山やま、ひとつ質問があるんだけど」

「ん？」

「寒いんじゃなかったっけ？」

「神田君のおかげで、私はもう寒くないし」

「俺は微び妙みように寒いんだけど！」

　日が傾くたびに、ますます気温は下がってきている気がする。風は本格的に冷たくなってきていた。

「一応、男子なんでしょ？」

「格下げするのやめてくれる!?」

　なんでもないやり取り。でも、ぱっと七海と目が合うと、ふたりとも自然に笑い出していた。なんか、わかる。そういう感じ……。

　今日、何度目だろうか。何度目だっていい。たぶん、何度だって七海との間には起こることなのだ。

　そして、こういうことの積み重ねが大事なんだと、空太はふと思った。

　仁じんの言っていた恋人同士になっていくという言葉。

　その意味を、この瞬しゆん間かんに空太は実感していた。




　さっぽろＴＶ塔とうの展望台チケットを買ったら、先ほど売店で食べたばかりの牛乳ソフトクリームの半額券がついてきた。

　エレベーターで展望台に上っている間、七海はその半額券を恨うらめしそうに眺ながめていた。

「先に展望台にくればよかったな」

　空太も損そんをした気分だったので、七海にそう声をかけた。

「う、うん、そうだね」

　だけど、七海の反応は思っていたのと少し違ちがった。なおも、深しん刻こくな顔で半額券を見つめている。それで、七海が何を考えているのか、わかったような気がした。

「青山、まさか、もう一度食べる気か？」

　疑いの眼まな差ざしを向ける。

「そ、そんなことは……」

「そんなことは？」

「……あります」

　あっさりと白状する。

「だ、だって、半額券がもったいないでしょ？　そ、そんなに食べたいってわけじゃないけど、ね？」

「何が『ね？』なのか、俺にはわからんが……」

「ちゃ、ちゃうねん。だからな、ほんまに！」

　言いい訳わけの途と中ちゆうで、エレベーターが到着のベルを鳴らした。展望室に出る際、エレベーターガールのお姉ねえさんがクスクスと笑っていて、なんとも恥はずかしい思いをした。

「神かん田だ君のせいだからね」

「青あお山やまのせいだろう、どう考えても」

「……まあ、そうだけど」

　拗すねてひとり先に行こうとする七なな海みと並んで、外の景色に目を向けた。空港から最初にやってきた札さつ幌ぽろの駅が見えた。壁かべ伝づたいに回っていくと、先ほどまで歩いていた大おお通どおり公園が真まっ直すぐに伸びている。さらにぐるりと回ると、今度はすすきの方面が視界に収まる。

　立ち並ぶ建物の中に、あるものを見つけた。

　観かん覧らん車しや。

　以前、七海と一いつ緒しよに乗ったやつと比べると小さいが、それでも、周囲の建物より一ひと際きわ大きな輪。ゆっくりと回転している。

「あっ」

　七海も観覧車の存在に気づいたらしく、驚いた声を出していた。

　今、目が合うと、絶対に気まずい空気になる。それがわかっていながら、空そら太たは吸い寄せられるように七海を見ていた。

　あの日のキスを思い出してしまう。

　触れたことのある唇くちびるに、意識の全部を奪うばわれて、空太はその一点に釘くぎ付づけになった。

「神かん田だ君？」

「え？　あっ」

「どこ見てるの？」

　少し困ったような顔。質問の答えはわかっているのだろう。わずかに俯うつむいた七海の頰ほおは桜さくらの花びらのように色付いている。

「い、いや、違ちがう」

「違うって何が？」

　上うわ目め遣づかいで空太を咎とがめてくる。

「別に何も違わないです」

「したいんだ？」

　大だい胆たんにも、七なな海みがその唇くちびるで囁ささやいてきた。

　心臓が冗談みたいに跳はね上がった。

「あ、あのな！」

「してもいいよ」

「え？」

　驚いて間ま抜ぬけ面づらになる。

「私を選んでくれたら、いっぱいしていいよ」

「……」

　七海らしからぬ挑ちよう発はつに、思わずぽかんと口を開けたままで硬こう直ちよくする。
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　自分でも似に合あわないことをしたという自覚はあるようで、見る見る七海の顔が赤く染そまっていく。耳まで真っ赤になっていた。

「も、もう、なんとか言ってよ……。私だけ突つっ走ぱしって、バカみたい」

　七海がぱたぱたと手で顔をあおぐ。

「わ、悪い……」

　とは言え、面めん食くらうなという方が無理というものだ。それくらい、悪戯いたずらっぽさを含ふくんだ小こ悪あく魔まな雰ふん囲い気きの七海はかわいらしくて、空そら太たの思考も理性も使い物にならなくしていたのだから……。

　また視線は七なな海みの唇くちびるに捕つかまってしまう。

「神かん田だ君、意識しすぎ……」

「あ、いや……」

「意識してくれるのはうれしいけど」

「お、おう」

「すごくうれしいけど……」

　照てれながらはにかむ七海の横顔は、空そら太たの頭の中を七海でいっぱいにするだけの破は壊かい力りよくを秘めていた。周りの景色なんて、もう何も見えてはいなかった。ここがどこかなんてことも、空太にはどうでもよくなっていた。

　七海から目を離せない。

「……」

「な、なに？　神田君、じっと見て……」

「……」

　ほんとに七海は女の子らしい。どんなことにも一生懸けん命めいで、それは恋愛でも変わることがなくて……。空太の前で、全力で空太を好きでいてくれている。その想いが七海の体全体から伝わってきていた。

　本当は、返事のことが気になっているはずなのに……。その不安はおくびも顔に出さない。空太を気き遣づかって……。

　こんな彼女がいたら、毎日は楽しいのだろう。楽しいに決まっている。

「も、もう、なんなん？」

　前まえ髪がみを触さわりながら、頰ほおを赤くした七海が視線を逸そらす。遠くの景色に目を向けているようだけど、たぶん、その瞳ひとみには何も映うつってはいない。

「ほ、ほんま、な、なんかゆーてくれへん？」

　恥はずかしそうな仕し草ぐさに、照れた声に、赤くなった頰に、空太はドキドキさせられっぱなしだった。

　誰が相手でもこんな風に思うわけじゃない。目の前にいるのが七海だから、空太の鼓こ動どうは高鳴り続けるのだ。七海しか見えなくなるのだ。

　どうしてこんな気持ちになるのかなんて、今さら考えなくてもわかる。

　もっと前から、空太の中で芽め吹ぶいていたのだと思う。

　ゆっくりと、ゆっくりと、成長してきたから、なかなか気づけなかった。

　いや、どこかで気づいていたのかもしれない。

　だけど、言葉にするのを無意識に拒んでいた。

　形にしてしまったら、想いが一気に駆かけ出してしまう予感がしていたから……。

　それも、今となっては手遅れだ。

　わかってしまった。

　──俺、いつの間にか、青あお山やまのこと、好きになっていたんだな……

　きっと、これからもっとその気持ちは大きく育つ。

　今よりも、もっと、いくらでも、七なな海みを好きになっていけると空そら太たは思った。

　思っていた……。




　　　　４




　一日目の班はん行動のゴールとなる札さつ幌ぽろ市内のホテルに空太と七海が到着したのは、日も沈んだ午後六時半頃ごろだった。

　ＴＶ塔とうの展望台から地上に戻もどったふたりは、半額券を使ってもう一度ソフトクリームを食べ、それから、赤レンガを使用した北ほつ海かい道どう庁ちよう旧きゆう本ほん庁ちよう舎しやの館内を見学し、北海道大学内の博物館などを見て回り、予定していたコースを全部制せい覇はした。その後、ホテルまでは路面電車を使ってやってきた。

　ロビーには同じく到着したばかりのスイコーの生徒たちが、それぞれに担任の先生の点てん呼こを受けている。

　空太と七海も、恐おそる恐るソファで待機している小こ春はるのもとへと近付いていった。本来は同じ班の残り三名……赤あか坂さか龍りゆう之の介すけ、高たか崎さき繭まゆ、本ほん庄じようやよいが一いつ緒しよでなければならないのだ。

「小春先生」

　呼びかけると北海道のガイドブックを退たい屈くつそうにめくっていた小春が顔を上げた。

「えっと、到着しました」

「はい、Ｆ班もこれで全員っと」

　手元のバインダーに挟はさんだ名めい簿ぼにボールペンでチェックを入れている。

「じゃあ、荷物を受け取って部屋に運んでね。男子は向こうの別館で……」

　と、ロビーの奥にある渡り渡り廊下を指差す。

「女子はこっちの本館だから」

　意外なことに小春はてきぱきと教師としての仕事をこなしている。

「一般のお客さんや他校の修学旅行生もいるので、節せつ度どを持って行動するように。いい？」

「わかりました」

　空港からバスで運んでもらっていた三泊四日分の着替えの入った荷物を回収する。

　どうやらばらばらに行動したことに対するお咎とがめはないようだ。他の班も似たようなものだったのかもしれない。

「あ、ふたりとも」

　荷物を持ち上げようとしたところで、小春に呼び止められた。

　七なな海みと一いつ緒しよに小こ春はるの次の言葉を待つ。

「夜は見回りに行くから、ベッドインはやめてね」

　と言ってきた。

「な、なにゆーてんですか！」

　七海が関西弁になって文句を言う。

「するわけないでしょ」

　遅れて空そら太たも冷静に反論した。

「わかんないわよぉ。普段と違ちがう環境だと、女の子は開放的になっちゃうから」

「……」

　そういうものなのだろうか。素そ朴ぼくな疑問を視線で七海に投げかけてみる。

「そ、そんなことありません！　神かん田だ君もこっち見ないで」

「興味本位で男子の部屋に遊びに行った女子が、そのまま合体しちゃうなんて、よくある話なんだから」

　それこそ本当だろうか。

　またしても、空太は確認の視線を七海に向けた。

「よくありません！　だから、神田君、こっち見ないで」

　怒られてしまった。

「うちのクラスだと神田君と青あお山やまさんが一番怪あやしいのよねぇ」

「そ、そんなことありません！」

　きっぱり七海が否定する。

「身持ちの固そうな子でも、雰ふん囲い気きに流されて心よりも先に、体を開いちゃうんだから」

　もはや、ただの下ネタだ。

「わ、私、もう部屋行くね」

　荷物を両手で持ち上げると、七海はぷりぷりした様子でエレベーターホールの方へと消えていった。

「んじゃ、俺も」

「神田君、真ま面じ目めな話なんだけどさ」

「なんすか？」

「避ひ妊にんだけはちゃんとしてね」

「だから、行為をしないって言ってるでしょ！　先生は俺らをどんな目で見てるんですか！」

「ごめん、そうよねえ……」

「わかってくれればいいんです」

「ふたりはさくら荘そうでいつもひとつ屋根の下で暮らしてるんだもんね。わざわざ、リスクを背負って、今日する必要もないわよねえ」

「……先生、なんかあったんですか。今日はやけにしつこく絡からんできますけど」

　投げやりにそう聞くと、

「聞いてくれる、神かん田だ君！」

　と、小こ春はるがぐいっと身を乗り出して、腕にしがみ付いてきた。年上の女性特有のにおいが鼻先をかすめる。腕はふたつのふくらみに挟はさまれて、一いつ瞬しゆんにして変な汗をかいた。

「最近、千ち尋ひろちゃんってば、和かず希き君と上う手まくいってるからって、私の誘さそいを断ことわるのよぉ。酷ひどいと思わない？」

「だったら、先生も彼氏を作ればいいじゃないですか」

「そっか～。今日は私も北の大地で開放的になっちゃおうかな」

　ずいっと小春がさらに顔を近付けてくる。

「が、がんばってください」

　いくら相手が小春でも、密着された上にキスでもされそうな距離まで顔を近付けられると緊きん張ちようするし、心しん拍ぱく数すうは上がるというものだ。

「神田君、今、興こう奮ふんしてるでしょ」

　悪戯いたずらっぽくそんなことを言ってきた。

「してませんよ」

　それを証明するように、小春の頭を手で押おし返した。

「やん、意い地じ悪わる～」

　教師にあるまじき甘えた声を出す。ひとつ隣となりのソファに待機していた三十代半なかばの男性教師の視線が痛い。

　空太は荷物を持つと、逃げ出すようにロビーをあとにした。

　渡り廊下を通って別館を目指す。

　途と中ちゆう、見慣れない濃い緑色のジャージを着た集団とすれ違ちがった。小春が言っていた他校の生徒のようだ。

　それを横目で見送っていると、エレベーターの前にたどり着いた。

　空太の部屋は七階。

　エレベーターを待っていると、ポケットの中でぶるぶるとケータイが震ふるえ出した。

　取り出してディスプレイを確認する。驚いたことに、先ほど小春が話題に上げた人物の名前が表示されていた。

　藤ふじ沢さわ和希。

　空太が憧あこがれを抱くゲームクリエイターのひとり。以前、空太が挑ちよう戦せんしたゲーム企画オーディション『ゲーム作ろうぜ』の出身で、今は第一線で活躍する傍かたわら、その審しん査さ員いん役もこなしている。

　幸運なことに、空太はプレゼンやタイトル審査会の準備を通して、和希と知り合う機会を得たのだ。連絡先も交換してある。

　それにしても、和かず希きが何の用事だろうか。

　慣れない出来事に、通話ボタンを押す指先は緊きん張ちようしていた。

「は、はい。神かん田だです」

「あ、藤ふじ沢さわです。ご無ぶ沙さ汰たしてます」

　和希の第一声は、空太のよく知る温和なものだった。最後に話したのは三月の半なかば。残念ながら落選となったタイトル審しん査さ会かいの反省会的なものをしてくれたときだ。

「こちらこそ、ご無沙汰しています」

「今、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「え、あ、はい」

　丁ちよう度どそこで待っていたエレベーターが到着した。スイコーの生徒がぞろぞろと出てきて周囲が騒がしくなる。

「外ですかね」

　ざわめきはケータイを通して、遠く離れた和希のもとにも届いたらしい。

「はい、実は、修学旅行で……今、北海道のホテルなんです」

　別に隠かくすことでもないので、素す直なおにそう答えた。

「ああ、そんな時期でしたか」

　どこか懐なつかしさを含ふくんだ声こわ音ね。和希もスイコーの卒業生だから、当時のことを何か思い出しているのかもしれない。

「それは邪じや魔まをするわけにはいきませんね。また改めます」

「あ、いえ、少しくらい大丈夫です！」

　電話を切ろうとすると和希を慌あわてて呼び止めていた。

「いいんですか？」

「逆に、何も聞かないで電話を終えたら、何の用件だったのか気になって、修学旅行どころじゃなくなりそうです」

　それはまさしく空太の本音だった。わざわざ和希から電話をくれたのだ。どんな用件なのか気にするなというのは無理な相談だった。

「なるほど、そういうことでしたら」

　和希はやわらかく笑っている。

　空太は聞く準備を整えようと、エレベーターの前を離れ、人ひと気けのない非常階段の方へと移動した。壁かべを背にして寄りかかる。

「実は、新しい企画オーディションのプロジェクトが立ち上がることになりまして」

　和希の言葉に、心臓がどくんと高鳴った。

　それは緊張や怯おびえから来るものじゃない。この話に対する期待感の表れだ。

「母体は神かん田だ君もよくご存知の『ゲーム作ろうぜ』なのですが、昨今、『ゲーム作ろうぜ』は高こう騰とうする開発費の問題などもあって、ライン数の縮小化が懸け念ねん事じ項こうとして挙あげられるようになっていました」

「はい」

「開発費を保証して企画をプロジェクト化するとなると、審しん査さする側がわも慎しん重ちようにならざるを得ないというのが現状なんです」

「そうですね」

　審査の厳しさは、空そら太たも経験済みだ。書類審査すらなかなか通過できず、通過できたとしても、ものすごいプレッシャーのかかる難しいプレゼンが待ち受けている。そして、その次には、他の製品化タイトルと肩を並べて、予算を勝ち取るための決戦の場……タイトル審査会が挑ちよう戦せん者の前に立ち塞ふさがるのだ。

「本来『ゲーム作ろうぜ』は、斬ざん新しんなアイディアとそのやる気をバックアップするための存在だったのですが、そうした業界や市場の影響を受け、今ではその精神に則のつとっているとは言い難がたいものになってきています」

「だから、新しい企画オーディションが立ち上がるんですね」

「はい」

「どんな形になるんですか？」

　我が慢まんができずに空太は自みずから本題に水を向けた。

「すでに、コンピューター系の専門学校を対象にして行っている形式なのですが、審査を通過した企画アイディアとチームに対して、開発機材の貸し出しを行うというものです」

「チーム……ですか？」

　その単語は、今の空太に特別な意味を持って聞こえてきた。目指しているゲーム開発の形……クリエイターになるという目標の同どう軸じく上じように、去年の文化祭で『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』を作ったときのようなチーム作りをしたいという強い願望がある。

「名目上はひとりでの参加も可能です。ただし、それはひとりですべての開発……すなわち、ゲームデザイン、プログラム、グラフィック、サウンドの作業をこなせる場合、ということになりますので、現実的には不可能に近いでしょう」

「そうですよね」

「『ゲーム作ろうぜ』と決定的に違うのは、開発費は下りないということです。同時にそれはスタッフの斡あつ旋せんもハードメーカー側が行わないという意味でもあります」

　だから、参加の条件がチームなのだ。スタッフも独自で確保する必要があるから。

「開発費の問題はさておき、何なに気げにスタッフの確保が困難であるため、これまでは自然と周囲にそうした環境が整っている専門学校という場所に絞しぼって、応募を募つのってきていたんです」

「それを、もっと広げるってことですか？」

「はい。参加資格の制限を排はい除じよし、新規プロジェクトという形で立ち上げます。開発型の企画オーディション『ゲームキャンプ』と銘めい打って」

　体の中心が熱を帯びていくのを空そら太たは自覚していた。

　やりたいと体が興こう奮ふんを訴うつたえてくる。

「審しん査さも『ゲーム作ろうぜ』とは違ちがい、一次としての『書類審査』。二次としての『簡単なプレゼン及および面談、質疑応答』。それで合否を判定します。『ゲーム作ろうぜ』よりも審査のハードルは低く設定することで、より多くのアイディアとやる気にとって、チャンスの場となることを目指していく予定です」

「それって……」

「タイトル審査会にまで進んだ神かん田だ君の企画なら、通過は間違いないと思いますよ」

「……」

　太たい鼓こ判ばんを押おされ、空太は奥歯をぐっと嚙かみ締しめた。そうしていないと、涙が滲にじみ出てきそうだった。

「ただ、ひとつ気をつけてほしい点があります」

「なんですか？」

「どんなに面おも白しろい企画でも、『作れない』と判断された場合は合格しないと思ってください」

「……」

「審査する側がわとしては、その企画は『面白いか』と、そのチームで『作れるか』を見定めることになるでしょうから」

「作れるか……」

　確かにそうかもしれない。空太が声をかけられる範囲で作れるものでなければ意味がない。絵に描かいた餅もちではダメなのだ。ゲームはアイディアを遊ぶものじゃない。ゲームになっているものを遊ぶものなのだから。

「審査を見事に通過して、無事に開発も完了したゲームは、その時点でタイトル審査会にかけられることになります」

「え？」

　タイトル審査会は製品化の有う無むを決める会議だ。それは、つまり……。

「ええ、もちろん、タイトル審査会を通過すれば、商品化して発売されますよ。メーカーとしては、そのゲームが売れて、儲もうかることが最終的な目的なわけですからね」

　大人おとなの本音を、和かず希きはあっけらかんと言ってきた。

「開発費もタイトル審査会を通過した時点でまとめて支払われます。ただ、ダメだった場合は、お金は一円も支払われず、ゲームも発売はされません。まあ、今上がっている話では、開発室の家や賃ちんくらいは用意できるんじゃないかという話になっていますけどね」

「開発室か……」

　なんだか、その単語ひとつで気持ちが高まっていく。夢が膨ふくらむ。

「『ゲームキャンプ』の最大のメリットは、企画やアイディアではなく、出で来き上あがったゲームを実際に遊んでもらった上で、最終的なジャッジが下されることでしょうね。まあ、完成するまではタダ働きになる、という大きなデメリットもあるんですが……そこのところは、チャンスだと思って割り切ってくれる人に参加してもらえればと考えています」

　立場上、はっきり言いにくそうなことまで、気にせず話してくれる。最初に会ったときからそうだったけど、和かず希きは色々な意味でニュートラルな感覚の持ち主なんだと空そら太たは感じていた。

　どんな些さ細さいなことにも、いい面と悪い面があって、和希はその両方をちゃんと真まっ直すぐに見ている人なのだ。そして、どちらの味方でもない。真ん中なかに立ってバランスよく考えて、感じて、時には言葉を選び、時にはそれをゲームのアイディアに役立てているのだろう。

「概がい要ようとしては、まあ、これくらいでしょうかね。何か質問はありますか？」

「とてもよくわかりました。ありがとうございます」

「もし、興味があればと思い連絡したのですが……」

　空太は、どうですか、と聞かれる前に、

「あります！」

　と、勢いよく返事をしていた。

「その声を聞けただけでも、電話をした甲か斐いがありましたね」

　和希が必死に笑いを堪こらえているのがわかる。

「す、すいません。なんかテンション上がっちゃって」

「いえ、そのやる気は大事ですよ。あとで、資料をメールで送っておきます。修学旅行から帰ったら、見ておいてください」

「はい。ほんと、ありがとうございました」

「では、また」

　電話が切れても、空太はすぐに動けなかった。心が浮うわついている。素す直なおに楽しくなってきていた。

　開発チームを作って、いずれは会社を立ち上げたい。龍りゆう之の介すけにも誘さそいの声をかけたくらいだ。そんな矢や先さきに、タイミングよくいいチャンスに巡めぐり合えた。もちろん、まだまだ空太には未み熟じゆくなところはあるし、実際に挑ちよう戦せんするには大きなハードルが残っている。たとえ、龍之介が参加してくれたとしても、グラフィックとサウンドのスタッフが最低でもひとりずつは必要だ。

　だけど、そうしたことも含ふくめて、今、空太の心は躍おどっていた。

　まずは龍之介に『ゲームキャンプ』のことを話してみよう。

　そう思うと、一分でも一秒でも早くホテルの部屋に行きたくなった。先に到着しているはずの龍之介は、恐おそらくノーパソを広げて、カタカタとプログラミング作業をしていることだろう。

　なかなかやってこないエレベーターのボタンを、無駄とわかっていながらも、空太は何度も押おしていた。

　そうして、ようやくやってきたエレベーターに足早に乗り込む。

　ぽん、ぽん、と『７』と『閉』のボタンを押す。

　ゆっくりとドアが閉まり、空そら太たを乗せたエレベーターは足元に浮ふ遊ゆう感かんを残して上昇をはじめた。

　途中、各階で止まり、人の乗り降りが続く。

　体感として、七階に到着するまで五分くらいかかったような気がした。

　到着のベルが鳴り、ドアが半分も開かないうちに、空太はフロアに出た。壁かべの案内図で部屋の位置を確認する。

　すると、廊下の五メートルほど先……ジュースの自販機の前に、龍りゆう之の介すけがいることに気づいた。

「ん？」

　空太が疑問を示したのは、意外な光景が目に飛び込んできたからだ。

　龍之介はひとりじゃなかった。

　一階の渡り廊下ですれ違ちがった、濃い緑色のジャージを着た他校の生徒がふたり、龍之介と対たい峙じしている。男女がひとりずつ。

　男子の方は、空太と同じくらいの背せ丈たけで、ワックスでつんつんに立てた髪かみが印象的だった。割りとクラスの中心にいそうな、活発で人気者になるタイプという感じ。

　女子の方も、肩のあたりまで垂たらした髪を明るめの色に染そめている。爪はてかてかで、薄うつすらとメイクもしている垢あか抜ぬけた雰ふん囲い気きの子だった。

　龍之介とは接点のなさそうなふたりが、龍之介と話をしている。

「ほんと変わってないな、お前」

「あの頃のままなんだ」

　聞こえてきた声は、不ふ穏おんな空気をはらんでいた。

「そう言うお前たちは変わったな。一いつ瞬しゆん、誰だかわからなかった」

　龍之介の返した言葉に、男の方が一歩詰つめ寄ろうとする。

　反射的に空太は動いていた。

「赤あか坂さか？」

　近付きながら声をかけると、緑のジャージはふたり揃そろって空太の方へ振ふり向いた。

　値ね踏ぶみをするような目で観察している……かと思ったら、

「いいよ、もう行こう、拓たく実み」

　と、女子の方が男子を促うながして、即座に立ち去ろうとする。

「あ、待てよ、麻ま耶や」

　男の方もすぐに追いかけていった。

「誰？」

　離れていくふたりを視界の隅すみに入れながら、小声で龍りゆう之の介すけに尋たずねた。

「中学時代の知り合いだ」

　短くて簡かん潔けつな説明。その淡たん々たんとした口調には、それ以上は聞くなという意味も含ふくまれているように感じた。気にはなったけど、深入りできる空気でもない。

　空そら太たは気分を変えるつもりで、企画オーディションのことを切り出した。

「そういや、今さっき藤ふじ沢さわさんから連絡もらったんだけどさ。新しいゲーム企画のオーディションプロジェクトが立ち上がるらしいんだ」

「そうか」

　いつも通りの淡たん白ぱくな反応。まあ、これは予想通りだ。けど、予想外の心のざわめきを、空太は別の場所から感じた。

　誰かに見られている。

　気になって視線の主ぬしを探さがすと、先ほどのふたりがエレベーターの前から鋭い目つきでこちらを見ていた。

「……」

　何か気になるようなことを空太は言っただろうか。

「拓たく実み、来たよ」

　到着したエレベーターにふたりが乗り込んでいく。ドアが閉まるまで、ふたりが目を逸そらすことはなかった。しかも、龍之介ではなく、空太を見ていた気がする。

　わけがわからず首を傾かしげたところで、答えが出るわけもない。

　龍之介は龍之介で、さっさと部屋の方へと歩き出していて、質問の言葉をぶつける時間すら空太に与えてはくれなかった。




　　　　５




　あてがわれたホテルの部屋は、広めのツインルームで、龍之介とふたりで使うには十分な空間だった。

　窓辺には大きめのデスクが置かれ、その上には明らかにホテルの備品ではないノートパソコンとタブレットＰＣが置いてある。電源は確保され、ＬＡＮにも接続済み。

　龍之介は部屋に入るなり、ノートパソコンの前に陣じん取どって、無言で作業を開始した。

　空太は荷物の整理をしつつ、そんな龍之介の様子をしばらく窺うかがっていた。

　どこかおかしい気がする。

　最初は作業に集中しているように思えたが、少し経たつと龍之介の手は、動いたり止まったりを短いスパンで繰くり返しているのだ。

　アルゴリズムに悩んでいるという顔ではない。手が止まる際には、決まって何かに思考が囚とらわれているという表情を見せる。

「なあ、赤あか坂さか？」

　ディスプレイから顔を上げて、空そら太たに目を向けてくる。

「聞いてもいいか？」

「先ほどのふたりなら、中学時代の知り合いだと言っただろう。それ以上でも以下でもない」

　質問を口にする前に、釘くぎを刺さされてしまった。

　こうなっては、もう一度「さっきのは誰なんだ？」とは聞きづらい。

「なんていうか、驚いたな」

　空太はベッドに倒れ込み、龍りゆう之の介すけではなく天てん井じように声をかけた。

「何がだ」

「赤坂に知り合いがいるなんてさ」

　だいぶ、失礼な言いい草ぐさだけど、普段の龍之介をよく知っているからこそ思うのだ。

「知り合わなければよかったがな」

　独ひとり言ごとのように龍之介が吐と露ろした。

「え？」

　それがよく聞こえずに聞き返したけど、

「なんでもない。気にするな」

　と、ばっさりと切り捨てられた。

「そんなことよりも、神かん田だが言っていた企画オーディションとはこれのことか？」

　龍之介がベッドサイドにやってきて、寝転がったままの空太にタブレットＰＣを差し出してきた。

　仰あお向むけのまま画面に目をやる。

　和かず希きから教えてもらった『ゲームキャンプ』の概がい要よう書しよと、メールの文面による補ほ足そく事じ項こうが表示されていた。

「ああ、確かにこれのことなんだが……」

　とても気になることがひとつある。

「なんで、俺に届いたメールをお前は軽々と閲えつ覧らんしてるわけ!?」

　今さら、龍之介が何をしたところで驚きはしないが、確認せずにはいられない。

「さくら荘そうのメールサーバーに届いたメールを、どうして僕に閲覧できないと思うんだ？　神田のその思考回路の方が、僕には理解不能だな」

　独自の理論を展開しながら、龍之介はノーパソの置かれたテーブルに戻もどっていく。

「倫りん理り観かんを問題にしてるんだよ！」

「そんなもので、個人情報は守れないぞ」

　まったく取りつく島もない。だったら、さっさと本題に入った方が得とく策さくだ。

「これ、面おも白しろそうだから参加したいと思うんだけど、どうかな？」

「製品化までを望めるのなら、悪い話ではないな。将来的に会社の立ち上げを目指すにしても、先立つものは必要だ。その資金繰ぐりには好こう都つ合ごうだ。だが、サウンドとグラフィックはどうする？　企画の内容と規模によるが、やはり、最低ひとりずつは必要になるぞ」

　もう龍りゆう之の介すけの視線は、ノーパソのディスプレイに集中していた。

　キーボードを叩たたく手も軽快に動いている。悩み事は解消されたのだろうか。

　グラフィックに関しては、身み近ぢかなところにとんでもないレベルの人物がふたりもいる。ひとりは天才画家にして漫まん画が家かのましろ。もうひとりは宇宙人にして、自主制作アニメで世せ間けんから注目されている美み咲さきだ。名実ともに文句のつけようもない。

　だけど、このふたりに声をかけるつもりはなかった。ましろは漫画。美咲はアニメ。それぞれに選んだ道がある。空太が目指すゲームとは似ているようでちょっと違ちがうのだ。

「とりあえず、今回だけリタに頼むとか？」

　会話の間を繫つなぐため、冗談でその名前を出してみた。

「だったら、僕の参加は諦あきらめろ。金こん輪りん際ざい、この話を僕にするな、いいな」

　と、龍之介が真ま顔がおでまくし立ててきた。

「じょ、冗談だって……」

　ましろがイギリスで暮らしていた時代の友人にして、自みずからも画家として活動しているリタ・エインズワースは、龍之介にとっては天てん敵てきなのだ。ただ、リタの方は龍之介のことをいたく気に入ったようで、遠くイギリスの地から、毎日のようにメールを送ってきているらしい。その殆ほとんどが、龍之介の目には留まらず、メイドちゃんによって握にぎり潰つぶされているのだが……。

「サウンドは、ひとり身近なところにできそうなのがいるな」

　姫ひめ宮みや伊い織おり。さくら荘そう１０３号室に住むスイコー音楽科の一年生。だけど、今、伊織は音楽とどうやって向き合っていくかを悩んでいる最中だ。

　答えが出るまでは下へ手たな横よこ槍やりは入れたくない。

「はうはう先せん輩ぱいに頼むとか？」

「実力は折り紙つきだな。だが、留学でオーストリアじゃなかったか？」

「ああ、勉強の邪じや魔まをしたら悪いよな」

　こうしてスタッフを考えると、和かず希きの言っていた人を集める難しさがよくわかる。芸大の付属高校ということで、空太はものすごく恵まれた環境にいるはずなのに、それでも、いざ運命共同体となる理想的なチームを組もうと考えると、そう簡単にはいかない。

　あっさりと行き詰づまると、空太も龍之介もそれ以上は何も言わず、自然と『ゲームキャンプ』の話題は打ち切られた。




　部屋で三十分ほどだらだらと過ごしているうちに、夕食の時間がやってきた。

　大広間でジンギスカンを食べたあとは、クラスごとに決められた入浴タイムだ。

「赤あか坂さか、風ふ呂ろは？」

「部屋のシャワーでいい」

「んじゃ、俺、行ってくるわ」

　龍りゆう之の介すけを部屋に残し、空そら太たは大浴場で今日一日の疲れを癒いやすことにした。残念なのは、ハイテンションなクラスメイトがはしゃいでいたことだ。さほど、ゆったりした気分には浸ひたれそうにない。

　これなら、龍之介のように、部屋の風呂の方がのんびりできたような気がした。

　クラスメイトが泳いでいる湯船を出て、シャワーの前で腰こしを下ろす。頭から桶おけでお湯をかぶってシャンプーでごしごしやっていると、隣となりに誰かの気け配はいがやってきた。

「いや～、修学旅行っていいっすね！」

　馴なれ馴れしく話しかけてきたのは伊い織おりだった。

　空太同様、桶でお湯をかぶったかと思うと、犬のようにぶるぶると周囲に水を飛ばす。それから、「キシャ～」と、謎なぞの効果音を口にしながら頭を洗いはじめた。

「俺、中学のとき、コンクールと日程重なって行けなかったんですよ！」

「なんで、伊織がここにいるんだ？」

　すっかり泡あわ立だったところで、頭からシャワーを浴びる。シャンプーが流れていく。

「美み咲さきさんが、同じホテル取ってくれたんです」

「よく、部屋空あいてたな」

　別の学校も修学旅行で使っているのだ。

「最上階のすげえ部屋だけ、空室だったみたいですよ」

　スイートとか、デラックスとか、ロイヤルとかいうやつだろうか。

「ロイヤルデラックススイート……だったかな？」

　まさかの全部入りだ。

　部屋を取ったのが美咲なら仕方がない。宇宙規模の行動力と、高校を卒業するのと同時に、さくら荘そうの隣の敷しき地ちにマイホームを建てるだけの財力を兼かね備そなえているのだ。

「よかったな、伊織」

「はい？」

「修学旅行に来られて」

「はい！」

　今度はふたり揃そろってタオルで体を洗っていく。

「あ、そうだ、空太先せん輩ぱい」

「なんだ？」

　正面の鏡で伊い織おりの表情を窺うかがう。真剣な顔だった。

「相談があります」

　急になんだろうか。真ま面じ目めな雰ふん囲い気きからして、音楽のことかもしれない。それを裏うら付づけるように、伊織はピアノを弾ひくために大事にしている十本の指を、丁てい寧ねいに洗っていた。

「実は、俺……」

「うん」

「最近、おかしいんです」

「ああ、知ってる」

　最近だけではなく、総じて伊織はおかしい。

「頭がって意味じゃないですよ？」

「そこは自覚してんのか。すごいな、お前」

　泡あわ立だった体を、シャワーで流した。これで綺き麗れいさっぱりだ。

「いや～、それほどでも」

　同じようにシャワーを操あやつる伊織は、まんざらでもなさそうに照てれている。

「まったく褒ほめてないからな」

「え？　そうなんですか？」

　なんだろうか。時々だけど、伊織と優ゆう子こがダブって見える。

「……で、相談ってのはなんだ？」

「俺、あの日以来、絶ぜつ壁ぺき眼鏡めがね女おんなのことが頭から離れないんです」

「……」

　予想していたのと、全然違ちがう内容にあんぐりと口が開く。

「空そら太た先せん輩ぱい？」

「……ああ、すまん。てっきり、音楽のことかと思ったからさ。で、あの日というと……」

　たぶん、あれだ。伊織にとっては、あまり思い出したくないであろう、コンクールがあった日。演奏を中断し、ひと悶もん着ちやくあったのだ。そして、それは、栞かん奈なのスカートの中を見てしまった日でもある。

「もちろん、五月三日……ノーパン記念日です」

「憲けん法ぽう記念日がとんでもないことになってるな！」

　スカートの中は完全に無法地帯だ。

「俺、どうすればいいですか？　寝ても覚さめても、授業中も、大のときも、小のときも、あいつのことばかり考えてしまうんです」

　伊織が真ま顔がおを空太に向けてくる。

　お互い素すっ裸ぱだかなので、あまり見つめ合いたくはない。

「え～っと、それは、つまりさ……」

　タオルをじゃばじゃばと桶おけの中ですすいで、考える時間を稼かせいだ。

「恋の相談ってことでいいのか？」

　よりによって、それを空そら太たにするのか。しかも、このタイミングで……。むしろ、相談したいのは空太の方だったりするのに。

「いえ、違ちがいますけど」

　あっけらかんと伊い織おりが言う。

「は？　違うのか？」

　どうも伊織の言動は全然読めない。

「空太先せん輩ぱいも知ってるでしょ。俺が愛してやまないのはおっぱいですよ？　これ、世界の常識と言っても過か言ごんではないくらいに、おっぱいです！」

「うん、そうだな」

　突つっ込むのも面めん倒どうだったので、素す直なおに世界の常識として認めておく。

「おっぱいこそ乳ちちです！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり、立ち上がると同時に高らかに宣言する。

　意味がわからない。というか、言葉通りの意味でいいのかもしれない。確かに、おっぱいは乳だ。うん、間違いない。

「伊織、とりあえず、大事なところが丸出しだから座ったらどうだ？」

「はい」

　素直に伊織が腰こしを落とす。

「で、栞かん奈なさんのことだけどさ」

「俺、どうすればいいですか？」

「日夜頭から離れないんだよな？」

「はい」

「つまり、好きになったんだろ？」

「違います。だから、俺が好きなのはおっぱいなんですって。大だい丈じよう夫ぶですか、空太先輩？」

　真剣な表情で諭さとされてしまった。残念ながら伊織の方はダメそうだ。

「とは言え、栞かん奈なさんのことが気になってるんだろ？」

「はい」

「やっぱり、異性として意識しはじめたってことなんだと思うぞ」

「いやいや、それはないですって……いや、待て、でも、う～ん……空太先輩が言うなら、そうなのか？」

　伊織が腕組みをして考え込む。眉み間けんに深い皺しわが寄っている。その態度は、本丸に陣じん取どる戦国武将のようだ。

「いや、でも、あんな絶壁をどうやって登れっていうんですか？」

「なぜ、登る前提なんだ……」

「やっぱり、気の迷いですよ！　気のせいですって！　そうだ！　きっと、あれですよ！　ほら、生まれたてのヒナは最初に見たものを親だと思うっていうじゃないですか？　だから、俺も最初に見た秘密の花園に惑まどわされているだけで、野生の本能でしかないってことですよ！　なんだ、ほら、そういうことですって！　おっぱい！」

　謎なぞの掛かけ声ごえだか、語尾のように、おっぱいと言わないでほしい。

「でもな、伊い織おり。今の生まれたてのヒナ理論だと、野生の本能で好きになっていることにならないか？」

「はっ、しまった!?　いやいや、でも、俺は認めませんよ！　あんなおっぱいのぱいの字もないような女！」

「そうか……うん、なら仕方がないな。もうしばらく考えてみるといいぞ」

「はい、そうします」

　疲れを取りに来たのに、どっと疲れが押おし寄せてきた。

「あ、そだ、もうひとつ相談があるんですけど」

「まだ、あるのか？」

　今度こそ音楽のことだろうか。

「空そら太た先せん輩ぱい、パンツ貸してくれませんか？」

「嫌いやだな！」

「そこをなんとか！」

　両手を合わせて拝おがんでくる。

「着替えがないなら、あとでコンビニ行って買ってこい！　お金は貸すからさ！」




　　　　６




　まだ残るという伊織とは風ふ呂ろで別れ、大浴場から部屋に戻もどろうとしていると、途中の廊下で他校の女子の集団とかち合った。

　見覚えのある濃い緑色のジャージ。龍りゆう之の介すけの知り合いがいる学校のものだ。少し気にしながらすれ違ちがう。結構な人数がいたにもかかわらず、空太はある人物を集団の中からあっさりと見つけた。

　確か、麻ま耶やと呼ばれていた女子。

　こうして全員同じ服装、同じ年齢の中にいるとよくわかる。やはり、麻耶は目立つ側がわの人間だ。

　向こうは特に空太に気づいた様子もなかった。それも、そうだろう。彼女が知り合いなのは龍之介であって空太ではない。

　だから、すれ違ちがったあとは完全に油断していた。

「ねえ」

　と、後ろから声をかけられたときには、「うおっ」と声が出た。

　立ち止まって振ふり向く。

　集団から遅れて、ひとりだけ残っていたのは麻ま耶やだ。

「赤あか坂さかは部屋だけど？」

「ここにいないのは、見ればわかる」

「ですよね」

「あなたに話があるの」

　毅き然ぜんとした態度には、どこかトゲがあるように感じた。

「俺？」

「……」

　確認の声には無言で頷うなずかれた。伝わってくるのは妙みような威い圧あつ感かん……。初対面の相手に、どうしてこんな態度を取られなければいけないのだろう。

「えっと、俺は赤坂のクラスメイトで、神かん田だ空そら太たって言います」

「別に聞いてない」

「名前も知らない相手と話をするのって、落ち着かなくない？」

「特には」

「そ、そうですか」

「池いけ尻じり麻耶」

「え？」

「名前」

「って、名乗るのかよ！」

　教えてくれない流れだったので、面めん食くらってしまった。

「リアクション、ウザいんだけど」

　彼女の方は、常に淡たん々たんとしている。

「それで、話って何？」

「……」

　色つきリップのついた唇くちびるを軽く嚙かんでいる。

「ゲーム……」

「え？」

「ゲーム作ってるの？　彼と」

　彼。親しげにも聞こえるし、どこか距離を感じる呼び方にも思える。麻耶の口調からは、どちらとも取れなかった。ただ、それが龍りゆう之の介すけを示していることは明白だ。

「作っているわけじゃないんだ」

「そう」

　わずかに麻ま耶やの表情から力が抜ぬけた。

「これから一いつ緒しよに作りたいと思っている」

　その言葉を聞くと、険けわしさを一いつ瞬しゆんにして取り戻もどした。

「やめておいた方がいいよ」

「どうして？」

　真まっ直すぐに目を見て聞き返す。

「痛い目見るから」

　そう言い放はなつと、もう話は終わりだとばかりに麻耶は踵きびすを返した。

「あ、待って」

「なに？」

　肩越しに麻耶が振ふり向く。

「ごめん。やめるのは無理だと思う」

「……」

「俺は、赤あか坂さかと一緒にやりたいんだ」

「ほんと、ウザい。話聞いてた？」

「そっちこそ、俺の言ったこと聞こえたでしょ」

「……」

「諦あきらめるのは無理だと思う」

　構わず空そら太たはそう言葉を締しめくくった。

「……」

　無言で麻耶は空太を見ていた。いや、睨にらんでいたんだと思う。

「なら、いい。勝手にして」

　そう吐はき捨すてたあとで、廊下の奥へと消えて行った。

「なんだろうな、これ」

　確かなのは、龍之介と麻耶、それと拓たく実みと呼ばれていただろうか……この三人の中学時代に、何かがあったということ。

「赤坂がね……」

　想像しようとしても、龍りゆう之の介すけが誰かと何かをしている姿すがたは上う手まくイメージできない。それ以前に、空太は龍之介の中学時代の話を聞いたことがない。何ひとつ知らないのだ。

「結構、長い付き合いなのにな」

　少し罪悪感にも似にた感情が過よぎる。すると、ふとある考えが頭をかすめた。

「もしかして、赤坂のやつ、あのふたりが北海道に来てることを知ってて、修学旅行に参加したのかな……」

　口に出すと、妙みように真実味がある気がした。

　いつもは、プログラム作業を最優先事項として行動している龍りゆう之の介すけだ。学校の授業だって必要最低限の三分の二しか出席しない徹てつ底ていぶり。そんな男が、理由もなく気まぐれで修学旅行に来るなんてありえないのだ。

「あとで、聞いてみるか」

　恐おそらくはぐらかされる。それでも、聞くだけ聞いてみようと空そら太たは思った。




　部屋に戻もどる途と中ちゆう、空太は一階ロビーの脇わきにあるお土産みやげ屋さんの前を通りかかった。

　すると、店内に見知った後ろ姿すがたを発見した。

　ストラップの棚たなの前にいたのは栞かん奈なだ。風ふ呂ろで伊い織おりには会ったので、栞奈がいるのも不ふ思し議ぎじゃない。

　栞奈はお風呂上がりに着るホテルの浴衣ゆかた姿で、眼鏡めがねはかけていなかった。着替えとタオルの入った小さなバスケットを腕に下げている。

　何か買って帰るつもりなのか、熱心にどのストラップがいいかを選んでいた。

　近付いて行って、後ろから声をかける。

「栞奈さん」

　びくっと背中を縮ちぢめたあとで、栞奈は空太を振り向いた。

「……空太先せん輩ぱい、ですか？」

　目を細めて栞奈が見上げてくる。

「そうだけど」

　睨にらまれているような印象だけど、どうやらそうではなさそうだ。眼鏡をかけていないから、よく見えていないらしい。すぐ前にいるのに……。

「そんなに目ぇ悪かったんだ」

「はい。この距離でも、ちょっと自信ないです」

　そう言ったあとで、

「これくらい近づかないと……」

　と、つんっと爪つま先さき立だちになって、空太に顔を近付けてくる。

「本当に空太先輩ですね」

　ぱっと目の焦しよう点てんが定まる。でも、すぐに何かに気づいたようで、栞奈は空太の胸を両手で押おして距離を取った。

「……何をさせるんですか」

　なぜだか、空太が怒られた。

「ごめんね」

　素す直なおに謝あやまると、

「空そら太た先せん輩ぱいは悪くないんですから、謝らないでください」

　と、やっぱり怒られた。

「その……眼鏡めがねは部屋に置いてきてしまったんです」

　言いい訳わけでもするようにそんなことを言う。

「じゃあ、一度部屋に戻もどればいいのに」

　お土産みやげも選びにくいだろう。現に栞かん奈なは白クマバージョンの『がぶりんちょべあ～』のストラップを顔の真まん前まえまで持ってきている。そうしないと、大きく強調された北海道限定商品の文字も見えないようだ。

「美み咲さきさんが部屋の鍵かぎを持っていて、まだお風ふ呂ろなんです」

「ああ、なるほど」

　鍵がなくて部屋に入れないというわけだ。で、ここで時間を潰つぶしている。

「眼鏡してない顔、あまり見られたくないのであっち向いてください」

　わずかに頰ほおが膨ふくらんでいる。

「なんで？」

「見てわかりませんか？」

　挑ちよう戦せん的てきな口調だ。

「いや、さっぱり」

「……素顔に自信がないからです」

　今度はぷいっとそっぽを向かれてしまう。

「むしろ、眼鏡してない方がいいと思うけどな」

「っ!?」

　鋭するどい目で栞奈が睨にらんでくる。

「冗談、やめてください」

　率そつ直ちよくな感想だったのだが、どうやら栞奈をまた怒らせてしまったらしい。

「……」

　栞奈は無言でお土産選びに戻っている。

「それ、気に入ったの？」

　先ほどからずっと白クマ版の『がぶりんちょべあ～』のストラップを見ている。

　空太が指摘をしたら、さっと棚たなに戻して興味のないふりをした。

「買ってけばいいのに」

　栞奈が戻した商品を、空太は手に取る。

「お財布さいふ、持ってきてないんです」

　そうだった。荷物をまとめるヒマもなく、美咲に連れてこられたことは、昼間会ったときに聞いている。

「なら、買ってあげるよ」

　五百円なら安いものだ。

「え？」

「すいません、これください」

　有う無むを言わさずに、奥のカウンターの中にいた店員さんに声をかけた。

「あ、先せん輩ぱい」

　ついでに、同じものをもうひとつ追加する。

「袋ふくろ別々にお願いします」

　消費税込みで、千五十円。

　紙の包みに入ったストラップを、不満そうな栞かん奈なに差し出す。だけど、受け取ろうとはしてくれない。

「図ずう々ずうしい女だと思ってませんか？」

「思ってないよ。これくらいのことで」

「本当ですか？」

「俺はどんだけ懐ふところの狭せまい人間だと思われてるんだ？」

　何なに気げにちょっとへこむ。

「……その、ありがとうございます」

　やっとストラップの包みは栞奈の手に渡った。

「お礼なんていいって。どの道、何かお土産みやげは買っていく予定だったし、優ゆう子こへのお土産も決まったから」

　よほど白クマ版の『がぶりんちょべあ～』が気に入ったのか、空太が渡した包みを見て、栞奈は口元に笑みを浮かべていた。

　普段、滅めつ多たに見せない表情だ。

「あまりじろじろ見ないでください」

　そう言われると、逆に目が行ってしまう。

「だ、だいたい、私、お風ふ呂ろ上がりで、今、こんな格かつ好こう……」

　急に恥はずかしくなったのか、栞奈が視線を逸そらした。

　まだ少し濡ぬれた髪かみ。色付いた肌はだ。首くび筋すじには汗をかいている。栞奈がきちんと浴衣ゆかたを着ているせいで、ウエストからお尻しりにかけてのラインはぴたっとしている。

　丸みを帯びた綺き麗れいな曲線。皺しわひとつ見当たらない。体に密着しているので、パンツの線は出そうなものなのに……。

　空太の視線に気づいたのか、栞奈は手にしたバスケットでお尻を隠かくした。

「どこを見ているんですか？」

　羞しゆう恥ち心しんをわずかに含ふくんだ怒った目をしている。

　それで、じろじろ見るなと言われた本当の理由がわかった気がした。

「も、もしかして、はいてない？」

　周囲に誰もいないかを確認して尋たずねる。

「……」

　渋しぶ々しぶといった感じで栞かん奈なは頷うなずいた。

「小説の執筆は順調だったんじゃないのか？」

「……こ、これは、違ちがいます」

「あ、そか。急に美み咲さき先せん輩ぱいに連れてこられたから、着替えがないのか」

　さっき、大浴場で会った伊い織おりに、パンツを貸してくれと頼まれたことを思い出した。

「着替えは、美咲さんがいっぱい買ってくれました」
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　嫌いやなことでも思い出しているような表情。美咲に次から次へと色々着せられたのかもしれない。できれば、伊織の分も買ってくれたらよかったのに。

　いや、今はまず栞奈のノーパンの理由を聞くのが先だ。

「じゃあ、やっぱりストレスなのか？」

「たぶん……先輩を見ていたら、苛いら々いらしてきて」

「は？　俺？」

　栞かん奈なが首を縦たてに振ふる。

「何かしたっけ？」

「私に、やさしくしました」

　その声は小さすぎて、『私に』くらいまでしか、空そら太たには届かなかった。

「え？　なに？」

「なんでもありません」

「いや、そう言われると気になるんだが」

「先せん輩ぱいは、私なんかのことよりも、もっと他に気にしないといけないことがあるんじゃないですか？」

　何もかもが気に食わないという感じの拗すねた態度。

「手厳しい意見だな」

　栞奈が言っているのは、ましろと七なな海みのことだ。

「椎しい名な先輩は、ものすごく綺き麗れいな人ですよね」

「そうだな」

「性格は、ちょっと……だいぶ、変ですけど」

「そうだな」

　ふたり揃そろって苦にが笑わらいがもれる。

「青あお山やま先輩は、かわいい人ですよね」

「ああ」

「いつも全力で、真まっ直すぐで素す直なおで正直で……そういうところすごく羨うらやましいです」

「そっか」

　七海のことをよく見ていると思った。空太も同じ感想だ。

「正直、空太先輩には、もったいないふたりだと思います」

「同感だよ」

「そんな風に言うのはよくないと思います」

「言ったのは、栞奈さんだよね!?」

　種類は違うけど、今年の新入生はどちらも理り不ふ尽じんだ。

「椎名先輩と青山先輩に対して、自分を卑ひ下げするのは失礼です」

「そうだな」

　ふたりは空太を好きだと言ってくれたのだ。それに恥はじることのないように努つとめる義務が空太にはある。少なくとも栞奈はそう言いたいのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。空太先輩にもいいところはあります」

「だったら、うれしいな」

「少なくとも、私は空太先輩に救われました」

「小説のことなら、俺じゃなくて、仁じんさんのおかげだよ」

　空そら太たの隣となりで、栞かん奈なはぎゅっと浴衣ゆかたの合わせ目のあたりを握にぎっていた。

「あのことを人に知られてしまって、もう学校にはいけないと思ったのに……空太先せん輩ぱいは私と普通に接してくれました。今も、接してくれています」

「ちょっと変わった出で来き事ごとは、さくら荘そうで慣れてたからね」

「私のアレを『ちょっと』と言える空太先輩は、やっぱり変です」

「俺の記憶が正しければ、俺のいいところを教えてくれるんだよね？」

「すいません。気が変わりました」

　いつの間にか、普段の調子に戻もどった栞奈にばっさりとやられた。

「複雑なんです、私」

　その発言の意味がわからなくて、空太は渋しぶい顔をするしかなかった。

　会話も途と切ぎれてしまう。

　その後も、空太は美み咲さきがお風ふ呂ろから出てくるまで、栞奈に付き合うつもりで、店内のお土産みやげを見て回った。

　そうすること五分ほど。

　跳はねるような足取りで浴衣姿すがたの美咲がやってきた。

　お土産を見てテンションの上がった美咲は、店の端はしから端まで移動して、

「おばちゃん！　ここから、ここまで全部ちょうだい！」

　と、恐ろしいことをのたまって、そのあとが大変だった。

　言ったのが美咲でなければ冗談で済まされる。だが、美咲はいつだって本気なのだ。冗談にしか思えないようなことを、今日までに何度やり遂とげてきたことか……。

「ちょっと待った先輩！」

　急いで駆かけ寄って、美咲を止めに入る。

「もはや、待てんぞ、こーはいくん！」

「お願いだから店の商品を買い占しめないで！」

「大だい丈じよう夫ぶ、金ならある！」

　栞奈とお揃そろいのバスケットから美咲が誇らしげに財布さいふを取り出した。見た目は、『がぶりんちょべあ～』が描えがかれたかわいらしい財布だ。ただ、その本来は愛らしいデザインの財布が、今、空太の目には禍まが々まがしいものとして映うつっていた。

　分厚さが財布の常識を超ちよう越えつしている。もはや、レンガだ。きっと、銃じゆう弾だんからだって守ってくれる。二、三発は余裕だ。

「先輩は、大物演歌歌手か！」

「待ちに待った修学旅行だからお小こ遣づかいたくさん持ってきたんだも～ん！」

「お小遣いとかいう次元じゃねえ！」

　それから、美み咲さきの説せつ得とくには二十分を要した。おかげで、せっかくお風ふ呂ろに入ったばかりだというのに、空そら太たも栞かん奈なもすっかり汗だくになっていたのだった。




　美咲、栞奈と別れ、空太が部屋に戻もどってくると、室内は殆ほとんど真まっ暗くらだった。ついているのは、ドア口の足元を照てらす間接照明だけ。

　ふたつ並んだベッドの奥の方では、龍りゆう之の介すけがもう寝ていた。

　プログラマーは一日八時間寝ないといけないと、前に龍之介が言っているのを聞いた気がする。正確には、メールかチャットのやり取りだったかもしれない。メイドちゃんから聞いた話だったという可能性もある。でも、今はそんな細かい事の真相はどうでもよかった。

　龍之介が寝ているのでは池いけ尻じり麻ま耶やとの関係を聞けない。

　一体、中学時代に何があったのだろうか。

　気にならないと言えば噓うそになる。気になって仕方がなかった。

　どうして、麻耶はあんなきついことを言ってきたのだろう。

　空太もベッドに仰あお向むけになった。厚みのあるクッションが背中をやさしく受け止めてくれた。でも、いつもの寝ね床どこと感触が違ちがいすぎて、なんだか落ち着かない。

　横を見ると、龍之介が丸くなって寝ていた。子供みたいな格かつ好こうだ。

「……」

　ケータイを手に取る。

　メイドちゃんに聞けば、何か教えてくれるかもしれない。

　──あのさ、メイドちゃん、池尻麻耶って

　と、打ったところで指が止まった。

　クリアボタンを押おしてメールを破は棄きする。

　これは直接龍之介に聞いた方がいい。

　そう思うのと同時に、今はそれよりも先に考えなければならないことがあると、空太は自分に言い聞かせた。目を背そむけている場合ではない。

　修学旅行が終わるまでに返事をすると約束している。

　残された時間は刻こく一いつ刻こくと減へっていく。

　だけど、もう時間の問題ではなくなっていることを、空太は自覚していた。

　千ち尋ひろに指摘された勘かん違ちがいのこともわかった。

　仁じんに言われて、誰かと付き合っている未来の自分も想像した。

　美み咲さきには、好きか、そうじゃないかと向き合えばいいと教えられた。

　そして、今日、七なな海みへの想いにも気づいた。

　答えは……出たのだと思う。

　なのに、それが辛つらい。苦しい。胸が締しめ付けられる。見えない力で心が軋きしんでいる。何かを決める圧力に屈くつしそうになっている。

　もう、今までの関係ではいられない。無む邪じや気きでいられたあの頃ころには戻もどれない。

　そのことを、空そら太たは痛つう烈れつに感じていた。そのことが、空太を息苦しくするのだ。

　ましろや七なな海みとさくら荘そうで過ごしてきた期間が、長いのか、短いのかはわからない。ただ、その時間は空太にとって、何よりも大切な宝物のような記憶になっているのは確かなのだ。一日だって、無駄な日はなくて、毎日が特別な思い出だったと胸を張って言える。

　そんな日々が、スイコーを卒業するまで続けばいいと思っていた。みんなの笑顔があって、衝しよう突とつすることがあっても、傷付いて泣いても、励はげまし合ってまた笑顔になれる。そういう、やさしくて楽しい時間が、ずっと続けばいいと思っていた。

　だけど、ましろも七海も自みずからの意思で、居い心地ごこちのいい今から、確約のない未来へ踏み出していくことを決めた。

　今の関係を変えなければ、決して手に入らないものに手を伸ばすために……。

　未練がましいと言われても、女め々めしいと思われても、屈くつ託たくなく笑っていられたあの頃が、どうしても空太の脳のう裏りには蘇よみがえってくる。

「けど、そうか……もう『あの頃』なんだな」

　わかっていないつもりでも、空太の無意識はちゃんと理解していた。

　空太が決断しようとも、悩んでいようとも、もはやあと戻もどりはできないところまで来ているのだ。

　ふたりから告白を受けた時点で、ずっと続けばいいと思っていた日々は、『あの頃』になってしまったのだから。

「こうやって、変わっていくんだな」

　つい先ほどまで『今』だった出で来き事ごとや感情を、思い出として心のアルバムに収おさめていく。自分の意思とは関係なく……。

　それは幸せなことなんだと空太は思った。それだけ深く、自分に関わってくれた人がいるということでもあるのだから……。

　だからこそ、きちんと想いに応こたえなければならない。

　そう、決意を固めようとしていたときだった。

　真っ暗な部屋にインターフォンが鳴ったのは……。

　誰だろうと思いながら、空太は起き上がる。

　ドアを押おして開くと、髪かみを下ろした七海が立っていた。

「なっ、青あお山やま!?」

「き、来ちゃった」

　らしくない悪戯いたずらっぽい発言。

「え？」

　予想外が重なって、空そら太たはフォローができず素すで反応する。

「……」

「……」

　完全にすべった空気だ。七なな海みの顔は見る見る羞しゆう恥ちに染そまっていく。

「ちゃ、ちゃうねん！　ま、繭まゆがゆーててん！　ほ、ほんま、だからな、ウチ、ちゃうねん！」

　状況が状況だけに、七海の言いい訳わけにも熱が入る。

「か、神かん田だ君、聞いてる？　ほんま、ちゃうねんから！」

　そのとき、廊下の向こうから男性教師の声が聞こえた。騒さわいでいた男子生徒を叱しかり付けているようだ。

「青あお山やま！」

　手首を摑つかんで部屋に引っ張り込む。

「え？　きゃっ」

　ドアを閉めると、元々、照明のついていなかった室内は真まっ暗くらになった。

「……」

「……」

　しばらく無言で、廊下の気け配はいを窺うかがう。時間もぼちぼち遅くなってきたので、異性の部屋を訪問するのには、あまり寛かん容ようではないだろう。

　とりあえず、見つかってはいなかったようなので、ほっとする。

「か、神田君？」

「ん？」

「は、離して……それと、離れてほしいかな」

　空太の手は今も七海の手首を握にぎっていて、さらに、七海を壁かべに押おし付けるような体勢になっていた。

「わ、悪い」

　ぱっと手を離して、体も離す。

「ううん、いいんだけど……すごくびっくりした」

「危あやうく先生に見つかるところだったもんな」

「そうじゃなくて、神田君が急に引っ張るから……部屋に連れ込まれて、何をされちゃうんだろうって……」

「な、何もしないって！」

　大声を出して、はっと気づく。

　部屋の奥では龍りゆう之の介すけが寝てるのだ。……大だい丈じよう夫ぶ。起きてくる気配はない。

「……それはそれで複雑なんだけど」

「あのな、青あお山やま……無む防ぼう備びにそんなこと言うと、俺も襲おそうぞ」

「……」

「……」

　とんでもないタイミングで無言になってしまう。暗くてはっきりは見えないけど、お互い目を見たまま、一ミリも動けなくなっていた。

　不安と期待に揺ゆらいだ瞳ひとみ。わずかに潤うるんでいるように見える。その目が、空そら太たを引き付けて離さない。

　無意識に生なま唾つばをごくりと吞のみ込んだ。

　これは何かをしてもいいということだろうか。むしろ、しないと、七なな海みに恥はじをかかせるかもしれない。

　そんなことを考えた矢先、インターフォンが再び鳴った。

「なっ！」

「ひゃっ！」

　ふたりして、飛び上がりそうになるくらい驚いた。

「やばっ！　先生かも！　青あお山やま、隠かくれて！」

「ど、どこに!?」

　七海の腕を引いて、バスルームに押おし込む。急いでドアをぴしゃりと閉めた。何やら、悲鳴が聞こえたけど、気にしてはいられない。

　一度深呼吸をしてから部屋のドアを開ける。

　すると、目の前は白く染そめ上げられた。

「……」

　立っていたのは、見回りの教師ではない。

　ましろだった。

　ひとりでぽつんと佇たたずんでいる。

「し、椎しい名な？」

　反射的にバスルームの方を気にしてしまう。

「空太」

　瞳を揺ゆらす空太とは対照的に、ましろの目はどこまでも真まっ直すぐだった。

「な、なんだ？」

　だから、何かを見み透すかされているようで、咎とがめられているようで、動どう揺ようしたのかもしれない。

「明日」

「ん？」

「小お樽たる」

「あ、ああ」

　そこまで聞いて、ましろが何をしにやってきたのかわかった。

「自由時間の約束」

「わかってる。運河を見に行くんだろ？」

　中間試験の前にましろと約束したのだ。

「あと、他も色々見て回りたい」

「そ、そうだな。取材のあとで、そうするか。せっかく行くんだし」

　戸と惑まどいを隠かくせず、早口になっていた。

「うん」

　ましろが深く頷うなずく。そのまま顔を上げようとはしない。

「空そら太た」

「な、なんだ？」

「……」

「……」

「やっぱり、いい。なんでもない」

　と、ましろは言ってきた。

　バスルームの方で、七なな海みが息を潜ひそめているのが気け配はいでわかる。

　空太の心拍数は上昇する一方だ。後ろめたさと罪悪感が足元から這はい上がってきている。

「また、明日」

「お、おう」

「おやすみ」

　それだけ言って、ましろは本館と別館を繫つなぐ渡り廊下の方へと歩き出した。

　見えなくなるまで見送って、空太はドアを閉めた。

　七海がバスルームから出てきていた。

「そうだ。青あお山やまも何か用事か？」

「……ううん、なんでもない。私も部屋に戻もどるね」

「あ、おい、青山」

「先生に見つかると大変でしょ」

　どこにも隙すきのない完かん璧ぺきな笑顔。だからこそ、噓うそを吐ついているのはわかったけど……だからこそ、空太は七海を引き留めることができなかった。
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　目を覚さますと、伊い織おりの顔面が目の前にあった。

　キスする二センチ前。反射的に伊織の顔を手で押おしのける。

「ふごっ」

　とか、伊織は半分寝ぼけた悲鳴を上げていたけど、起きる様子はなかった。

　それどころか、

「おいおい、積極的だな……」

　などと、よくわからない寝ね言ごとを言いながら、枕に抱きついて濃厚な口くち付づけを交かわしている。

　唇くちびるを奪うばわれてはたまらないので、空そら太たはさっさと退散することにした。

　ベッドの脇わきに立って、幸せそうな寝顔の伊織を見下ろす。いい夢でも見ているんだろうか。

　どうしてこんな面おも白しろい状態になっているかというと、話は簡単だ。

　昨夜、空太が寝ようと思ったところで、部屋に伊織が訪ねてきた。

　なんでも、栞かん奈なに、

「あなたと一いつ緒しよの部屋で寝るなんてありえない。今すぐ出て行って。出て行かないなら警察に連絡するわ」

　と、ケータイを片手に冷ややかに吐はき捨すてられた挙あげ句く、抵抗する間もなく廊下に叩たたき出されたらしい。

　そして、途と方ほうに暮れた伊織は、空太を頼ってこの部屋にやってきたというわけだ。

　だが、残念なことにここはツインルーム。当然、ベッドはふたつしかない。しかも、伊織がやってきた時点で、ひとつは龍りゆう之の介すけが占せん拠きよしてすでに爆ばく睡すいしていたため、空太が伊織とベッドインするはめになったのだ……。

「危あやうく大事なものを失うところだったよ……」

　隣となりのベッド……龍之介が寝ていたはずのベッドは空っぽになっている。その代わりと言ってはなんだが、室内にはカタカタとキーボードを叩く音がリズミカルに響いていた。

　窓まど際ぎわのデスクで朝の六時半から仕事をしているのは龍之介だ。

「赤あか坂さか、おはよ」

「ああ」

　視線はディスプレイを追っている。いつも通りの素そっ気けない挨あい拶さつ。

　まあ、返事があっただけでも今はよしとしよう。

　まずは洗面所で顔を洗い、鏡の前で頑がん固こな寝ね癖ぐせを直した。その間、約五分。

　部屋の方に戻もどっても、景色は変わっていない。

　相変わらず龍之介は作業に没ぼつ頭とうしているし、伊織はだらしない顔で「おっぱいがいっぱい……」と夢の世界を満まん喫きつ中ちゆうだ。

　時計を見る。朝食の時間までは少し余裕があった。

　空そら太たは龍りゆう之の介すけが寝ていたベッドの縁へりに座ると、退たい屈くつしのぎに龍之介に声をかけた。

「昨日、何時に寝たんだ？」

　空太が風ふ呂ろから戻もどってきたときには、もう室内の電気は消えて真まっ暗くらだった。

「十時だ」

「起きたのは？」

「六時だ」

　ぴったり八時間睡眠。

「修学旅行にやってきた高校生の生活リズムじゃないな……」

　他の部屋では徹てつ夜や組ぐみが大量発生しているはずだ。意味もなくトランプやその他カードゲーム、携帯ゲーム機に興きようじているところもあれば、どの組の誰が好きとか、誰と誰が付き合い出したらしいとか、修学旅行中に誰々に告白するんだとか、玉ぎよく砕さいするんだとか、最初から玉砕前ぜん提ていかよとかなんとか……どこもかしこもそんな話で盛り上がっていたことだろう。それが健全な高校生らしい、修学旅行における正しい最初の夜の過ごし方というものだ。

　断言してもいい。夜の十時に寝ていたのは、絶対に龍之介しかいない。

「無知な神かん田だにひとつ教えておこう」

「ひとつ余よ計けいな単語が聞こえたぞ」

「なら、神田は知っているのか？」

「なにを？」

「国内のゲーム開発会社の社員が、事実上クビにされる一番の理由だ」

「朝から不景気な話だな……」

「どうなんだ？」

「う～ん、どうだろうな。やっぱり、開発費がすごいって聞くから、売れないゲームばかり作ってるとダメとか？」

「海外や外資のメーカーではよくある話だな。翌日行ったら、自分の机がなくなっていたなどという話を冗談で聞いたことはあるかもしれないが、あながち冗談でもない」

「あながち？」

　そのままではないということか。

「実際は、『来月からわが社に君たちの居場所はない。今日から就職活動をしたまえ』と言われるらしい」

　すぐに追い出されないところが余計に生々しく、そして、残ざん酷こくに感じるのは気のせいだろうか。就職した先で就職活動を指示されるのは、とても切せつないし、やりきれない。

「違ちがうって言うなら、国内メーカーの場合はどうなんだ？」

「勤務態度の悪さが一番の理由だな。言い換かえると、朝、会社に来られない人間から切られていく」

「は？」

「クリエイターの多くは夜型で、不規則な生活をしていると思ったら大おお間ま違ちがいだ。殆ほとんどが会社員。要はただのサラリーマンに他ならない」

「いや、でも、フレックスだっけ？　なんか勤務時間をある程度自由に選べたりするんじゃないの？」

「確かにフレックスを敷しいている会社は多い。だが、その制度は勤務する時間帯を完全に好きなように選べるというものじゃない。裁さい量りよう労働制と組み合わせた残業代カットの名目に使われていることが多い。出社を義務付けたコアタイムも存在するし、それ以前に、全員がばらばらの時間に勤務して、チーム制作が上う手まく行くと思うか？」

　残業代うんぬんは置いておくとして、足並みの揃そろっていない開発チームをイメージしてみる。答えは即座に出た。

「……上手く行かないだろうな」

　最近のゲームは、チームで協力して、相互に相談して、打ち合わせをしながら作っていくもののはず。出勤時間からしてずれていたら、色々と嚙かみ合わなくなるのは、空太でも簡単に想像できる。

「前に、ＭＭＯＲＰＧにはまったプログラマーが、毎日、終電で出社してくるようになったという話を聞いたことがある」

「終電って……そりゃまた極端だな」

　昼前くらいまで働いて帰宅するという感じだろう。

「注意勧かん告こくにも応じず、仕事中もギルドの運営に悩んでいた彼は、数ヵ月後に会社をクビになったそうだ」

「……はまりすぎだろ、それは」

「つまり、チーム環境を無視するような、身み勝がつ手てで協調性のない人間は、開発チームには不適切だという話だ」

「協調性ね……」

　なんとなく、龍之介の口調はその単語を強調しているように思えた。その意図は想像に難かたくない。

「自分もそのひとりだって言っているかのように聞こえたのは、俺の気のせいか？」

「言葉通りの意味だ。それ以上でも以下でもない」

　どっちとも取れる返答。龍之介にしては曖あい昧まいな答え。それが空そら太たには肯こう定ていに聞こえたし、同時に、昨日の出で来き事ごと……池いけ尻じり麻ま耶やと話したことを思い出させていた。

「……あのさ、赤あか坂さか」

「なんだ」

「昨日、風ふ呂ろに行った帰りに、池いけ尻じり麻ま耶やって他校の女子とばったり会った」

　ぴたりと龍りゆう之の介すけの指が止まる。

「少し話もした」

　けれど、すぐに思い出したように、キーボードを操作してソースコードを書いていく。

　構わずに、空そら太たは言いたいことを続けた。

「赤あか坂さかとゲームを作るのはやめた方がいいって言われたよ」

「そうか」

　声こわ音ねはいつもと変わらない。龍之介が何を考えているのか、顔色から窺うかがい知ることはできそうにない。代わりに、空太は自分の気持ちと考えを龍之介にぶつけた。

「俺は、赤坂とやりたいって言っておいた」

「……」

「……」

「神かん田だがどこで誰と何の話をしようと僕には関係ない」

「赤坂の知らないところで、勝手に赤坂の知り合いと話して……お前の口から聞いてないことを聞くのは、あまりいい気はしないからな。自己満足な報告でいいよ」

「……他に何か言ってたか？」

「いや、そんだけしか聞いてない。わけわかんないよな」

　足を投げ出したまま、ベッドに仰あお向むけに倒れる。

「そうか……なら、いい」

　少しだけ龍之介の声が遠くに感じた。体勢を変えたせいだろうか。それとも、他に理由があるのだろうか。

　一度会話が途と切ぎれると、なかなか次の言葉は出てこない。

　その隙すき間まを埋うめるように、インターフォンが鳴った。

「誰だ？　朝っぱらから」

　疑問を口にしながら、ドアに近付く。

　鍵かぎを捻ひねってドアを開けると、私服姿すがたの栞かん奈なが立っていた。ひらひらしたブラウスに、ショートパンツを合わせている。ブラウスの丈たけが股また下したぎりぎりまであるので、一いつ瞬しゆん、何もはいてないように見えてドキッとした。

　昨晩、お風呂上がりに会ったときと同じで、眼鏡めがねをしていない。部屋から出てきた空太を、目を細めた訝いぶかしげな表情で見上げてきた。

「栞奈さん？」

「空太先せん輩ぱい……ですよね」

　別にコンタクトをしているというわけではなさそうだ。

「眼鏡めがねは？」

「……自分の発言には責任を持ってください」

「え？　……ああ」

　もしかして、昨日、お土産みやげ屋さんで会ったときのことを言っているのだろうか。

「あのバカを起こしてくるように、美み咲さきさんに頼まれてきたんです」

　急に栞かん奈なが話を変えてくる。

　名前を出していないのに、『あのバカ』が誰のことを差しているのかは一発でわかった。

「伊い織おりね。まあ、入ってよ？」

「朝から下級生を部屋に連れ込んで何をするつもりですか？　ここで待ちます」

「男子の部屋の前で待っていた一年生がいたって噂うわさが立っても知らないぞ」

　廊下の左右を確認しながら、あまりうれしくない可能性のひとつを示し唆さする。

「……」

　栞奈は少し考えたあとで、

「なにもしませんか？」

　と、警けい戒かいした面おも持もちで聞いてきた。

「朝から下級生を部屋に連れ込んで何かをする趣味はありません」

「そうですよね。私なんて襲おそわなくても、空そら太た先せん輩ぱいには椎しい名な先輩と青あお山やま先輩がいますもんね」

「なんかトゲがあるな」

「告白の返事をしていない空太先輩は女子の敵ですから、誰かにこれくらいのことは言われた方がいいと思います」

「……」

　痛いところを突かれて返す言葉がない。苦にが々にがしく笑うしかなかった。

「半分は冗談ですから、そんな困った顔しないでください」

「それ、半分は本気ってことだろ？」

　それには答えてくれず、栞奈は部屋に入ってきた。

　仕方がなく、一いつ緒しよに伊織が寝ているベッドサイドに移動する。

「おい、伊織、起きろ」

「むにゃむにゃ……」

　漫まん画がのような返答。

　呆あきれた様子の栞奈がため息を吐ついた……かと思ったら、

「早く起きて」

　と、掛かけ布団ぶとんを両手で摑つかんで、ばっと伊織から引き剝はがす。

　出てきたのは、着き崩くずれしまくった浴衣ゆかた姿すがたの伊織。殆ほとんど原型を留とどめておらず、両手は袖そでに通っているけど、前はフルオープンだ。露ろ出しゆつ癖へきのある変へん態たいがコートを広げているような状態。ぱっと見の印象では、パンツ一いつ丁ちようと言ってもいい有あり様さまだった。

「……」

　栞かん奈なが無言でサイドテーブルに置かれた時計に手を伸ばす。それを遠えん慮りよなく伊い織おりの頭に叩き付けた。

「あだっ！」

　伊織は悲鳴を上げると、不満そうな顔で目を覚さました。

「もう、なんだよ……あとちょっとで、美み咲さきさんのおっぱいという名の桃とう源げん郷きように俺は到達できそうだったのに」

　文句を言いながら、むくりと伊織が上半身を起こす。

「空そら太た先せん輩ぱい、おはようございます」

「ああ、おはよ」

「俺、思ったんですけど」

　真ま面じ目めな顔をして伊織が考え込む。

「エクストラバージンオイルって、なんかエロくないっすか？」

「俺はてっきり夢の話の続きを聞かされるんだと思ってたんだが……」

「バカな話はそれくらいにして、早く着替えて。出かけるわよ」

　栞奈の目は冷たい。まるで、汚お物ぶつでも見ているかのようだ。

「……つうか、なんで、絶ぜつ壁ぺき眼鏡めがね女おんながいるわけ？」

「美咲さんに頼まれて呼びにきたのよ」

「どうせなら人ひと妻づま女子大生の美咲さんに起こしてほしかった……」

　がっくりと伊織がうな垂だれる。そして、何かに気づいたのか、首を傾かしげる。

「あれ？　なんで、俺の頭はこんなに痛いんだ？」

「寝ている間に、ぶつけたんでしょ」

　さらりと栞奈が噓うそを言う。

「なんだ、そっか、なら仕方ない」

　伊織は伊織であっさり納なつ得とくしている。

「つうか、お前、今日、顔違ちがくない？」

　寝ぼけた顔で、じっと栞奈を見つめている。

「……どこも違わない」

「あっ！」

「もう、いちいち何よ」

「絶壁眼鏡女のくせに、眼鏡かけてない！　ほら、見てくださいよ、空太先輩、ほら！」

「いや、俺は知ってるし、昨日もかけてない栞奈さん見てるから」

「なんだよ、お前、しかも格かつ好こうも変だし」

　まじまじと伊い織おりが栞かん奈なのコーディネートを観察している。

「これは着替えがなかったから、美み咲さきさんが買ってくれて……仕方ないでしょ。自分で選んだわけじゃないんだから」

　ちなみに、伊織がはいているパンツも、昨日買ったものだ。リアルなクマがプリントされたワイルドな柄がらのトランクス。

「お前、顔赤いぞ、病気か？」

「照てれてるのよ！」

　バカすぎる伊織の発言に反応して、思わず栞奈は本当のことを口走っている。

　照れ隠かくしなのか、栞奈は無言で再び時計を摑つかむと、伊織の脳天に叩たたき落とした。

「いって～！」

「準備、早くしてね。来ないと北海道に置いて帰るから」

「お前には、人としてのやさしさとか、あったかさとかがないのかよ！」

「あなたに対してはないわ」

「トイレの便座だって、やさしくて、あったかい時代だぞ！」

「じゃあ、便座と付き合えば。お似に合あいよ」

　そう捨すて台詞ぜりふを残して、栞奈は伊織に反はん撃げきの余よ地ちを与えずに、カリカリした様子で部屋から出て行った。

「朝からなんだよ。生理ですかね？」

　頭をさすりながら、なおも伊織はそんなことを言ってくる。

　栞奈が部屋を出て行ったあとで本当によかった。聞かれていたら、たぶん、もう一発きついのを伊織はもらうことになっていただろう。

「そうだ、空そら太た先せん輩ぱい」

「俺はマンゴスチンをエロいとは思わないぞ」

「え？　まじっすか!?　空太先輩は大人おとなですね。俺はその響きだけでドキドキしますよ。ほら、触ってみます？」

　と、胸に手を当てながら、空太を見上げてくる。

「いや、遠慮しとく」

　丁てい重ちようにお断ことわりすると、

「そうですか……」

　と、伊織は落らく胆たんした様子で視線を下げた。

「そんなに触ってほしかったのか？」

「え？　違ちがいますよ！　ただ、なんていうか……」

「なんていうか？」

　ベッドの上で胡坐あぐらをかいた伊織は、どこかしょんぼりしているように見える。

「すげえ、落ち着かなくて」

「……」

　すぐに意味がわからずに、空そら太たは無言で伊い織おりの言葉の続きを待った。

「こんなに長い時間、鍵けん盤ばんに触れずに過ごしたことなかったから……」

「長い時間、ね」

　その感覚が空太にはさっぱり理解できない。伊織が言った長い時間は、たった一日……昨日、ピアノの練習をまったくしなかったことに対する違い和わ感かんを口にしたものだ。ほんとにたった一日。まだ一日。だけど、毎日、練習を続けてきた伊織にとっては、それすらも長いと感じるのだ。

「あ、でも、後悔してるとか、そういうんじゃないんですよ」

「そうなのか？」

「前は、休むなんて考えたこともなかったし。一日でも休んだら、もう指が動かなくなるんじゃないかって恐怖心ばっかで……だから、弾ひくことしか考えてなくて。そのせいで、なんで自分がピアノ弾いているのかも、音楽やってるのかもわかんなくなってたんすかね。ちょっと距離を置いた方がいい時期もあると思うんですよ」

　どこか晴れやかな表情を見せる伊織を見ていると、何も考えずに北海道にやってきたわけでもないんだと思えた。こんな性格だけど、音楽に対しては本当に真剣なのだ。もう体の一部になっている。

「あ～、でも、やっぱり、落ち着かない。うわあ～、股またがす～す～して、なにこれ、ちょっと気持ちいいですよ、空太先せん輩ぱい！」

　気分の転換のためなのか、ベッドから下りた伊織が室内をぴょんぴょんと飛び跳はねる。

「お前は、目を輝かせながら、何の報告をしてんだ……」

「股の報告です！」

「しなくていいぞ。てか、しないでくれ」

　朝から精神ポイントの消費が激しい。今日一日、無事に過ごせるだろうか。

「あ！　赤あか坂さか先輩、これ貸してください！」

　飛び跳ねながら室内を移動していた伊織は、デスクの脇わきまで移動していた。

　そして、龍りゆう之の介すけの了解も取らずに、タブレットＰＣに手を伸ばす。

「勝手に使うな」

「だから、貸してくださいって言いました。確か、これで……」

　タッチパネルに触れて、伊織がタブレットＰＣを操作している。

　一体何をするつもりなのだろう。

　気になって横から覗のぞき込むと、画面にはピアノの鍵盤が表示されていた。画面をタッチすることで、本物のピアノのように演奏できるアプリだ。

　早速、伊い織おりは両手を使って、ピアノを弾ひきはじめた。

　どこか落ち着きのないドタバタした曲。コミカルでもあり、でも、時々、ちょっと気持ちが沈んだようにシリアスな旋せん律りつが奏かなでられていく。

　演奏がはじまると、龍りゆう之の介すけはタブレットＰＣを返せとは言わなくなった。今も作業の手は止めていないが、目の端はしに伊織の様子を映うつしているのはわかる。耳は、伊織の奏でる音楽へと傾けられていたはずだ。

　空そら太たの意識も、曲に集中していた。次はどんな風になるんだろうと、少しはらはらさせられるメロディが展開し、音と音が繫つながって感情の世界を作り上げている。

　三分ほどで、伊織は一曲を弾き終えた。

　ぱちぱちと空太は拍手を送りながら、

「それ、なんて曲だ？」

　と聞いた。少なくとも、空太の知らない曲だった。

「『朝のもやもや行進曲』ですかね？」

　変わった曲名だ。

「そんな曲があるのか？」

「今、俺が適当に作りました」

「え!?」

「それにしては、本格的だったな」

　空太の驚きに続いて、感想を口にしたのは龍之介だ。やはり、ちゃんと聞いていたようだ。

「いや、でも、ほんと適当ですよ。今、この瞬しゆん間かん、股またの下から駆かけ上がってくるふわふわ感を、曲にしただけなんで」

　適当と言う割りには、完成度が高かったように思う。少なくとも空太の耳には、即そつ興きようで作った曲には聞こえなかった。

　そんなことを考えていると、龍之介の視線を感じた。

「なんだ、赤あか坂さか？」

「確かに、身近なところに候補者はひとりいたな」

　言葉の意味はすぐにわかった。『ゲームキャンプ』に参加する際の、サウンドスタッフの候補者について言っているのだ。

　正直、龍之介が合格点をくれるかどうかは不安だったが、今の即興演奏を聞けば、伊織の実力を疑う余よ地ちがないのは明白だ。性別も男だから、龍之介にとって言うこともないはず。

　問題は伊織にその気があるかどうかだが、その点に関して聞くのは、もうしばらく様子を見てからの方がいいだろう。

　今後、音楽とどう向き合っていくのか。そのことを、伊織は現在進行形で悩んでいる最中なのだから。

「何の話ですか？」

「いや、なんでもない」

「そうですか？　じゃあ、今日はどこに行こうかな」

　すぐに興味を他へと移した伊い織おりは、タブレットＰＣで北海道の観光地を検けん索さくしている。

「昨日は、札さつ幌ぽろで、あとは小お樽たると函はこ館だてか～」

「ってか、最後までついてくる気なのかよ……」

「今日は小樽に連れて行ってくれるって美み咲さきさんが言ってました」

「そうか……」

「空そら太た先せん輩ぱいの予定は？」

「俺は……」

　言いかけたところで空太のケータイが鳴った。

　メールだ。

　サイドテーブルから拾い上げて、内容を確認する。

　差出人はましろだった。

　件名には、

　──今日の待ち合わせ場所

　と記されていた。

　それを確認してから顔を上げ、空太は伊織に、

「俺も、今日は小樽の観光がメインかな」

　と、答えたのだった。




　　　　２




　北海道の空は、修学旅行の二日目も晴天に恵まれた。

　太陽のあたたかさと、空気の涼すずしさが過ごしやすい気温を作ってくれている。

　午前中は全体行動による乳製品の工場見学。

　その工場内で、千ち尋ひろに遭そう遇ぐうすると、

「どうせ見学するならビール工場にしなさいよね」

　と、愚ぐ痴ちられ、一いつ緒しよにいた小こ春はるからは、

「チーズが出来たら、私、ワインを飲みたいなあ。神かん田だ君、用意しておいてね」

　と、ふざけたおねだりをされた。無視したのは言うまでもない。

「そういや、神田。昨日ホテルに上かみ井い草ぐさがいたんだけど」

「あ、私も見たよぉ。さくら荘そうの一年生も一いつ緒しよだったでしょ？」

「その件こそ、俺に言われてもどうにもなりませんよ」

「ま、そこがあんたの限界よね」

「そんな挑ちよう発はつにも絶対に乗りませんからね」

「わ～、神かん田だ君ってば、大人おとな～！」

　途中からはずっとそんな感じで、千ち尋ひろと小こ春はるのおもちゃにされた。

　見学後は全体での昼食タイム。

　それが済むと、バスでの移動となった。

　向かうは小お樽たる。

　バスガイドのお姉ねえさんの話によれば、早ければ三十分程度の道のりらしい。

　その間、空そら太たは通路を挟はさんで右みぎ隣どなりに座る七なな海みの横顔を何度も盗ぬすみ見ていた。昨晩、七海に続いてましろが部屋にやってきた際のことが気になっていたのだ。

　けど、実際に目が合うと、

「神田君、なに？」

「いや、違ちがう。見てない」

　と、何の説せつ得とく力もない言いい訳わけがもれた。

「昨日のことなら、気にしてないよ」

「青あお山やま？」

「前からの約束だったんでしょ？」

「ああ、そうなんだ」

「取材とか言ってたよね」

　見事にましろとの会話を全部聞かれている。バスルームの薄いドア一枚を隔へだてたところにいたのだから、それも仕方がない。

「でも、ちょっとは期待しちゃうな」

「なにを？」

「言い訳してくれてるのかなって」

　移動するバスの中で、七海の声はどんどん小さくなっていった。後半は殆ほとんど聞き取れなかったけど、視線を空太から外はずした照てれた笑みが、すべてを物語っている。

「……」

「……」

　気き恥はずかしさと、わずかな緊きん張ちよう感かんからお互いに言葉を失った。

「は～い。あと少しで小樽に到着しま～す。忘れ物をしちゃダメよぉ」

　沈黙を埋めてくれたのは、マイクを借りてバスガイドの真ま似ね事ごとをしている小こ春はるだ。男子からは歓声が上がっているけど、女子の大半は引き気ぎ味みだ。

　とりあえず、小樽が間ま近ぢかなのは本当らしい。

　窓の外には海が見えていた。

　七なな海みとの会話も、それを機に自然と途と切ぎれた。

　その後、三分ほどで空そら太たたちの乗ったバスは、二日目の宿やどとなる小お樽たるのホテルに到着した。

　割り振ふられた部屋を確認して、自分で荷物を運び込む。

　部屋は五階。海うみ側がわを向いた大きな窓からは、一面の大海を望むことができた。視界がどこまでも広がっていて爽そう快かいだ。

　バスルームにトイレ、冷蔵庫の中なんかを覗のぞいているうちに、時刻は一時半を回っていた。このあとは完全に自由行動の時間となっている。札さつ幌ぽろと違い、小樽は散さん策さくするエリアがコンパクトにまとまっているためか、班はん行動も解除されるのだ。バスの中で小樽の地図を確認したら、目立った観光地へはだいたい徒歩で行けそうだった。

　同室の龍りゆう之の介すけは窓の外の景色にも目をくれず、部屋にたどり着くなり、ノートパソコンを起動させてカタカタと作業をしている。観光地をぶらつこうなんて思考もないらしい。

「んじゃ、俺は行ってくるな」

　背中を向けたままそう声をかけて、空太は出かけることにした。

　ましろとの約束があるのだ。




　数分後、空太はホテルから三百メートルほど離れた小樽駅の前にいた。

　ここが今け朝さになってましろが指定してきた待ち合わせ場所なのだ。

　──午後二時。小樽駅前

　恐ろしく簡素なメールだが、これでもだいぶ進歩した。最初の頃など、『空太』の『そ』の打ち方がわからず、『さ』しか書いてないメールを送ってきたくらいなのだから……。あと四回ボタンを押おすのが足たりていない。

　時計を見る。

　すでに午後二時を過ぎていた。それも、三十分近く……あと二、三分で二時半になる。

　見知ったスイコーの生徒が駅前を通りがかるたびに、何をしているんだろうという視線を向けてくるから困る。

　空太も好きで、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしているわけではない。

　待っていても埒らちが明かないので、ケータイを操作してましろの番号に電話をかけることにした。これで、もう三度目だ。前の二回は残念ながら留る守す電でんに繫つながって、ましろとのコンタクトは失敗に終わっている。三度目の正直か、二度あることは三度あるか……。

　発信音を聞いていると、視界の隅すみにホテルの方向から駅前に向けて走ってくる少女の姿すがたが目に入った。

　繫がった留守電に、空太は何も吹き込まずに電話を切る。

　赤信号で足止めされた少女は、じれた様子で左右を行き交かう車を、テニスの試合を見るみたいに目で追っていた。

　青になると、またぱたぱたと走り出す。

　一生懸けん命めい走っている。

　少しひらひらしたワンピースの裾すそをひるがえし、日差しを遮さえぎるつばの大きな帽子を片手で押おさえ、走りにくそうなかわいいサンダルをかぱかぱと鳴らして走ってくる。

　今日の格かつ好こうには不ふ釣つり合いなクロッキー帳を胸元に抱かかえていた。

　ものすごく不ふ思し議ぎな光景を見ている気分だった。

　走ってくるのは、空そら太たのよく知る人物……あの、ましろなのだ。

　いつもマイペースで、感情が表に出ることも殆ほとんどない。テンションが低いところで安定しているのが常なのに……。走るのだって、今までは空太が手を引かない限り、自分から足を動かそうとなんてしなかった。

　なのに、今はどうだ。

　どこか慌あわてたような、焦あせったような雰ふん囲い気きで、空太の方へと向かってくる。

　目が合うと、ラストスパートとばかりに速度を上げた。

　最後まで速度を緩ゆるめることなく、ましろは空太のもとへとやってきた。弾はずんだ息。上気した頰ほお。乱れた髪を気にしているのか、帽子から出た部分を手アイロンで直している。

　そして、少し息が整ったところで、

「空太」

　と呼びかけてきた。

「な、なんだ？」

　真まっ直すぐに見つめられるのが照てれくさくて、空太は反射的に顔を背そむけていた。

「待った？」

「待ったな。三十分も遅刻だぞ」

「むっ」

　なぜだか、ましろは不満そうだ。待たされたのは空太の方なのに。

「どうして怒るの？」

「お前が遅れてきたからだろ！」

「走ってきたのに」

　ふてくされたように唇くちびるを尖とがらせる。

「それはわかったけど、急ぐならホテルを出る前に急ごうか！」

　ホテルからここまでは歩いて五分ほどしか、かからない。

「準備に時間がかかったの」

　これ見よがしに、ましろが背せ筋すじをぴんと張る。でも、それとは対照的に、おしとやかに視線を下げて、横顔には不安を覗のぞかせていた。

　なんだろうか、この仕し草ぐさは……。ましろらしくなくて、普通の女の子のようで、バカみたいな感想だけど、とにかくめちゃくちゃかわいいのだ。

「時間、かかったの」

　今度は少し言いい訳わけするような口調になっている。

　そんなましろからは、期待と不安が混ぜこぜになった緊きん張ちよう感かんが漂ただよってくる。鼓こ動どうが伝わってくるような気がした。それに合わせて、空そら太たの心臓も高鳴っていく。

　おかげで、ましろへの想いが『憧あこがれ』だったのかもしれないと思うようになってから感じていた勝手な後ろめたさや、罪悪感のようなものは、どこかへと吹き飛んでいた。

「な、なら、準備を早くしような」

　平静を保とうと努力する空太の心情とは裏うら腹はらに、体は完全に明後日あさつての方向を向いてしまっていた。けれど、それも仕方がないのだ。

　ちょっと、今のましろをまともに見るのはやばい。そう、本能が警けい告こくしている。

「それだけ？」

「そ、それだけって？」

　舌が上う手まく回らない。

「言いたいこと」

「も、もっと文句を言ってもいいのか？」

　軽口の運びも重い。

「文句はダメ」

「じゃ、じゃあ、何を言えと」

　背中にはじっとりと汗をかいていた。

「……」

　ましろが見つめてくる。よりによって、帽子のつばに隠かくれた上うわ目め遣づかいの瞳ひとみで見つめてくる。さっきからおかしい。ましろの仕し草ぐさや態度、言葉のひとつひとつに破は壊かい力りよくがありすぎる。この時点で、空太の理性はノックアウト寸前だった。

　表情が違ちがう。元々、色白なましろだけど、今日は透とう明めい感が違っていた。横目でちらちらと盗ぬすみ見ていると、その理由がわかった気がした。

「……お、お前、化粧してる？」

　重圧と沈黙に耐えかねて、空太は恐おそる恐る声を絞り出す。

「うん」

　殆ほとんどわからない程度のナチュラルメイク。

「……」

「……」

　何かを期待したようなましろの目。だけど、それに応こたえられる言葉が見つからない。かわいいとか、綺き麗れいとか、いいねとか、ちょっと大人おとなっぽいねとか、そんな次元じゃなくて、今、目の前にいるましろは、今日までの日々の中で、最も激しく空そら太たの理性を搔かき乱していた。早くも口の中がカラカラだ。

　話題を探さがしながら、視線を逸そらす。

「み、美み咲さき先せん輩ぱいにしてもらったのか？」

「教えてもらって、自分でした」

　詰つめ寄るように、ましろが距離を縮ちぢめてくる。

「そ、その割りにはちゃんとしてるな」

　ごくごく自然に、空太は上体を反そらして等距離を保った。これ以上、近くにましろを感じるのは危険だ。

「塗ぬるのは得意よ」

「自分の顔をカンバス代わりかよ」

　でも、そう考えると、素材をフルに生かしたメイクの仕上がりに、妙みように納なつ得とくできた。

「空太」

「な、なんだよ」

「それだけ？」

　頰ほおを膨ふくらませたましろが、空太を見上げてくる。

「そ、それだけだ！」

「別にいいけど」

　ちっともよさそうじゃない。

「別にいいけど」

　もう一度言ってきた。

「別にいいわ」

「し、しつこいぞ、お前！　てか、背景の取材だろ！」

　ましろが手に持ったクロッキー帳を、空太は指でとんとんと叩たたく。

「そ、そうだ！　これは取材だ！」

　殆ほとんど自分に言い聞かせた言葉だ。そうだと思い込もうと、空太は必死だった。

「うん」

　その返事は背中で聞いて、空太は先に歩き出した。

　すぐに、小さな声で、

「……空太のバカ」

　と聞こえてきたのは、たぶん、気のせいじゃない。




　最初に目指すのは、小お樽たるを代表する観光地である運河だ。

　駅から真まっ直すぐに広々とした歩道を、ましろと並んで歩く。いや、半歩ほどましろが常に遅れている。

　なんとも居心地いごこちが悪い。

　前方には海が見えていて、気分はいいはずなのに、どうにもましろとのテンポが合わなくて歩きにくかった。

　その上、会話も全然弾はずまない。

「きょ、今日、晴れてよかったな」

「そうね」

「……」

「……」

「き、昨日、札さつ幌ぽろは楽しかったか？」

「楽しかったわ」

「……」

「……」

「そ、そっか、よかったな」

「よかったわ」

「……」

「……」

　という、まるで初うい々ういしいカップルの初デートのようなちぐはぐさだ。

　いや、『ような』ではなくて、むしろ、そのものなのかもしれない。

　ましろの少し気合いの入った服。いつもはしてないメイクまで覚えてきた。待ち合わせに遅れてきたときの反応など、どれを取ってもそのものだった気がする。

　──なら、これはデートなのか!?

　一度意識すると、余よ計けいに何を話せばいいのか、空太はわからなくなった。

　運河まで十分程度の道のりなのに、間が持たない。

　昨日を思い返せば、七なな海みとの行動だって、デートのようなものになっていたんだと思う。けど、お互いに上じよう手ずに距離を取って、時々変な空気になりながらも、今の微び妙みような関係をどうにかごまかして過ごすことができた。でも、ましろとはそれができない。

　せめて、いつも通りにしようと思った。

　今まで通りで行こう、と頭の中で繰くり返し唱となえる。

　だけど、それがどんな風だったかをなかなか思い出せない。

　一体、今日まで、どんな話をましろとしてきただろうか。

　毎日の登下校時も、ずっとしゃべっていたわけじゃない。ましろはそんなに口数が多い方ではないし、空そら太たも特におしゃべりというわけでもない。

　だから、黙だまって歩いている時間だってあったはずなのだ。つい先日までは、お互いそれが気にならなかった。

　なのに、今は会話が続かないだけで、胸が締しめ付けられるほどに息苦しい。謎なぞのプレッシャーが重く伸のしかかってくる。

　妙みような焦あせりから自然と歩くペースは上がり、一秒でも早く運河に行きたいという気持ちが強くなっていた。運河に着いたところで、問題が解決するわけではないのに……。




　大型のトラックが忙せわしなく行き交かう片道が何車線もある大きな道路に出ると、向かいの歩道にちょっとした人だかりが見えた。たぶん、その先が運河なのだ。

　赤信号に捕つかまって立ち止まる。少し遅れていたましろが、小走りで追いついてきた。

「空そら太た」

　呼びかけを遮って声を出す。

「運河、その先っぽいぞ」

「……うん」

　何か含ふくんだような返事。何でも言いたいことは、はっきり口にするましろにしては珍しい反応だ。

「ん？」

「……なんでもない」

　拗すねたような言いい草ぐさが気になる。

　信号が青になったので、空太はましろを促うながして歩き出した。

「なんだよ。言いたいことがあるなら」

「ないわ」

　取り付く島もない。何がそんなに気に入らないのだろうか。それを考えているうちに、信号を渡り切っていた。目的地である小お樽たるの運河が目の前に姿を現す。

　大型のトラックが頻ひん繁ぱんに行き交う道路のすぐ脇わき。写真で見たときには、もっと閑かん静せいな場所なんだと思っていたけど、周囲には倉庫も多く、港こう湾わん都市として発展した歴史を考えれば、この姿すがたであることがとても自然に感じられた。

　階段を十数段ほど下りた先……道路よりも三メートルほど下には、運河のほとりに沿そうように通路が作られている。

「下、行くか？」

「うん」

　階段を下りると、景色は一変した。視点が下がったことで、写真で見たときの印象にぐっと近付いた気がする。いや、そのものになったという感じだ。

　穏おだやかな水面。歴史を感じる古い倉庫の列。大通りも完全に見えなくなったので、車の往来も全然気にならない。

　訪れた観光客たちは、のんびりした時間を各おの々おのに過ごしている。柵さくの前から水面を眺ながめるカップル、記念写真を撮影している年配の夫婦。はしゃいでいるスイコーの生徒の姿すがたもちらほら見えた。

　地元の人だろうか。ベンチに座って運河の絵を描かいている人がいる。綺き麗れいな絵だ。大きなコルクのボードには、絵葉書くらいのサイズの絵が展示され、値ね札ふだが付いていた。

　ましろはというと、いつの間にかロケーションを決めて、クロッキー帳を開いていた。落下防止の柵にぴったりと張り付いて、スケッチをはじめている。さらさらと滑なめらかにましろの右手が動いている。こうなっては話しかけても無駄だ。

　空そら太たは側そばの空あいているベンチに腰こし掛かけて、一心不乱に鉛筆を走らせるましろの後ろ姿すがたを眺めることにした。

　運河のほとりに立つ儚はかなげな少女。海外様式の古い建物。とても絵になっている。数十年の時代を遡さかのぼった異国の地にいるような錯さつ覚かくに襲おそわれる。

　しばらくすると、そんなましろの周囲に少しずつ人が集まりはじめた。誰もが、ガラス細ざい工くの壊こわれ物のような繊せん細さいな雰ふん囲い気きのましろに見み惚とれて足を止めるのだ。次に、その真剣な眼まな差ざしから目を離せなくなり、最後に、クロッキー帳を覗のぞき込んでは「すごっ」とか、「すげえ」とか、「うわ～」とか、感嘆の声を上げていた。

　けど、彼らは知らない。それすらもましろにとっては、簡単なスケッチであって、ラフみたいなもので、漫まん画がに使う背景の資料にすぎないことを……。

「お前、本当にすごいよ」

　一いつ瞬しゆんで、人目を惹ひき付ける魅力がある。一瞬で人の心を奪うばう才能がある。

　それは魔ま力りよくと言ってもいい代しろ物ものなのかもしれない。

　空太も魅み入いられたひとりだ。

　理り屈くつなんて関係ない。圧倒的な才能と、惜おしみない努力によって、周囲に自分の存在を認めさせていく。

　行動を結果に結びつける力。

　喉のどから手が出るほどに、空太がほしいと思う能力がましろにはある。

「空太」

　芯しんのある呼びかけに我に返る。

　ましろの顔が目の前にあった。前かがみになって、ベンチに座った空太の顔を正面から覗き込んできていた。

「おっ」

　反射的に背もたれまで身を引いて距離を取る。

　視界が広がる。ましろの全身を捉とらえることができた。でも、空太の視線はある一点に自然と吸い込まれてしまう。

　少し開いた襟えり元もと。鎖さ骨こつの下あたりまで白い肌はだが見えている。淡い水色の下着に、意識は釘くぎ付づけになっていた。

　一いつ瞬しゆん遅れて、まずいと感じた脳が指令を飛ばす。

　とっさに視線を上げた。直後に、ぱっとましろと目が合ってしまう。
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　どこを見ていたか、気づかれただろうか。

　結果はすぐに出た。

　ましろが服の隙すき間まを押おさえるように、胸元をクロッキー帳で隠かくしたから……。

「どこ、見てたの？」

「ち、違ちがうぞ」

「見てはダメよ」

「だ、だからな！」

「こういうのは彼氏じゃないとダメ」

「お、お前、それを、この状況で言うのか!?」

　頭が沸ふつ騰とうして、何も考えられなくなる。

「空太もおっぱいが好きなの？」

「伊い織おりと一いつ緒しよにしないでくれ！」

「じゃあ、好きじゃないの？」

「好きか嫌きらいかの問題じゃなくて……思わず視線が向いてしまうのは、そ、その本能と言うかだな。見えれば見てしまう。見えそうでも見てしまうっていうか、これはもう、小こ銭ぜにの落ちる音がしたら、誰もが振ふり向いてしまう原理と同じなんだよ！」

「大きい方がいいの？」

「俺の必死な言いい訳わけは無視ですか!?」

「美み咲さきくらい？」

「あのレベルにはなかなかお目にかかれないだろ」

「リタも大きいわ」

「そ、そうだな」

「見たの？」

「服の上からの話だからね！」

「揉もむと大きくなるってほんと？」

「たぶん、都市伝説だと思うが、そんなこと俺に聞かないでくれ！」

　まあ、大きくなる揉み方も存在するのかもしれないが……。

「てか、小お樽たるを代表する観光地のど真まん中なかで、こんな話をするのはやめないか？」

「わたしもこんな話はしたくないわ」

「変なこと聞いてきたのは、椎しい名なの方だよな！」

「……」

「どうして、黙だまりますか？」

「……」

「黙もく秘ひ権けんか」

　こくんとましろが頷うなずく。

「……そもそも椎名もちょっと無む防ぼう備びだぞ」

「……」

　なおも、ましろは黙秘権の行使中だ。目で何かを訴うつたえかけてきている。そんなましろの態度には、どことなく違い和わ感かんがあった。

　むっとして文句を言ってきそうな流れなのに、それがない。なんだかしゅんとしているようにも思える。

　別にきついことを言ったつもりはないのだが……。

「し、椎名？」

　声をかけると、さらに元気がなくなって、しょんぼりした態度に変わった。もはや、わけがわからない。

「な、なんだよ。言いたいことがあるなら……」

　言えよ、と続ける前に、

「なんでもないわ」

　と、か細い声をかぶせてきた。

「……」

　意味がわからない。これはどういうことだろうか。何か、お気に召さないことがあったのは事実だが、それがなんだか皆かい目もく見当もつかない。

「取材は……もういいのか？」

　だから、話題を変えるしかなかった。

「うん」

「じゃあ、他も見て回るか」

「うん」

　なんだか落ち込んだ様子のましろを連れて、空そら太たは運河をあとにした。




　　　　３




　運河の通りから一本戻もどり、北のウォール街へと足を向けた。

　事前にガイドブックで調べたところ、かつての北海道経済の中心地らしい。明治から昭和の頃に造られた洋風建築の銀行が密集しているエリアだ。

　独どく特とくの街まち並なみを構築している。その中を、空太とましろは通り抜ぬけて行く。

　相変わらず、ましろは空太の少し後ろをついてくる感じで、空太が立ち止まって追いつくのを待っても、気が付くとましろは数歩遅れるというのを繰くり返していた。

　そして、空太が立ち止まるたびに、じっと空太の腰こしのあたりを見て、無言の意志を飛ばしてくるのだ。

「……」

「椎しい名な、何かあるなら言えよ」

「……手」

「ん？」

「手、繫つなぎたい」

「……」

　言われた言葉の意味を必死に脳が処理しようとしている。でも、どうにも空から回まわりをしてしまい、この場合の適切な対応の協議は脳内で行われなかった。

「手って、俺と椎名が？」

「そうよ」

「ちょっ、それはまずいだろ！」

「どうして？」

　スイコーの生徒が歩き回る観光地は限られている。小お樽たる駅の前でも何人か見かけたし、運河のところにも数人いた。北のウォール街でも、先ほどから二、三グループとすれ違ちがっている。そんな環境で手を繫つないで歩いていたら、どうなるだろうか。答えは火を見るより明らかだ。光の速さで噂うわさが広がるに決まっている。

「どうして？」

　もう一度、ましろが聞いてきた。

「……」

　頭の中に用意した言いい訳わけが口から出ていかない。それは単なる建たて前まえだと、空そら太たは自覚していたから……。

　ましろの要求に困こん惑わくしているのは、周囲の目が気になるとか、そんな理由ではないのだ。

　他人を理由にするまでもない。必要な登場人物は空太とましろのふたりだけで事こと足たりる。

　告白の返事をしていない今の状況で……こんな曖あい昧まいな関係のまま、ましろと手を繫いでいいはずがない。

　それこそが本当の理由だった。

「と、とにかくそれはダメだ！」

「空太のバカ……」

　殆ほとんど聞き取れないくらいの小さな声。酷ひどく落ち込んでいる感じだ。

「し、椎しい名な、ほら、あそこ、面おも白しろそうなお店があるぞ」

　空気を入れ替えようと、進行方向に見つけた木造の古い建物を指差す。小お樽たるに多く見られるガラス製品を扱あつかったお店だ。

　ましろの返事を待たずに空太は先に店内に足を踏み入れた。

　あとから、ちゃんとましろもついてくる。

　こぢんまりとした造りの店内には、所ところ狭せましとガラス製品が並べられていた。

　コップにワイングラス、タンブラー、水差しのようなものもあれば、動物を模かたどった置物やアクセサリーなんかもある。

　赤、黄色、オレンジ、緑、青、紫と、どれもが色いろ鮮あざやかで、お店の中はきらきらしていた。

「きれいね」

　グラデーションのかかった水色のグラスを手に取り、それと同じくらい透とう明めいな瞳ひとみをましろは輝かせている。

　どうやら興味を持ってくれたようだ。

　ひとまずほっと胸を撫なで下ろした。

「修学旅行ですか？」

　気さくに話しかけてきたのは、二十代後半くらいの女性の店員さんだ。

「あ、はい」

「裏うらの工房で製作体験もやっていますので、よければ思い出にどうですか？」

　やけに、にこにことしているのは、たぶん、空そら太たとましろを修学旅行中にデートしている初うい々ういしいカップルだとでも思っているからだろう。

　だが、実際はちょっと複雑な関係だったりするから困る。

「製作体験って、あの棒ぼうの先せん端たんについた燃えてるガラスを、ふ～って」

「そうです。ふ～って吹くやつです」

　ＴＶとかで何度か見たことがある風景。燃え滾たぎる釜かまでガラスを溶かして、くるくる回しながらストロー状の棒に息を吹き込み、形を整えていく。やってみたい気もするけど、素人しろうとにできるんだろうか。そもそも、ものすごく熱そうだ。

「空太」

　このタイミングで声をかけられると、悪い予感しかしてこない。

「な、なんだ？」

「わたし、やるわ」

「待て待て、お前、火傷やけどでもしたら大変だろ！」

「でしたら、火を使わないのもありますよ」

　すかさず、店員さんが営業トークで割り込んできた。

　奥の棚たなからグラスを持ってくる。透とう明めいな部分と、曇くもっている部分があるグラスで、何やらシャケを咥くわえたクマの絵が彫ほられていた。

「この曇くもってざらざらしている部分は、砂を吹き付けて作るんです。サンドブラストと言って、ご自分で描かかれた絵を彫ほれますよ」

　ましろはサンプルで持ってきてくれたグラスに夢中だ。

　これなら火傷の心配はない。大だい丈じよう夫ぶだろう。

「んじゃ、やるか？」

「やるわ」

　即答だった。




　女性の店員さんが言っていたように、本当に体験工房はお店のすぐ裏うらだった。

　インストラクターは男性で、推すい定てい年齢は三十歳のおじさん……いや、お兄にいさんだろうか。とにかく、説明を受けて、空太とましろは作業用デスクの前に並んで座り、渡された紙に絵を描いていた。

　あとで切り抜ぬいて、型にするのだ。

　ましろは黙もく々もくと紙の上にペンを走らせている。

　空太は線を描いては消して、また描いては消しての繰くり返し。

　十分ほど作業したところで、インストラクターのお兄さんが話しかけてきた。

「すごくかわいい彼女だね」

「え？　あ、いえ、彼女じゃないです」

「あ、そうなの？」

　何を期待していたのかは知らないが、お兄にいさんは露ろ骨こつにガッカリしている。

「わたしは、空そら太たが好きよ」

　作業に没ぼつ頭とうしていたましろが顔を上げて、急にそんなことを言う。なんだかとても不満そうだ。彼女じゃないと否定したことを怒っているんだろうか。だからと言って、彼女だなんて今の状況で言えるわけもない。

「お、おおっ!?」

　当然のように驚く工房のお兄さん。

　何度か瞬まばたきを繰り返したあとで、

「空太君？」

　と、聞いてきた。

「はい」

　仕方がなく手を挙あげる。降参のポーズを取っているような気分だ。

「七なな海みも空太が好き」

　立て続けにましろが巨大な爆ばく弾だんを投下してきた。

　お兄さんの目は遠えん慮りよなく、「七海ちゃんとは？」と質問をぶつけてきている。

　こうなると、降参を通り越して、降こう伏ふくするしかない……。

「クラスメイトです」

「おおっ！」

　今度は喜びの交まじった驚きの声。

「これは、あれか。あれだ。三角関係だ！」

　すっかり興こう奮ふんしている。そりゃあ、部外者にとっては、面おも白しろい話なのだろう。

「いやいや、びっくりした。俺、びっくりしたなあ。リアルではじめて見たよ。三角関係。実在したんだな。三角関係。いや、驚いたね。三角関係！　見かけによらず、君、モテるんだ～」

「はあ……」

　ここまでぐいぐい来られると、逆に清すが々すがしいのはなぜだろう。

　苦にが笑わらいを浮かべる空太の横で、突然、ましろが立ち上がった。

「うおっ、どうした？」

「……」

　俯うつむいたましろは、太もものあたりをしきりに擦り合わせている。

「椎しい名な？」

「……」

「お手洗いなら、その奥だよ」

　お兄にいさんが濃のう紺こんの暖簾のれんを指差す。

　ましろは無言のままその奥へと消えていった。

「トイレ、行きたかったなら、言えばいいのに」

「少年、わかってないなあ」

「え？」

「それが乙女おとめ心ごころというやつだよ」

　自分の言葉に納なつ得とくして、お兄さんがうんうんと頷うなずいている。

　トイレから戻もどってきたましろは、怒っているような、拗すねているような、しゅんとしているような、その上、ちょっと照てれているような、そんな複雑な空気を漂ただよわせていて、空そら太たとは目を合わせようとはせずに席へと座った。

　そして、すぐに、

「空太の大バカ」

　と、ぎりぎり聞こえる程度の小さな声で言ってきた。

「お前、それは理り不ふ尽じんじゃないか？」

「……」

　発言の撤てつ回かいを要求した空太を、ましろは完全に無視。

「できたわ」

　話をぶった切って、完成した絵を見せてきた。

　もはや、言うまでもないが、圧倒的に上う手まい。十匹の猫ねこが列をなして行進している。恐おそらく空太が飼かっている猫たちで、先頭から、ひかり、のぞみ、こだま、つばさ、こまち、あおば、あさひと続き、みずほ、つばめ、さくらの順番だ。

　試しにグラスに巻き付けると、丁ちよう度ど一周したところで、先頭のひかりがさくらのお尻しりに追いついて、ぐるぐる回っている模も様ようが完成した。

「おお、彼女ちゃんの、すごくいいね」

「だから、彼女ではないと……」

　訂正すると、またましろが不ふ機き嫌げんそうな目を向けてきた。

　お兄さんの方は、空太の発言など聞いてなくて、

「それに引き替え、彼氏君のは酷ひどいな。うん、これは酷い。笑える」

　と言って、本当にげらげらと笑い出した。

「お兄さんもお客に酷いこと言いますね」

「子供の頃から素す直なおな性格だって、成績表にも書かれたよぉ」

「担任の先生は、見る目がありますね」

「だろ？」

　嫌いや味みも笑顔でかわされてしまった。この辺の軽やかさは、仁じんを思い出す。

「でも、まあ、コウモリに見えないこともない」

「猫ねこなんですけど」

「よし、じゃあ、切り抜ぬき作業に移ろうか」

　空そら太たの発言は、鮮あざやかにスルーされた。

　お兄にいさんは何事もなかったような涼しい顔で、ペン立ての中からカッターを二本取り出すと、にこやかに空太とましろに差し出してきたのだった。




　　　　４




　作業開始から約一時間半。出で来き上あがったグラスをもらって、空太とましろは製作体験の工房をあとにした。

　堺さかい町まち本ほん通どおりという、お土産みやげ屋さんやお菓子屋さんが多く並ぶ道を、入り組んだ交差点にぶつかるまでふたりで歩いた。途中、オルゴールやキャンドルのお店に立ち寄り、有名なお菓子屋さんでバームクーヘンを買って食べた。

　そうして、日も暮れかかった午後六時にホテルのロビーへと帰ってきた。

　スイコーの生徒の姿すがたがちらほら見える。空太たち同様、小樽の散さん策さくから戻もどってきたところなのだろう。用もないのに、何人かがロビーで立ち話をしている。なんとなく部屋に戻もどるのを惜おしんでいるような空気が、彼らからは漂ただよってきていた。

　空太はエレベーターホールに足を向けながら、

「小お樽たるは満まん喫きつできたか？」

　と、何なに気げないつもりで、ましろに声をかけた。

「……」

　素す直なおに肯こう定ていの返事が来るものだと思っていたのに、ましろは何も言わない。それどころか、ロビーのほぼ中央で、突然立ち止まった。

「椎しい名な？」

　振ふり向いて呼びかける。

「……」

　どこか深しん刻こくな表情。

「どうした？」

「……つまらなかったわ」

　一いつ瞬しゆん、それが、ましろの声だとは思えなかった。自分に向けられた言葉だとも思えなかった。

「え？」

　口から息がもれるような声で聞き返す。周囲の空気が急に寒々しくなっていくのを肌はだに感じた。

「つまらなかった」

　脱ぬいだ帽子を、ましろは胸の前でぎゅっと握にぎっている。悔くやしさの中に、悲しさを混まぜ込んだような表情。もどかしさと後悔も含ふくまれていたかもしれない。

　どう言葉を返そうか迷った空そら太たの視線は、宙を彷徨さまよっていた。フロントに並んだ受付のお姉ねえさんが不ふ穏おんな空気を察さつしてか、こちらを見ている。柱の前には大きな葉っぱが目立つ観葉植物が飾られている。天てん井じようには煌きらびやかなシャンデリア。けど、そのどれもが空太の意識に入ってこない。結局、すぐに視線はましろへと戻もどっていた。

　帽子を握った手が震ふるえている。それを見て、空太はあることに気づいた。ましろが持っていたはずのものがない。

「お前、クロッキー帳はどうした？」

　ましろの両手は帽子で塞ふさがっている。

　工房で作ったグラスは空太の鞄かばんに入っているけど、クロッキー帳を受け取った記憶はない。鞄の中を見ても、やっぱりなかった。

「ないわ」

「どっか、忘れてきたのかよ！」

　思わず、声が大きくなったのは、「つまらなかった」というましろの発言で動どう揺ようしていたせいだ。

「俺、捜さがしてくる」

　回れ右して、走り出そうとした背中に、

「いい」

　と、ましろが声をかけてきた。

「は？」

　苛いら立だちを感じつつ振ふり返る。

「いいわ」

「なんでだよ！　大事な漫まん画がの資料だろ？」

「いらないわ」

「なに言ってんだ、お前」

「いらない」

「今日、なんか変だぞ」

「変なのは空太よ」

　ましろは唇くちびるを一いち文もん字じに結んでいる。苛立ちを含ふくんだ視線で見つめてきた。いや、睨にらんできたと言った方が正しいのかもしれない。

「変って、どこがだよ」

「最近、わたしのこと避けてるわ」

「っ!?」

　驚きが全身を駆かけ抜ぬけた。体が強こわ張ばる。唇くちびるがわなわなと震ふるえた。それでも、感情だけは激しく反発している。

「なんで今そんな話になるんだよ！」

　触れられたくない罪悪感を隠かくそうと、本能が必死になっていた。気持ちが高ぶって、苛いら立だって、逆さか立っているのを自覚していた。だけど、自覚したところで、抑よく制せいはまったく利きかない。

「どうして、怒るの？」

　図ず星ぼしを指されたからに決まっている。

　でも、次に空そら太たの口から飛び出したのは、別の言葉だった。

「お前がおかしなこと言い出したからだろ！」

　言ってすぐに、感情的になっているのがダメなんだと、わずかに残っていた頭の冷静な部分で理解した。

「……違ちがう、怒ってない」

　けど、今さら慌あわてて声を抑おさえても、苛々した気持ちは隠かくし切れなかった。

「噓うそ、怒ってる」

　当然、それはましろにも伝わっていた。

「なんか不ふ機き嫌げんだったのは、お前の方だろ」

　落ち着けと思う心境とは裏うら腹はらに、言葉は鋭えい利りに尖とがってましろを攻こう撃げきする。それ以外に、触れられたくない部分を守る方法がなかった。

「空太のせいよ」

「は？」

「服、褒ほめてくれなかった！」

　ましろの声がロビーに響き渡る。周囲で様子を窺うかがっていたスイコーの生徒たちの気け配はいが強くなる。普段、物静かなましろが張った声に、興味が集中したのだ。

「髪かみもがんばったのに」

「……お前、なに言って」

　今、そんな話をしていただろうか。

「メイクもして」

　空太はクロッキー帳のことを聞いたのだ。

「歩くのも早いし！　サンダルで足痛かった！」

　理り不ふ尽じんとしか思えないましろの言い分に、空太の心はどう反応すればいいのか戸と惑まどうばかりで、何の解決策さくも提示してくれない。

「名前も呼んでくれないし！」

「……」

「ふたりきりのときは、呼んでくれる約束……」

　目の前には、泣くのを我が慢まんしているような表情のましろがいる。

　空そら太たを見て……空太だけを見て、空太を責めてくる。

「手も繫つなぎたかったのに！」

　周囲のギャラリーは増える一方だ。丁ちよう度ど、自由時間の終了間ま際ぎわでスイコーの生徒がホテルに戻もどってくる時間……。

「なにあれ、どうしたの？」

「痴ち話わ喧げん嘩かってやつ？」

「あれ、椎しい名なさんだろ？　付き合ってるのか、あのふたりって」

　がやがやとロビーは喧けん騒そうに塗まみれていく。

　一般の旅行客も、突然の出来事に足を止めていた。フロントのお姉ねえさんたちが止めにやってこようか迷っている様子が視界の隅すみに映うつった。

「椎しい名な、ちょっと、こっち来い」

　場所を変えた方がいい。そう思って、ましろの腕を取ったのに、

「放して」

　と、すぐに振ふり払はらわれてしまった。

「みんな、見てるだろ、こっちに……」

「だから、なに？」

「……」

「わたしは空太と話してるの」

　それ以外は関係ないという目をしていた。

「……」

　今はもう何を言っても無駄な気がした。どんな顔をすればいいのかもわからない。ここまでましろの扱あつかいに困ったのははじめての経験だ。

　そして、その空太の困こん惑わくが、さらにましろを逆さか撫なでする。

「……もういい」

「なんだよ、それ」

「空太なんて、もういい！」

　帽子を空太に投げつけてきた。

「なっ」

　慌あわてて顔をかばう。ぼとりと帽子が床に落ちた。一いつ瞬しゆん閉じていた目を開けると、ましろはすたすたとエレベーターホールの方へと足を向けていた。

　野や次じ馬うまの中から、深ふか谷や志し穂ほが飛び出してくる。空太の前に落ちた帽子を拾ひろうと、ましろの背中を追いかけて行った。一度、何か言いたそうな目で空そら太たを振ふり向いたけど、結局、何も言わなかったので、その真意はわからなかった。

「くそっ！」

　ましろが見えなくなったところで、もやもやした気持ちをそう吐はき捨てた。けど、悪あく態たいを吐ついたところで気分は晴れない。床を蹴けったところで、苛いら々いらした気持ちは膨ふくれ上がるばかりだった。

　ここに留とどまっていると、どうにかしてしまいそうだ。

　空太は、非常階段の方へと足を向けた。すぐに速度は上がり、早歩きになる。階段は二段飛ばしで、駆かけ上がった。

　五階まで来ると、さすがに息が上がり、心臓はばくんばくんと脈打ってる。

　廊下に出て、今日宿泊予定の５０３号室の前で立ち止まった。

　ドアノブに手を伸ばす。けど、ドアノブを握にぎった手は動かない。

「……」

　苛立ちが胸の中を搔かき毟むしっていた。

「俺だって、わかってんだよ！」

　悪いのは自分だ。

　返事をしてない自分が悪い。

　そんなことは空太自身が一番よくわかっていた。でも、だからと言って、今日の積極的だったましろに対して、どういう態度を取ればよかったと言うのだろう。

　服を褒ほめて、メイクに驚いて、手を繫つないで、名前を呼んであげればよかったとでもいうのだろうか。気持ちに答えを出していない今の曖あい昧まいな関係の中で、そんな真ま似ねができるはずもない。上うわっ面つらの言葉や態度で、本気のましろに接していいはずがないんだ。

「どうしろっていうんだよ！」

　感情の赴おもむくままに任まかせたら、頭をドアに強く打ち付けていた。ごつんと音が響く。少し遅れて、熱い痛みが額ひたいをじくじくと疼うずかせた。

「いてえ」

　そう独ひとり言ごとを呟つぶやくと、空太は鞄かばんをドアの前に置いて、非常階段の方へと引き返していた。早歩きになって、小走りになって、気が付くと全速力で階段を駆かけ下りている。

　一階まで戻ると、ホテルに帰って来たばかりのスイコーの生徒たちの流れに逆さからって、ロビーから外へと飛び出した。

　日が暮れた小お樽たるの街を全力疾しつ走そうする。

「くそっ！」

　苛立ちがもれる。でも、何に苛立っているのかは、空太自身にもよくわかっていなかった。わからなくなっていた。

　ただ、息を切らせて、苦しいのを我が慢まんして、文句を言いながらも走っている……その根本的な原因がどこにあるのかだけは、明確に理解していた。

　ましろだ。

　その存在が空そら太たを意味もわからずに走らせる。走らせている。

「ほんと、なんなんだよ！」

　道行く人が、突然叫んだ空太に驚いていた。自分の体なのに、コントロールなんて利きいていないのだ。体が勝手に走っている。心が勝手に叫んでいる。立ち止まったら、叫ぶのをやめたら、胸の真まん中なかで煮えたぎる感情が溢あふれ出して、体は破は裂れつしてしまいそうだった。だから、走るしかない。叫ぶしかない。

　空太が最初にやってきたのは運河だった。

　昼間ここへ来たとき、ましろはクロッキー帳を持っていた。柵さくの前に立って、実際に絵を描かいていたのだから。

　階段を下りて、運河のほとりに立つ。周囲を見回しても、それらしきものはない。

　速度を緩ゆるめた途と端たんに、だらだらと汗が垂たれてきた。構わずに袖そでで拭ぬぐう。でも、またすぐに頭から汗は流れてきた。

　ふたりで歩いたあたりを一ひと通とおり捜さがす。クロッキー帳がないとわかると、空太はまた走り出した。

　通りを一本引き返して、北のウォール街に向かった。

　昼間と比べると、さすがに人数は少ない。周囲をきょろきょろしながら走る空太にとっては、都つ合ごうがよかった。

　北のウォール街を抜ぬけて、様々なお店が並ぶ堺さかい町まち本ほん通どおりに差し掛かかる。

　ましろと回った場所を、とにかく順番に潰つぶしていく。

　立ち寄ったお店では、店員さんにクロッキー帳のことを尋たずねた。血けつ相そうを変えた空太の様子に、最初は誰もが戸と惑まどった表情を見せたが、ましろのことは全員が覚えていてくれて、話はすんなりと通じた。そのことに、空太は驚かなかった。むしろ、それが当たり前なのだ。

　通りを南下していく。もう少し行くと、ましろと最後に入ったオルゴール屋さんだ。それ以上先には行っていない。

　息は完全に上がっていた。肺はいが痛い。心臓が全身に急いで酸素を送ろうとしているのがわかる。でも、全然酸素の供給は間に合っている気がしない。口の中も渇かわき切って、上う手まく吸い込めなくなっていた。

　速度もすっかり落ちて、全力で走っているつもりだけど、もう足はもつれて絡からまりそうだ。何度もバランスを崩くずして転びそうになっていた。

　オルゴール屋さんを目前にして、空太は喉のどがつかえて大きく咳せき込んだ。その拍ひよう子しに、交差点の段差に足を引ひっ掛かけた。

　エネルギーを使い切った両足では、まったく踏ふん張ばりが利きかず、空そら太たは子供みたいに豪ごう快かいにずっこけた。

　とっさに地面に突いた両手のひらと、擦すり剝むいた膝ひざが熱い。見ればズボンの膝が破やぶれて穴があいている。

　息も上がって、即座に立ち上がることはできなかった。

　身を捻ひねって、どうにか仰あお向むけになる。

　石いし畳だたみの地面はまだほんのりと昼間の熱を保っていて、背中が妙みように生温かかった。

「全部、椎しい名なのせいだからな！」

　途と端たんにそんな声がもれた。

　何がとか、どうしてとか、理由なんてどうでもいい。

　ただ、今、空太がこうしている原因はましろにある。それだけは確信が持てる。

　今までもずっとそうだった。

　出会ったときからずっと……。

　空太はましろに振ふり回されてきたのだ。

　──あなたは何色になりたい？

　芸げい大だい前まえ駅のバスロータリーで、ガラスの置物のようなその儚はかなさに目を奪うばわれた。唐とう突とつすぎる問いかけに、空太は激しく動どう揺ようさせられた。

　──空太っていいね。音がきれい。わたし、好きよ

　無む防ぼう備びな発言には、心臓がどくんと脈打った。簡単に心を奪うばわれた。あのときの胸の高鳴りは、忘れられない記憶になっている。

　でも、本当に衝しよう撃げき的だったのは、そのあとだ。

　荒れ放ほう題だいの部屋には愕がく然ぜんとさせられた。着替えも自分で選べない生活破は綻たん者しやだと知って絶望的な気分にもなった。

　しかも、ましろの世せ話わ係がかりまで押おし付けられて……。毎日、着替えを用意してあげるようになって、洗濯物を洗ってあげるようになって、お風ふ呂ろ上がりにはドライヤーまでしてあげて、迷子にならないように登下校も一いつ緒しよで、嫌きらいなものは全部空太が食べてあげて……そんな日々を過ごしてきた。

　ましろ当番としての生活がスタートして、もう一年以上が経過したのだ。

　だから、空太は誰よりも近くで、身み近ぢかで、親密にましろと接してきた。

　バームクーヘンが好物で、エビフライは脱皮させて食べて、メロンパンはクッキー生地の部分しか食べなくて、寝るのは机の下で、でも、それは毎日漫まん画がの執筆を寝落ちするまでやっているからで、目標に向かって一いち途ずで、決めたら迷わなくて、そんなましろの強さに胸が苦しくもなって、レジを通していない商品を勝手に食べちゃって、気に入らないことがあるとむっとした顔をして、負けず嫌ぎらいで、すごく頑がん固こで、だから、「むう」とか唸うなってふてくされると結構機き嫌げんを取るのが面倒めんどくさくて、しつこくて、わからないことがあると小さく首を傾かしげる仕し草ぐさがかわいくて、空そら太たの名前を呼ぶ声が心地ここちよくて、時々バレバレの知ったかぶりをするのがおかしくて、とんでもない絵を描かいて、その才能に溺おぼれることもなくて、その才能に驕おごることもなくて、そういう姿勢はほんとすごいって思えて、そんなすごいやつなのにひとりじゃ何もできないのがおかしくて、面おも白しろくて、お世話をするのが大変だったときもあって、無防備な姿すがたにドキドキもさせられて、たまに照てれて頰ほおを染そめるのが空太にはたまらなくて、じっと見つめてくる透とう明めいな目に吸い込まれそうで、か細くても芯しんのある声は耳に心地よくて、こんなにも空太を走らせて、困らせて、苛いら々いらさせて、搔かき乱して……。

　そして、空太のことを好きだと言ってくれたましろ……。

　あげればきりがない。

　それら全部をひっくるめて、ましろはましろなのだ。

　それら全部をひっくるめて、今日までさくら荘そうで一いつ緒しよに暮らしてきたのだ。ケンカをして気まずくなったりもしながら……。

　それら全部をひっくるめて、ましろという存在は空太の中心にどっかりと居座っている。

　その儚はかなさにドキッとさせられ、繊せん細さいな声に胸は高鳴り、わけのわからない言動に振ふり回されて、苦労させられたり、苛々させられたり、ましろの強さを前にして、胸をえぐられたこともある。

　いつの間にか、こんなにもたくさんのましろが空太の中にはいたのだ。

　こんなにも多くの感情を、ましろは空太にくれていたのだ。

　ましろに対しての想いは、たった一ひと言こと……『憧あこがれ』なんて言葉で片付けられるような単純なものじゃない。

　憧れもましろに対して抱く感情のひとつではあるけれど、それだけじゃない。それがすべてじゃないのだ。

　この気持ちを全部まとめたら、何が生まれるんだろう。

「……」

　目を閉じて、自みずからに問いかける。

　──そんなのこーはいくんのここが知ってるよ

　ふと、脳のう裏りに浮かんだのは美み咲さきの言葉だった。

「ここが知ってる、か」

　胸に手を当てて、もう一度問いかける。

「……」

　見えたのは一ひと筋すじの光。その中で、ましろが微笑ほほえんでいた。

「そうだったんだな……」

　本当はずっと前から知っていたのかもしれない。

　認めることから逃げていた。

　どちらかは違ちがうと決めつけようとしていた。

　ふたつ存在している心を直視する勇気がなかったから……。

　だけど、向き合わなければならないときが来たのだ。

　目を開けると、北の大地を覆おおう満天の星空が空そら太たを見下ろしていた。




　　　　５




　最後の頼みの綱つなだったオルゴール屋さんでも、ましろのクロッキー帳の手がかりは摑つかめなかった。

　仕方がなく、空太は来た道をさらに捜さがしながら引き返すことにした。

　けれど、運河まで戻もどってきても、それらしきものは見つからない。

　さすがに体力も底を突き、空太は運河のほとりに下りると、ぐったりとベンチに座り込んだ。

　乱れておかしな音さえする呼吸を整える。耳まで様子が変だ。高いところに行ったときみたいに、キーンとなっている。何度も唾つばを飲んで、ちゃんと聞こえるようにした。

　ガス燈とうでライトアップされた夜の運河は、昼間とはまた違ちがってロマンチックだ。心なしか、足を運んできた観光客もカップルが多い。ひとりでベンチに座っているのなんて空太くらいのものだ。

　そんな空太に、小さな影が近づいてきた。

「空太先せん輩ぱい」

「……」

　無言で顔を上げると、手を後ろで組んだ栞かん奈なが立っていた。

「こんな場所で、偶然だね。栞奈さん」

「偶然、ではないです」

「ん？」

「ホテルのロビーで、空太先輩と椎しい名な先輩を見かけたので」

「そっか……ごめん。心配かけたかな」

　それで空太を追いかけてきたのだろうか。

「いえ、そういうわけじゃなくて……渡したいものが」

　遠えん慮りよ気ぎ味みに栞奈が背後から出したのは、見覚えのあるクロッキー帳だった。

「あっ」

　勢いよく、両手がクロッキー帳に伸びる。

「捜さがしてたんだよ、これ！」

「だから、届けにきました」

「栞かん奈なさんも捜さがしてくれてたのか、ありがと」

　空そら太たとましろの会話を聞いていたのなら、それも頷うなずける。

「いえ、それは……」

　栞奈の視線が泳ぐ。

「お昼過ぎから、私たちも小お樽たるにいて……」

　なんだかさっきから少し歯切れが悪い。

「それで、偶然、空太先せん輩ぱいと椎しい名な先輩を見かけたので……」

　そこまで聞いて、ようやく栞奈の言いたいことがわかってきた。要は、空太とましろのあとをつけていたのだ。

「偶然、行く方向が同じで、椎名先輩がお土産みやげ屋さんに忘れ物をしていくのに気づいただけです」

「……」

「……」

　栞奈自身も苦しい言いい訳わけをしているのはわかっているのだろう。

「今は、その偶然に感謝だな」

「怒ってないんですか？」

「怒った方がいい？」

「罰ばつを受けずに許されるのは、少し落ち着きません」

「栞奈さんは真ま面じ目めだね」

「叱しかられるつもりではいたので」

「そっか、でも、ごめん。今はそんな気分じゃないんだ。それより、これ、なんで俺のところに持ってきたんだ？　椎しい名なに届けてくれればよかったのに……ってか、ケータイ鳴らしてくれたら、俺も夜の小お樽たるを疾しつ走そうせずに済んだんだけど」

「私、空太先輩の番号もアドレスも知りません」

　わずかに膨ふくらんだ頰ほおが不満を訴うつたえてくる。

「あ、そうだっけ……」

　言われてみれば、交換した記憶がない。さくら荘そうでは頻ひん繁ぱんに顔を合わせるので、今まで特に必要性を感じなかったせいだ。

「今、交換しとこうか」

　そう提案しながら、ケータイを取り出す。

「はい」

　ごく自然に了承してくれた栞奈だったけど、肩に下げた小さな鞄かばんを開けたところで、

「あっ」

　と、小さく声をもらして、表情を強こわ張ばらせた。

「忘れてきたとか？」

「ち、違ちがいます。その……」

「あ～、男に番号教えたくないとか？」

「それも違います。空そら太た先せん輩ぱいのことは、平均的な男子より、信用していますから」

　目を逸そらして、そんなことを言ってくる。

　だとすると、ますます躊躇ためらう理由がわからない。

「あ、あの……他意はありませんので」

　今度は挑いどむような意思を瞳ひとみに宿やどして、言いい訳わけめいたこと言ってきた。

　それから、覚かく悟ごを決めたのか、ケータイを取り出す。白いボディのシンプルなデザインのやつ。ぶら下がっているストラップは、昨日空太がお土産みやげに買ってあげたものだ。白クマ版のがぶりんちょべあ～。

「早速つけてるんだ」

「い、いけませんか？」

「いや、むしろ、よかったよ」

　そんな会話を交かわしながら、赤外線を飛ばし合った。番号とアドレスが登録される。

　栞かん奈なは律りち儀ぎに、登録名を変更しているようだった。

　ちらっと見たら『神かん田だ空太』を『空太先輩』に打ち直していた。

　その表情は、ちょっとうれしそうだ。

「わざわざ空太先輩を捜さがしに来たのは、聞きたいこともあったからです」

　一いつ瞬しゆん、何のことを言われたのかわからなかったが、話をもとに戻もどしたのだとすぐに気づいた。さっき、空太がましろに届けてくれればよかったのに、と言ったことへの返答だろう。

「聞きたいこと？」

「……隣となり、座ってもいいですか？」

　栞奈の視線が開いているベンチの横を見ている。

「もちろん」

「失礼します」

　丁てい寧ねいに言って栞奈が腰こしを下ろす。

「で、聞きたいことって？」

　栞奈の目は運河の水面を見み据すえていた。

「その人のことばかりをずっと見ていたら、それは恋ですか？」

「そうなんだろうね」

　急な質問のはずだったのに、空太は自分でも驚くほど自然に答えていた。この数週間、ずっとそのことばかりを考えていたおかげだろうか。

「その人の声がしたら、その人の姿すがたを捜してしまうのも恋ですか？」

「そうだと思う」

　空そら太たも栞かん奈なにならって穏おだやかな運河に目を向ける。でも、意識はまた別の場所に向かっていた。頭に思い浮かんでいたのは、ましろと七なな海みのこと……。

「その人のことを、毎晩寝る前に考えてしまうのも？」

「ああ」

　静かな声で、空太は頷うなずいていた。

　それから、ゆっくりと立ち上がると、

「きっと、その人とケンカをしても、その人に腹を立てても、その人の顔なんてもう見たくないと思っても、話だってしたくないって感じても、結局、その人のことで頭がいっぱいなら、それは恋なんだよ」

　と、今の気持ちをありのままに続けた。

「空太先せん輩ぱいの言う『その人』って、椎しい名な先輩のことですか？」

「……」

「青あお山やま先輩のことですか？」

　栞奈の問いかけは容よう赦しやがない。

「……」

　さすがに言葉に詰つまった。けれど、不ふ思し議ぎと息苦しさはない。今、口にしたばかりの自分の言葉に、納なつ得とくしていたからだろうか。ずっとぼんやりしていた好きという感情の正体に、近付けた気がしていたからかもしれない。

「私は、嫌きらいなものは嫌いです」

　質問の答えを待たずに、栞奈は自分の意見を言ってきた。

「そっか」

「ケンカした相手を、簡単には許せません。長い間、引き摺ずります。腹を立てて、顔も見たくないと思った相手とは、二度と話だってしません」

「厳しいな」

「私は、私を傷付ける人が嫌いなんです」

「……」

「だから、空太先輩の話を聞いて、羨うらやましいと思いました」

「羨ましい？」

「ケンカをしても、腹を立てても、好きだと思えるなんてとても素す敵てきです。それって、嫌いなところも、好きってことですよね」

「そうなるのかな」

「少し偽ぎ善ぜん者しやっぽいですけど」

「それは、そうかも」

　口の端はしに苦にが笑わらいが浮かぶ。

「でも、そんな風に、いいところも、悪いところも、空そら太た先せん輩ぱいに好きだと思ってもらえる人は、とても幸せだと思いました」

　最後まで、栞かん奈なは運河の水面に目を向けたままだった。空太の視線にも応じようとはしない。膝ひざの上に置いた拳こぶしは、きつく握にぎられている。栞奈の横顔は、何かを頑かたくなに守ろうとしているように見えた。

　空太がかける言葉を探さがしていると、

「私、ホテルに戻もどりますね」

　と、先に栞奈が言ってきた。

「これ以上、ここにいると、空太先輩を運河に突つき落としたくなるので」

「なんでだ!?」

「だって、先輩、私に噓うそを吐つきましたよね。相応の報むくいは受けてほしいです」

「え？」

　それこそ、何の話かわからず、空太は眉まゆ根ねを寄せた。

「前に、好きな人の名前、聞いたじゃないですか」

「ああ……」

　あれは、栞奈がさくら荘そうへの島流しに合う前の話だ。偶然、栞奈の下半身の事情を知ってしまった空太は、恥はじの抑よく止し力りよくとして自分の秘密……つまり、好きな相手の名前を栞奈に教えたのだ。

「あのときは、本当にそう思ってたんだよ。信じられないかもしれないけど」

「別に信じてもいいですよ。私、空太先輩の噓は、見み抜ぬく自信ありますから」

「それ、俺が単純だって話？」

　苦にが々にがしい空太の表情を見て気が済んだのか、栞奈の口元は笑っていた。

　そして、質問は無視して、すっと立ち上がる。

「じゃあ、戻もどります」

「ホテルまで送ろうか？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。すぐそこですから」

　そう言って、栞奈が指差したのは、空太たちが宿泊するホテルがある方向だった。

　どうやら今日も同じホテルを取れたようだ。

「気を付けてな」

「はい」

　姿勢よく背せ筋すじを伸ばした栞奈が遠ざかっていく。すぐに、階段を上って、その後ろ姿すがたは見えなくなった。

　ひとり残されると、急に周囲から音が消えた気がした。

　栞かん奈なが去って、手に残ったのはクロッキー帳。

　何なに気げなくページをめくった。

　ましろが描かいた運河の絵が数枚続いている。

　ただのラフなのは知っているけど、空そら太たから見れば相変わらずどこがラフなのかわからないレベルの絵。このままでも売り物になるんじゃないだろうか。自分の目で見るよりも、写真に収おさめるよりも、この街の情じよう緒ちよとか人の営いとなみとか、血の通ったあたたかさをましろの絵からは感じられる。いつ見ても、本当にすごい。心が動く。揺ゆさぶられる。

　またページをめくった。

　さっぽろＴＶ塔とう、大おお通どおり公園、時計台の絵もある。昨日、ましろも行っていたのだ。

　次は何が描かかれているのだろうと、期待にも似た感情を抱きながら、さらにページをめくった。

「これ……」

　目に映うつったのは、予想外の絵。漫まん画がチックなページ。

　コマ割りされていないページの中に、無む造ぞう作さと思える並び方で、一ひと組くみのカップルの様々なシチュエーションが描かれていた。

　よく見なくても、男の子は空太に似ていて、女の子はましろに似ている。

　最初は駅での待ち合わせ。洋服がかわいいとか、髪型がいつもと違ちがうとか、そんなやり取りが簡単な台詞せりふで表現されていた。褒ほめられて喜ぶ女の子。名前を呼ばれて、はにかむ場面もある。

　並んで歩くシーンでは仲良く手を繫つなぎ、歩調はゆっくりと彼女のペースに男の子が合わせていた。

　ふたりだけの時間、ふたりだけの空間がそこにはあった。

　そして、それらは、空太とましろの今日一日のシチュエーションに似ていた。結果はだいぶ違ちがうけど、状況はそっくりだ。

　初うい々ういしさの残るデート風景。

　少なくとも、ましろはそのつもりで臨のぞんでいたのだ。

　こんな風に絵にして、ましろなりに今日の計画を練っていた。空太と楽しい時間を過ごしたくて……。

　だけど、告白の返事をしていない今の空太に、軽々しく服を褒ほめたり、仲なか睦むつまじく手を繫いで歩いたりなんて真ま似ねができるはずもなかった。

　でも、それがましろを傷付けていた。

　だったら、何が正解だったというのだろうか。

　それを考えながら、さらにページをめくった。

　まだ漫画チックな内容が続いている。夜景を見ているふたり。ロープウェーの中のふたり。教会の建物を眺ながめているふたり。

　たぶん、函はこ館だてに行ってしたいことが描いてあるのだ。どれも旅行ガイドブックに載のっていた函館の名所。

　この気持ちのままでは、到とう底てい実現できない気がして、胸にずきんと痛みが走った。

　クロッキー帳を閉じる。

　どうして、こうなってしまったのだろう。

　ずっと、ましろのことを好きなんだと思っていた。

　好きだったはずなのだ。

　だけど、何もできていない自分が情けなくて……。

　どんどん前に進んでいくましろが眩まぶしくて……。

　空そら太たは去年のクリスマスイヴの日に、心に芽め生ばえていた想いに蓋ふたをすることにした。

　もしかしたら、それが大きな間ま違ちがいだったのかもしれない。強引に押おさえ付けられた気持ちは、最初は真まっ直すぐだったはずなのに、今はこんなにも捻ねじれ曲がっている。どっちが前なのかもわからなくなるほどに……。

　そのせいで、周囲を傷付けて、自分も苦しんで、本当に何をやっているんだろう。

　ぼんやりと正面の倉庫を見ていたら、突然名前を呼ばれた。

「……空太」

　右を見て、左を見る。

　四、五メートル離れたガス燈とうの下に、ましろがぽつんと立っていた。胸にはクロッキー帳を大事そうに抱いていた。

「お前……」

　クロッキー帳をなくしたから、また描きにきたのだとすぐにわかった。

　反射的に立ち上がると、ましろが後ろに下がった。

　胸にちくりと痛みが刺さる。

「これ」

　クロッキー帳をましろに見せる。

「あ」

　小さな声がましろの口からもれた。

「そっち、行ってもいいか？」

「……うん」

　殆ほとんど聞き取れないか細い声。

　空太はゆっくりと、一歩ずつ確かめるようにましろに近づいた。

　クロッキー帳を渡すと、ましろは中をぱっと確認する。

「わたしの」

「栞かん奈なさんが見つけて、届けてくれたんだ」

「お礼言わないと」

「ああ、そうだな」

「……」

「……」

　用件が済むと、それ以上の言葉が続かない。

「あのさ、椎しい名な」

「……なに？」

「ごめん。俺は、椎名の服がかわいいって思えても、かわいいって今は言ってあげられない。化粧にドキッとしても、それを口には出せない」

「……」

「手も、繫つないで歩けない。名前も……ふたりのときでも、今は呼べない」

「……そう」

　切せつなそうに、ましろが目を伏ふせる。

「ちゃんと答え出すから。それまでは、言えないし、できない」

「空そら太た」

「なんだ？」

「わたしは、空太の側そばにいたいわ」

「……」

「でも、空太と一いつ緒しよにいると苦しいの」

　ましろが胸のあたりをぎゅっと握にぎる。

「……椎名」

「今日も、空太と一緒だから……たくさん準備して、考えて、楽しくしたかったのに、思った通りにならなくて、半分もできなくて、楽しくできなかった」

「……」

「……わたし、こわい」

「……」

「さくら荘そうに帰るのがこわいわ」

　修学旅行が終われば、今までと同じではいられないから……。

　どんな形であれ、それだけは事実。事実でなければならないし、空太がきちんと決断して、事実にしなければならないのだ。

「わたし、空太の側にいたらいけなくなるかもしれないんでしょ？」

「……それは」

「わたしが側にいたら、七なな海みはどうするの？」

　答えることなどできなかった。

　痛いほどにわかっている。ふたりを同時に笑顔にする方法はないのだと……。

「わたしを見てくれない空そら太たのことを、きっと、わたしは嫌きらいになる」

「……」

「……思ってたのと違ちがった」

　ぽつりぽつりと吐と露ろされるましろの気持ちは、どれも痛いた々いたしく空太へと迫ってきた。

「もっと楽しいものだと思ったのに」

「……」

「恋をするってつらいのね」

　下した唇くちびるを嚙かみ締しめて、ぐっと堪こらえる。そうしていないと泣き出しそうだった。そうしていないと、今この瞬しゆん間かんの感情に流されて、ましろを抱き締めてしまいそうだったから……。

「七なな海みもこんな気持ちなのかな」

　そんな空太に、答えられることは、何ひとつとしてなかった。
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　修学旅行も三日目になると、さすがに高いテンションを維い持じするのも難しくなり、どことなく慣れというか、落ち着きのようなものがスイコーの生徒たちに出てきていた。

　午前中での班はん行動をつつがなく消化し、昼食を済ませた午後は、即座にバスに乗って函はこ館だてへの移動となった。

　走行距離約二百五十キロの大移動。

　小お樽たるを出発して三時間が経過したのに、函館はまだまだ先だ。バスガイドのお姉ねえさんの話によれば、あと一時間半ほどかかるらしい。

　恐るべき広さ。さすが北海道だ。

　最初の一時間ほどはそこそこに喧やかましかった車内の空気も、今では意気消しよう沈ちんしている。日が傾くのに合わせて、ひとりまたひとりと眠りに落ちていった。

　大半の生徒が、札さつ幌ぽろ、小樽と二日続けて徹夜に近い状態だったせいもあるのだろう。完全に電池切れになって、爆ばく睡すいしているやつもいる。

　バスの真ん中らへんの座席に座った空太の前後からは、寝息、いびき、時とき折おり寝ね言ごとまで聞こえてきている。そんな連中に気を遣つかってか、かすかに聞こえる話し声は、全部ひそひそといった感じだった。

　空太も何度か眠ろうと試みたものの、全部失敗に終わっていた。

　窓まど側ぎわの隣となりの座席……そこに座ってノーパソを操作している龍りゆう之の介すけのせいだ。初日に続き、二日目の夜も、空太の部屋の電気は夜の十時には消えていた。

　おかげで、十分な睡眠時間が確保され、目はぱっちりだ。

「意味もなく、不満そうな目で僕を見るな」

「意味ならあるぞ」

　その間も、龍りゆう之の介すけの視線はディスプレイのソースコードを追っている。バグでも捜さがしているんだろうか。

「意味があっても、不満そうな目で僕を見るな」

「俺はどうすればいいの？」

「僕が知るか」

「……だよね」

　そこで龍之介との会話は途と切ぎれた。話しかけるなオーラが半はん端ぱない。作業の邪じや魔まをしてほしくないということだろう。

　仕方がなく、大人おとなしく座っていると、

「ねえ、神かん田だ君」

　と、通路を挟はさんだ隣となりの席から声をかけられた。

　さっきまで寝ていたはずの七なな海みがいつの間にか起きている。シートに埋うめていた右側の頰ほおが赤くなっている。これは指摘しない方がいいだろう。

「なんだ？」

　周囲の静けさに合わせて小声になる。

「函はこ館だての夜景、楽しみだね」

　バスが到着する頃には日も沈み、夜景が見ごろを迎むかえているはずだ。

「そうだな」

　他に答えようがなく、なんとなく返事をする。

「神田君、テンション低い」

「美み咲さき先せん輩ぱいみたいなこと言うな」

「……」

　急に七海が口を閉ざした。

「青あお山やま？」

「ましろとまた何かあったでしょ」

「本題はそっちか。しかも、またって……」

　まあ、事実、またではある。

「夜景が楽しみなのはほんと」

「そっか」

「よかったら、一いつ緒しよに見たい」

「それはいいけど……」

　さっきの件については、もういいのだろうか。

「ましろとは約束してないの？」

「……」

　約束などできる雰ふん囲い気きじゃない。昨日の一件があって、ましろとの関係は余よ計けいに難しくなった。

「やっぱり、何かあったんだ。ホテルのロビーでケンカしてたって噂うわさ聞いたよ」

「噂っていうか……三分の二は本当で、三分の一は違ちがうぞ」

「本当なのは？」

「ホテルとロビー」

「そこを別々に数えるかな、普通。……でも、ケンカは違うの？」

「ケンカでは、ないと思う」

　一方的に不安をぶつけられた。そういうことだ。

「俺が、返事を待たせてるせいなんだ」

「それを言われると、これ以上聞けなくなる」

　わかっているから、空そら太たはわざわざ口に出したのだ。

「ねえ、神かん田だ君」

「なに？」

「明日だけどさ」

　修学旅行の最終日。

「自由時間の予定決まってる？」

「決まってない」

「私と一いつ緒しよに過ごすというのはありですか？」

「……」

　即答はできず、無言の間まが生まれる。

「少し考えていいか？」

「うん」

「俺、答えを出すって……返事、修学旅行が終わるまでにするって、約束してるだろ」

「そうだね」

「答え、ちゃんと出すから。ちゃんと考えて……青あお山やまに言われた通り、そういう未来もちゃんと想像して、考えてるから。本気で考えてるからさ」

「ありがと」

「お礼を言うのは俺の方だよ」

「それも、そっか」

　そう言って七なな海みは小さく笑った。どんな気持ちで笑ったのかは、空太にはわからない。

「あ、これ食べる？」

　座席の前のポケットからお菓子の箱を取り出して、七なな海みが差し出してきた。箱には『北海道限定がぶりんちょべあ～ホワイトチョコ』と書いてある。

　ひとつもらう。がお～っといった感じで威い嚇かくしてくるかわいいクマのキャラクター。

　口の中に放ほうり込むと、甘さが一気に広がった。

「昨日の夜に美み咲さき先せん輩ぱいが部屋にきて、大量に置いていったの」

　いかにも美咲らしい。

　見ていなくても、そのときの光景が目に浮かぶ。

　それがおかしくて空そら太たは笑った。七海も同じように笑っていた。




　一時間半後、バスは予定より十分遅れで函はこ館だてのホテルに到着した。荷物を部屋に放り込み、少し急いで夕食の時間となる。

　食事が終わると、空太たちは再びバスに乗せられ、一路函館山を目指した。

　有名な函館の夜景を見るためだ。

　時刻は夜の八時を回っている。

　山の斜面を蛇だ行こうする道路をバスは、頭を右へ左へと振ふりながら上っていく。

　半分ほど来たところで、進行方向右側の座席から歓声が上がった。生おい茂る木々の隙すき間まから、夜景がちらりと見えたようだ。

　残念ながら空太が座っているところからはよく見えなかった。またすぐに周囲を木々に覆おおわれてしまう。

　その後も、バスの中では歓声が上がり、それを四回ほど繰くり返したあとで展望台の駐車場に到着した。

「は～い。三十分間の自由行動にしま～す」

　間ま延のびした小こ春はるの声に見送られてバスを出る。

　約束通り、空太は七海と一いつ緒しよに展望台の方へと向かった。

　階段をいくつか上る。さらに上ると、目の前に遮しや蔽へい物ぶつがなくなった。

　足元からぞくっとする感覚が駆かけ上がってきた。すごいらしいとは聞いていたけど、それは言葉以上のものだった。函館の夜景を前に、空太は鳥とり肌はだが立った。

「すげえ」

　無意識に感かん嘆たんがもれる。

　きらきらと街が輝いている。いや、街を見ているという印象はない。両手をいっぱいに伸ばしても全然届かない巨大なカンバスに描えがかれた最高の絵。地面に広がる星空か。

　あちこちから感動の声が上がっていた。

　人がもっと少なければさらによかった。他校の修学旅行生も来ているようで、展望台は足の踏ふみ場もない有あり様さまだ。見通しのよさそうな場所は、満員電車状態になっていて、身動きもなかなか取れない。

「青あお山やま、大丈夫か……」

　背後を気にして振ふり向く。

　けど、その時点で、すでに七なな海みの姿すがたは見えなくなっていた。

　周囲に目をやるけど見つからない。立ち止まっていると邪じや魔まにもなるので、仕方がなく空そら太たは人の流れに身を任まかせた。

　さらに奥に進むと、下から上がってくるロープウェーが見えた。そのプラットホームを挟はさんだ向こう側にも、広場があることに気づく。展望台より一段低くなっているけど、夜景を楽しむには十分なロケーションのような気がした。

　なにより、そこにぽつんと佇たたずむひとりの少女の存在が、空太に向こうへ行ってみようと決断させた。

　来た道を引き返し、駐車場まで戻もどった。奥へとぐるりと回り込み、ロープウェーのケーブルの反対側がわに出た。

　少し角度は付くけど、思った通り夜景はよく見える。

　空太が気にした少女もまだいた。

「椎しい名な」

　柵さくに手を置いたましろがゆっくりと振ふり返る。夜景を背にして立つましろの姿すがたは、どこか現実感がない。映画か、小説の中の風景を見ているようで、落ち着かなかった。

「いいとこ、見つけたな」

　ここならゆっくり夜景を堪たん能のうできる。

「うん」

　小さく頷うなずいたましろは、近づいていく空太から目を離そうとはしない。

「明日、帰るのね」

「……そうだな」

　ましろの隣となりに並んで、函はこ館だての街を見下ろす。上の展望台からは興こう奮ふんした歓声が聞こえてくる。なのに、ここは静かだ。近くには一般の観光客らしき人たちが数名いるだけだ。

「空太」

「なんだ？」

「明日、一いつ緒しよにいたい」

「また取材か？」

　緊きん張ちようを紛まぎらわせるように尋たずねる。

「違ちがうわ」

　即答だった。

「じゃあ……」

「空そら太たが好きだから、一いつ緒しよにいたい」

　真まっ直すぐに……ひたすら真っ直ぐにましろは想いをぶつけてきた。

「それしか、理由はないわ」

　気持ちが揺ゆれている。心臓の音が聞こえてくる。どくんどくんと全身を震ふるわせていた。

「ダメ？」

「ダメってわけじゃないんだけど……」

「なに？」

「青あお山やまからも誘さそわれてて、待ってもらってるんだ」

　素す直なおに、空太は打ち明けた。

「そう……」

　ましろが小さく呟つぶやく。

　すると、外から別の声が聞こえた。

「いいよ」

　声に驚きながら振ふり向くと、七なな海みが立っていた。

「青山……」

「……」

「ごめん。神かん田だ君がこっちに来るのが見えて……追いかけてきたら聞こえちゃった」

「それは、いいんだけど」

　空太の戸と惑まどう声を遮さえぎるようにして、

「明日、どっちと一いつ緒しよに過ごすかは神田君が選んで」

　と、七なな海みが言ってきた。

「……」

　言葉に詰つまる。心臓がぎゅっと縮ちぢんだ気がした。

「それで終わりにしよ」

「っ!?」

「私か、ましろか、神田君が選んで」

　明日のことだけを言っているんじゃないと、空太はすぐに理解した。

　七海が口にした「終わり」とは、文字通りの意味だ。

「私は、函はこ館だて駅で待ってる」

　正々堂々とした七海の態度。本当は、様々な不安を我が慢まんしているのだ。

「ましろは？」

「わたしは……ここで空太を待つわ」

「時間は午前十時でいい？」

「うん」

　返事と共に、ましろが頷うなずく。

　宿泊するホテルから見て、函はこ館だて駅は函館山の反対側。当然、同じ時間にふたつの場所に空そら太たはいられない。選べるのはひとりだけだ。

　そのふたりが空太を見ていた。

　小さく深呼吸をする。

　心は少しも落ち着かない。

　それでも、空太は、

「わかった」

　と、ふたりの目を見ながら答えた。
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　北海道の地で迎える三度目の夜。

　それは、最後の夜でもある。

　明日の午後には函はこ館だて空港から飛び立つ。そして、夕ゆう刻こくには羽はね田だ空港に到着し、夜はさくら荘そうで過ごすことになる。明日の今頃は、住み慣れた１０１号室のベッドで寝ているはずだ。

　空そら太たはベッドに横たわったまま、ぼんやりとそんなことを考えていた。

　薄明りの中で、天てん井じようの模も様ようを無感動に眺ながめる。

　消えているのに、光って見える蛍けい光こう灯とうを不ふ思し議ぎに思った。

　真横では、伊い織おりが枕を抱き締しめて眠っている。

　もうひとつのベッドにいるのは龍りゆう之の介すけだ。

「なあ、赤あか坂さか」

　もう寝ていると思ったけど、誰かと話したくて声をかけていた。

「寝たか？」

「寝ている」

「起きてんじゃねえか」

　小さく笑いがもれた。

「神かん田だのそわそわした空気が僕の睡眠を妨ぼう害がいしている」

「そりゃ、悪かったな」

「まったくだ。今すぐ部屋を出て頭を冷やして来い」

「そうだな。それがいいかもな」

　言われるまま、空太は身を起こした。

　伊織が「むふう」と、艶なまめかしい声を出していたけど、目を覚さます気け配はいはない。

「んじゃ、ちょっと出てくる」

「問題が解決するまでは戻もどって来るな。迷めい惑わくだ」

「努力するよ」

　そう言葉を残して空太は部屋を出た。




　さすがに最後の夜とあって、午前一時を迎えても、どの部屋もだいたい明りがついていた。ドアの隙すき間まから光がもれてきている。

　ドア越しには、割りと大きな話し声も聞こえた。誰もが最後の夜を少しでも長く感じていたいと思っているようだ。

　それがわかっているからか、今日ばかりは教師の監かん視しの目もゆるい。

　とりあえず、廊下に見回りの教師はいなかった。

　空そら太たは難なくエレベーターホールにたどり着き、ボタンを押おして、やってきたエレベーターに乗り込んだ。

　なんとなく目に付いた、『展望ラウンジ』の案内に引かれて、最上階のボタンに触れる。すーっと音を立てエレベーターは上昇していく。

　到着のベルが鳴り、ドアが完全に開き切ってから空太は最上階のフロアに出た。

　男女の大浴場に挟はさまれた位置に、展望ラウンジはあった。

　正面はガラス張りで、函はこ館だて山やまを望むことができる。もう少し早い時間であれば、ここからの夜景を楽しむこともできたかもしれない。さすがに、時間も遅いせいか、街の明かりはだいぶ消えて、寝静まっている。

「就寝時間はとっくに過ぎてるわよ」

「っ!?」

　突然、横から声をかけられて驚いた。

　見れば、木の皮を編み込んで作ったような椅い子すに、缶かんビールを片手にした千ち尋ひろが足を組んで座っていた。

「先生」

　距離を詰つめて近くの椅子に空太も座った。

「なに、勝手に座ってんのよ」

「……俺、ようやくわかりました」

「幸せの秘ひ訣けつ？　ぜひ、教えてほしいわね」

「先生が言ってた『勘かん違ちがい』の意味です」

「そ。にしては、表情がいつも以上に冴さえないわね」

「わかったから、こんな顔になるしかないんですよ」

　ガラスに映うつった空太は、今にも泣き出しそうな表情をしている。

　その横で、千尋がどこか面めん倒どうくさそうに、あくびを嚙かみ殺していた。

「まったく……最初から答えは教えておいてあげたでしょ」

「え？」

　声と同時に、視線でも疑問を投げかける。

　千尋はぐいっと缶ビールを傾けていた。

「あんたは三さん択たくで悩んでるってさ」

「……」

「ましろと付き合うか、青あお山やまと付き合うか、どっちも振ふるか」

「はい」

　ふたりから告白されたその日の晩のことだったと思う。

「神かん田だにその気がなければ、青あお山やまと付き合うって選せん択たく肢しは必要なかったでしょ」

「それは……」

　言われてみればそうかもしれない。

「先に『ごめんなさい』を言えたはずよ。あんたはもったいないからキープしておこうなんて考えられるほど、器用じゃないんだし」

「……俺もそれくらいにはずるいですよ」

　そういう気持ちがゼロだったと言い切る自信はなかった。

「あんたには無理ね。結局、青山を裏うら切ぎっていることに対する罪悪感に押おし潰つぶされて、絶対に先に振ふってたわ」

「……」

　断言されるのは気持ちのいいことじゃないけど、確かにその通りになっていた気がする。駆かけ引きなんて器用な真ま似ねは得意じゃないから。

「神田はバカ正直だからね。ま、青山もだけど」

「それ、褒ほめてませんよね？」

　千ち尋ひろはそれには答えてくれず、

「楽になりたい？」

　と、さらに踏ふみ込んできた。

「そんな方法があるのなら……」

「どっちかの『好き』を気のせいだと思って否定しなさい。なかったことにすればいいのよ」

「……」

「賢かしこい大人おとなはね、そうやって都つ合ごうの悪い事実は見なかったことにするの。自分を傷付ける気持ちからは目を背そむけるのよ。最初からなかったことにしてしまえば、痛みなんてどこかへ消えてしまうわ」

「……」

　本当にその通りだと思う。こんなにも悩むのは、気持ちがふたつあることを受け入れようとしているからだ。矛む盾じゆんを認めようとしているからだ。

　だから、千尋の言うように、ひとつを気のせいだと決めつけてしまえば、どっちかを選ぶ苦しみも、どっちかを振らなければならない苦しさも最初からなくなる。それで空太の気持ちは晴れるかもしれない。

　けど、少しも納なつ得とくはできなかった。できるはずがなかった。

　それではダメだと心の奥底で叫んでいる自分がいるのだ。

「そんなこと……そんなこと、できるわけないじゃないですか！」

　地の底から絞しぼり出すように、空太は千尋の意見に反対した。

「どうしてよ？」

「ここにある俺の気持ちは！　気のせいとか！　勘かん違ちがいとか！　そんなんでごまかしていい感情じゃないんですよ!!」

　思い切って吐はき出すと、想いは一気に弾はじけた。

「この気持ちは、今日まで椎しい名なや青あお山やまと過ごしてきたかけがえのない時間がくれたもので！　今、この気持ちを否定して、気のせいだって決めつけて、勘違いだって思ったら、それは、俺にとって大事な、さくら荘そうでの日々を、真っ黒く塗ぬり潰つぶすのと同じなんです！　椎名や青山と過ごしてきた楽しかった記憶も、うれしかった記憶も、ケンカしたことさえも……俺にとっては大切で……だから……だから……その全部に背中を向けるような真ま似ねは絶対にできません!!」

　ふたりに対する想いは、昨日、一昨日おとといで芽め生ばえた感情ではないのだ。さくら荘そうという場所で共に過ごし、一いつ緒しよに育はぐくんできたもので、小さくて些さ細さいなことをいくつも積み重ねてきたからこそ生まれたもの。

　その積み重ねの先に今日という日がやってきた。その積み重ねの先に、空太が知った感情がある。

　だから、今を否定するわけにはいかない。今にたどり着くために、昨日も、一昨日おとといも、一週間前のあの日も、一ヵ月前のあの日も、一年前のあの日もあったのだから。

　それがわかってしまったからこそ、空太はふたりを好きだと思っている矛盾した自分のことを、受け入れようと決めた。そんな自分は最低だと思うし、何を考えているんだって思うけど、それでも、苦しみから逃げて、痛みを忘れたい一心で、大切な思い出たちをドブに捨てるよりはいい。

　今日までの素す晴ばらしい日々を裏切るよりはずっといい。今感じている息苦しさも、痛みも全部持って……ひとつも残さず明日へと持っていくのだ。

　それが、空太がさくら荘で学んだこと。さくら荘での日々が、さくら荘で一緒に過ごしてきたみんなが教えてくれたこと。

「好き好んで、一番しんどい道を選ぶなんてね。だから、あんたはバカ正直だって言ったのよ」

「わかってますよ。俺だって、おかしいことくらい……椎名にも、青山にも、好きって気持ちがあるなんて、どうかしてます……俺、壊こわれてるのかな……」

「別に、おかしくなんてないわよ」

「っ!?」

「もちろん、壊れてもいない」

「でも！」

「あんた、この世にたったひとりだけの運命の相手がいるとか、乙女おとめチックなことを信じてるわけ？」

「……」

「人間ね。たったひとりだけを好きになれるほど、潔けつ癖ぺきになんてできちゃいないわよ」

「だけど……」

「誰かを好きになる気持ちなんて、上じよう手ずにコントロールできるものじゃないし、コントロールされた気持ちなんて、本物だって信じられないでしょ？」

「……」

「そりゃあ、大人おとなになるにつれて、そういうことにも上手に噓うそを吐つけるようにはなるわよ。その人との出会いも、交かわした言葉の数々も、もらった感情も全部捨てて、傷付くことから逃げていくの。大事なものふたつを天てん秤びんにかけて、どっちかを選択するっていうのは、本当に大変だってわかっているから。最初から順番を付けておくのよ。けど、それが何を意味するかは、今、あんたが言った通り。大切だった思い出に背中を向けるってこと。あんたに関わってくれた連中や、そいつらの想いを裏うら切ぎるってこと。なによ、神かん田だのくせに、ちゃんとわかってんじゃない」

「わかっても、俺にどうしろっていうんですか」

「あんたがましろにも、青あお山やまにも心惹ひかれたっていうのはね、それだけ、ましろも青山もいい女だっただけのことよ。それだけ、充実した時間を一いつ緒しよに過ごしてきたってこと。掛かけ値ねなしに自慢できる最高の毎日を、あんたたちは共に送ってきたの。お互い、真まっ直すぐすぎるくらいに感情をぶつけ合いながら。形は色々あるでしょうけど、そりゃあ、情も移るわよ。そうした環境の中にいて、何も感じないやつの方がどうかしているわ。そして、その結果が今であって、今のあんたなんでしょ？　違ちがう？」

「違いません……」

　ましろや七海との関わり合いが、今日の空そら太たを作っている。全部ではないけど、大きなところをふたりが占しめていることは、きちんと自覚していた。

　ましろがいたから、目標に向けて最初の一歩を踏み出すことができた。

　七なな海みがいたから、がんばろうって気持ちを持続させることもできたんだと思う。

「みんな、できているふりをしているだけよ。たったひとりにしか興味がないって言い聞かせて、なんとかやってんの。気持ちがまったくないわけじゃない。気持ちが少しも傾かないわけでもない。気持ちが芽め生ばえないわけでもないの。付き合えるか、付き合えないかなんて次元で話をしたら、付き合ってもいいって思える相手なんて、ひとりじゃ済まないわ。大人になればなおさらね」

「……」

「あんたも、そんな一面を持った人間のひとり。どこにでもいるひとりの高校生。完かん璧ぺきじゃなくて、欠点なんてたくさんあって、バカで、真ま面じ目めで、捨すて猫ねこを放ほうっておけないお人ひと好よしで、上かみ井い草ぐさと仲がよくて、三み鷹たかにかわいがられていて、赤あか坂さかなんかとも上う手まくやれて、新入生の面めん倒どう見みも意外とよくて……そして、ましろと青山が好きになった、ひとりの人間」

　鼻の奥が、目め頭がしらが熱くなっていく。

「この世に綺き麗れいなだけの人間なんていないわ。むしろ、その逆よ」

「逆？」

「失敗もしなければ、悩むことも間ま違ちがえることもない完かん璧ぺきな人間なんて、ちっとも面おも白しろくないでしょ。私は、そんなつまらない人間に興味はない。だから、さくら荘そうにいるとね、退たい屈くつしなくていいのよ」

「先生……」

　視界が急速にぼやけていく。

「あんたも、私も、ましろも青あお山やまも、上かみ井い草ぐさも三み鷹たかも赤あか坂さかもそう。姫ひめ宮みやと長は谷せも……欠点なんていっぱいあるでしょ？　でもね、だからダメってことじゃないのよ」

「そう……ですよね」

　空そら太たはさくら荘の住人が好きだ。問題児かもしれないけど、みんながすごく生きているって感じがするから。

「神かん田だ」

「なんですか？」

　声は鼻にかかっていた。

「きっとね、そんなあんただから、ましろも、青あお山やまも、惹ひかれたのよ」

　ぎりぎりのところで留とどめていた感情が、大おお粒つぶの涙となって空太の目からぼとりと落ちた。膝ひざの上を濡ぬらしていく。

「ちょっとやめてよね。私がいじめてるみたいじゃない」

「先生のせいですよ……」

「なに？　文句あるわけ？」

「違ちがいます……」

　必死に涙を拭ぬぐう。でも、全然間に合わない。止まる気け配はいがない。

「違うんですよ。そんなやさしいこと言うから。泣けるんじゃないですか……」

「……じゃあ、ついでだから、もうひとつ言ってあげる」

「……なんですか？」

　鼻をすすりながら聞き返す。

　涙は拭ふいても、どんどん零こぼれ落ちてきていた。

「あんたが今しなきゃいけないのは、自分を卑ひ下げすることじゃない。最低だって落ち込むことなんかじゃないわ」

「……」

「自分の気持ちを一度真まっ直すぐに認めなさい。情けなくても、ダサくても、イケてなくてもいい。最低だろうと、最悪だろうといいわ。決めたんでしょ？　ふたつある自分の気持ちと向き合うって。だったら、ましろも青あお山やまも好きでいい。今だけは私が許してあげるから」

「……はい」

「認めた上で、何をすればいいかはわかるわね？」

「はい」

「言ってみなさい」

　奥歯を嚙かみ締しめて、嗚お咽えつを必死に吞のみ込んだ。

「自分で決める」

　真まっ直すぐに、ひたすら真っ直ぐに千ち尋ひろの目を見て宣言した。

「それだけ？」

「決めたら迷わない！」

　上うわ擦ずった声は、半分喉のどの奥で割れていた。

「そう。どんなに苦しくて、辛つらくても、吐はくほど悩んでもいいから、結論を出すこと。本当に辛いのはあんたじゃない」

「はい……」

　涙でボロボロの返事は、殆ほとんど「はい」になっていなかった。

「ましろのどこが好きなの？」

　千ち尋ひろの声こわ音ねはやさしい。

「目標にとことん一いち途ずで……」

　空太の声は完全に裏返っていた。

「それだけ？」

「いつも、真まっ直すぐに前だけを見ていて……」

「他には？」

「バームクーヘンばっか食べて」

「そうね」

「あんな壊こわれ物ものみたいな雰ふん囲い気きのくせして、すげえわがままで頑がん固こで、自分の思い通りにならないと、むっとしたりして……あいつ、無言で俺にプレッシャーかけてくるんですよ？」

　ましろを想うと、自然と笑顔になれた。涙でぐちゃぐちゃの笑顔だ。

「さっさと漫まん画が家かデビュー決めて、連れん載さいも持って、どんどん先に行っちゃうところが、めちゃくちゃしんどくて、いつも嫌きらいになりそうなのに、すげえ嫌いになりそうなのに、なんでか知らないけど、それも全部含ふくめて俺は椎しい名なのことが……」

　強すぎる想いが、言葉を押おし潰つぶしてしまう。もう、何も言えない。

「じゃあ、青山は？」

　少し間を置いて、千尋がそう聞いてきた。

「青山はいつも一生懸けん命めいで……どんなことも真ま面じ目めに取り組んで……」

　何度目かわからない鼻をすすり上げる。声は嗚お咽えつ交まじりで、自分でも聞き取れないくらい無ぶ様ざまになっていた。

「そうね」

「ちょっと意い地じっ張ぱりなところもあって……」

「でも、そこがかわいいんでしょ」

　深々と頷うなずく。何度も頷いた。

「ふざけているとすぐに怒って……それが時々、面倒めんどくさくて、がんばりすぎてるところが危あぶなっかしくて、あいつ、自分じゃしっかりしてるつもりみたいだけど、なんか放ほうっておけないところがあるんですよ。おかしいですよね」

　笑うとまた涙が零こぼれて落ちてきた。

　もう顔はぐちゃぐちゃでべちょべちょだった。

「焦あせったり、照てれたりすると関西弁になるのも……あと、一いつ緒しよにがんばろうって、青あお山やまと約束したのは、本当に支えになったんです！　気持ちが通じてるっていうか、約束しただけじゃなくて、ちゃんと青山とがんばれてる気がして……。よく体重を気にしてるとこも……そのくせ、一昨日おとといなんて割引券がもったいないから、ソフトクリーム二本食べたんですよ？　そういうとこも、すげえ女の子っぽいっていうか、もうとにかく……」

　こんなにも……こんなにも想いは溢あふれてくる。全部を言葉になんてできない……。

　噓うそ偽いつわりのない気持ち。

　だけど、ふたりを想うのは、今日で終わりにしないといけないのだ。

　明日、空そら太たが一いつ緒しよにいられるのはひとりだけ。

　この先、空太が一緒にいられるのもひとりだけ。

　全部を幸せにする魔ま法ほうはこの世に存在しないから。

　そんな力は空太にはないから。

　千ち尋ひろの言うように、どこにでもいるひとりの高校生にすぎない。自分のことで精せい一いつ杯ぱいなのに、誰かの手を強く握にぎっている余裕なんてない。

　そのことを認められるだけ大人おとなになってしまったから。

　もう後あと戻もどりはできない。無む邪じや気きで楽しかった思い出の中に引き返すことはできない。もうわかっているから……あのやさしかった日々は、今日という日を迎むかえるためにあったのだということが……。新しい明日へ踏み出すためにあったのだということが……痛いほどにわかっていた。

　だから、空太はわめくことも、嘆なげくこともできず、前に進んでいくことを選んだましろと七なな海みのことを思って、ただ涙を流すしかなかった。

「先生……」

「酷ひどい顔ね」

「……涙って、あったかいんですね」

　気持ちを吐はき出したあとに残っていたのは、そんな想いだった。

　ずっと、涙は冷たいものだと思っていた。なのに、こんなにもあたたかい。やさしいものだと感じることができる。

「神かん田だ」

「なんですか？」

「それを教えてくれたふたりに感謝するのよ」

「……っ！」

　もはや返事は言葉にならなかった。喉のどの奥で詰つまって出てこない。だから、空そら太たは千ち尋ひろの前で何度も何度も頷うなずいた。

　ましろと七なな海みの姿すがたを思い浮かべながら……。

「ったく、私まで切せつなくさせるんじゃないわよ」

　そう言って、千尋は空太から顔を背そむけていた。

　目元を拭ぬぐっていたのは、たぶん、気のせいじゃない。




　空太が部屋に戻もどると、デジタルの時計の表示は午前二時三分を示していた。

　ベッドに仰あお向むけに倒れる。

　ゆっくりと息を吐はき出した。

「なあ、赤あか坂さか」

「……」

　返事はない。

「寝たか？」

「寝ている」

「起きてんじゃねえか」

「何の用だ？」

「俺さ」

　そっと目を閉じた。

　まぶたの裏うらに思い浮かんだのはひとりの少女の姿すがた。

「俺、決めたよ」

「……」

「決めた」

　声は夜の静せい寂じやくの中へと溶け込んでいく。

「そうか」

　いつも通りの味あじ気けない返事。

　だけど、今はそれが何よりありがたいのも事実だった。

　変わっていくもの。

　変わらずにそこにあるもの。

　そうした中で空そら太たは生きている。

「俺、決めたよ」

　それを最後に、空太も龍りゆう之の介すけも言葉を口にすることはなかった。




　　　　２




　朝の目覚めはすっきりしたものだった。

　目を開けると、真まっ直すぐ仰あお向むけの姿勢で寝ていた。視線の先には、カーテンの隙すき間まから差し込む光の筋すじを映うつした天てん井じようがある。

　体が緊きん張ちようしている。焦あせりや後悔とは違ちがう。高こう揚よう感かんにも似ている感覚。

「伊い織おり、朝だぞ」

「キスをしてくれたら、起きるよ～」

　恐ろしい寝ね言ごとを口走っている。

「よし。そのまま永遠に寝ていてくれ」

　寝ぼけた伊織は放ほうっておこう。

　隣となりのベッドでは龍之介が横を向いて寝ていた。

「赤あか坂さか、朝だぞ」

「神かん田だのせいでまだ八時間寝てない」

　寝返りを打って、殆ほとんどうつ伏ぶせの姿勢で枕に顔を埋うめている。細い体に、長い髪かみ。その後ろ姿すがたは女子と見み間ま違ちがえそうだ。

「んじゃ、ゆっくり寝てくれ」

　ベッドを抜ぬけ出すと、空太は洗面所で顔を洗って朝食を取るために部屋を出た。

　ホテルの二階に下りて、レストランに入る。スイコーの生徒たちがバイキング形式の朝食を各おの々おのに楽しんでいた。

　空太は誰とも話をせずに、トレイを手にしてご飯と味み噌そ汁しる、ほっけの炙あぶり焼きにサラダを適当に盛り付けた。そして、誰とも目すら合わせずに、端はしっこの席に座って、黙もく々もくとひとりで頰ほお張ばった。

　最後に残っていた味噌汁を一気に飲み干す。今さらのように魚介の出だ汁しがよく出ていることに気づいた。気持ちに余裕があれば、もっと味わって食べられたかもしれない。けど、今はこれでいいのだ。

　使ったトレイと食器を返却口に置いて、空太は楽しげに食事を取るスイコーの生徒たちを尻しり目めにレストランをあとにした。

　部屋へと戻もどり、歯を磨き、着替えを済ませ、来るときよりも勝手に膨ふくらんでいる三泊四日分の荷物をバッグに押おし込んだ。

　時計を見る。九時四十分。今、四十一分になった。

　まだ寝ている龍りゆう之の介すけと伊い織おりを残して、空そら太たは部屋を出た。




　ホテルのロビーでは、待ち合わせをしているらしいスイコーの生徒たちの姿すがたがちらほら見えた。

　遅れてやってきた男子を、女子が「遅い！」とか言って叱しかり付けている。けど、すぐに笑顔になってふたりで出かけて行く。初々しいお互いの反応。修学旅行中に成立したカップルなのかもしれない。

　そのふたりから少し遅れて、空太も自動ドアを通り抜けた。

　午前の澄んだ空気が肌はだに心地ここちいい。

　目的地に向けて足を踏み出すと、妙みように違い和わ感かんがあった。一歩一歩の感覚が、やけに鮮明で気になる。普段どんな歩き方をしていたのかも、よくわからなくなって気持ちが悪かった。

　それでも、空太の歩みは止まらない。もう止まらないと決めたのだ。

　それが空太にできる精せい一いつ杯ぱいの誠意。遅くても、遅すぎても、今できる全力で応こたえる。それくらいは果たしたかった。

　ホテルを出て約十分。

　空太は昨日約束した待ち合わせ場所に到着した。

　やってきたのは函はこ館だて駅。

　広いバスロータリーを見回す。その一角にある案内板の前に、七なな海みは俯うつむき加か減げんで立って待っていた。

　空太が近付くと、その足音に気づいたのか、ポニーテールを揺ゆらして七海が顔を上げた。

　真まっ先さきにその表情には驚きが浮かぶ。

　次に感かん極きわまったように、目の端はしに涙をにじませた。

　けど、すぐに空太の顔を見つめたまま、表情を曇くもらせた。

　二メートルほど距離を残して、空太は立ち止まる。

「そっか。そういうことか……」

　力の抜ぬけた七海の笑み。

　それを見ていると胸が軋きしんだ。だけど、ここで視線を逸そらすわけにはいかない。まだ、空太は何も伝えていないのだ。

「きっと……」

　搾しぼり出すように声を吐はき出す。

「きっと、ここに来たのはただの自己満足なんだと思う」

「……」

　七なな海みは唇くちびるをきつく結んで、空そう太たを見み据すえてくる。

「青あお山やまを余よ計けいに傷付けるだけだってことも、わかっているんだ」

「……」

「わかっているけど、俺はそれをしなきゃいけないと思った」

「どうして？」

「青山が伝えてくれた想いに、ちゃんと応えたい」

「……」

「何も言わないのを、ごめんの代わりにするなんて後あと味あじが悪いから、それが嫌いやでここに来たって気持ちもある。結局、全部自分勝かつ手てなのかもしれない」

　まだ整理し切れていない気持ちだってある。でも、だったら、それも含ふくめて七海に伝えればいい。かっこ悪くても、無ぶ様ざまでもいい。それが今の空太なのだ。それを七海に見てもらえばいい。

　全部さらけ出して、七海が真まっ直すぐに想いを告白してくれたように、空太も全身全ぜん霊れいでぶつかればいいんだ。

「色々考えたら、どうするのが正解なのかなんて、わからなかった。今も、これでよかったなんて自信はない。ないけど、これだけは、はっきりしてるんだ」

「……」

「俺は……俺は青山を傷付けるよ。ちゃんと傷付けるためにここにきた」

　張り裂さけそうな鼓こ動どう。手を当てて、ちょっと黙だまってろと心の中で怒ど鳴なり付けた。

「俺、俺は……」

「うん……」

「俺は、椎しい名なのことが好きだ」

「……」

「誰よりも椎名のことが好きだ」

　全身が痛い。自分の言葉で七海を傷付けて、その姿すがたに傷付いている自分がいる。だけど、その苦痛を、空太が顔に出すことは許されない。今、苦しくて、痛くて、悲しくてたまらないのは、七海であって、空太じゃないとわかっていたから。

「神かん田だ君……」

　ぐっと、七海が奥歯を嚙かみ締しめている。

「なんだ？」

「もう一度言って」

「……俺は、椎名のことが好きだ。誰よりも椎名のことが好きだ」

　ひとつひとつ、はっきりと繰くり返す。

「もう一度」

　七なな海みに言われて、空そら太たは息を大きく吸い込んだ。

「俺は、ましろのことが大好きだ！」

　函はこ館だて駅の前で、空太の想いは弾はじけた。澄み切った空へと広がっていく。

　その青空の下、七海の瞳ひとみには今にも零こぼれそうな涙が溜たまっていた。だけど、一滴として零れ落ちてはいかない。それどころか、七海は鼻をすすり上げながら、少し笑ってみせた。

「それ、言う相手間ま違ちがえてるよ」

「……ごめん」

　他に、言えることなんて思いつかない。

「あ～あ」

「……」

「振ふられちゃったか」

　七海がカラッとした声を空に投げた。

「今け朝さね。美み咲さき先せん輩ぱいが部屋に来たんだ」

「……」

「オーディションの結果を伝えにきてくれたの」

「どうだったんだ？」

　聞かなくても、なんとなくわかる気がした。

「合格だって。私、合格したんだよ」

　目に涙を溜めたまま、七海は微笑ほほえんでいた。

「おめでとう、青あお山やま」

「うん。神かん田だ君のおかげ」

「青山が、がんばったからだ。俺は何もしてない」

　心からそう思う。全部、七海の努力の賜たま物ものだ。空太が手伝ったことなんて、その一パーセントにだって満たない。

「ううん、そう言ってくれるのはうれしいけど、違ちがうの。オーディションの練習に付き合ってくれたことにも、ものすごく感謝しているけど……それだけじゃなくて……」

「……」

「私は……」

「……」

「私はね」

「……」

「神田君に恋をしたから、今日までがんばってこられたんだと思う」

　やさしい笑顔だった。空そら太たはきつく下した唇くちびるを嚙かみ締しめる。そうしていないと、堪こらえ切れない気持ちがあった。

「だから、今までありがとう」

「……青あお山やま」

「がんばろうって気持ちを、いっぱいくれてありがとう」

「……」

「これからは、ちゃんと自分ひとりでがんばれるようにならないとね」

　悪戯いたずらっぽく笑おうとして、七海は失敗した。

　けど、すぐに少し上を向いて持ち直す。きっと、そうしていないと涙が落ちてきそうだったのだろう。

「ましろ、待ってるよ」

　静かな七なな海みの声。

「ああ……」

「だから、もう行ってあげて」

　その声こわ音ねは小さく震ふるえていた。その震えを必死に抑おさえようとしていた。

「……」

「お願い……早く行って！」

「青山」

「じゃないと、ウチ、泣かれへん」

　言葉とは裏うら腹はらに、七海はにっこりと笑ってみせた。

「わかった。俺、行くよ」

　そう言葉を残して七海に背を向ける。

　見えない力が体を縛しばり付けてくる。

　重い。足が、体が、とにかく重たい。

　それでも、ゆっくりと歩き出す。

　すると、後ろから声が聞こえた。

「走れ！」

　よく通る大きな声。

　雷に打たれたかのような衝しよう撃げきが全身を駆かけ抜ぬけた。

「走れ！　神かん田だ空太！」

　叫んでいても、一音一音がはっきり発音されている。

　それは空太が好きだった七海の声。七海の一生懸けん命めいが詰つまった、七海の声だ。

　地面を強く踏ふみ締しめる。力強く蹴けって、空太は走り出した。

　振ふり向かずに。ただ、前だけを見て……。




　空そら太たは、必死に、がむしゃらに、目の前にそびえる函はこ館だて山やまを見み据すえながら走った。

　ましろが待っている。

　朝市に向かうスイコーの生徒たちとすれ違ちがう。全力疾しつ走そうする空太に誰もが目を向けてくる。構わずに、空太は走った。

　宿泊していたホテルの前を駆かけ抜ぬける。丁ちよう度ど、自動ドアから美み咲さき、伊い織おり、栞かん奈なの三人が出てくるところだった。何か声をかけられたけど、空太は返事をしなかった。

　振ふり向かないと決めたのだ。ましろまで一直線。

　走り出すと、気持ちも駆かけ出していた。

　とにかく、会いたい。ましろに会いたい。今すぐに会いたい。

　好きだから。

　誰よりも、ましろのことが好きだから。

　儚はかなげな雰ふん囲い気きも、生活破は綻たん者しやなところも、負けず嫌きらいな性格も、面めん倒どうを押おし付けてくるところも、空太を振り回すところも、目標に一いち途ずなところも、その才能で無自覚に空太を傷付けるところも……。

　好きなところはいっぱいある。

　嫌きらいなところもいっぱいある。

　でも、だからこそ、空太はましろの全部が好きだった。

　とにかく、全部だ。

　そんなましろへの想いで、胸はいっぱいになっていた。

　不安なんて感じている隙すき間ますらなかった。

　自分がましろに相応ふさわしいかなんてわからない。

　つり合いが取れているとか、お似に合あいだなんて思ってもいない。

　空太はまだまだ目指した目標には全然届いていないし、それどころか、スタート地点からようやく走り出せたくらいのものだ。

　だから、きっとまたましろの才能を目まの当あたりにして、打ちのめされる瞬しゆん間かんが訪れるだろう。どんどん前に進んでしまうましろのことを、嫌いになる瞬間だってあると思う。

　でも、それでいいんだ。この先、そうした感情とも向き合って、一歩ずつ前に進んでいけばいい。

　ましろの背中を追いかけて、いつか隣となりに立てる日まで諦あきらめずに、毎日少しずつでもいいから、前進していけばいいんだ。

　どんなにみっともなくても、かっこ悪くても、イケてなくても、無ぶ様ざまでも、泥どろだらけになっていようとも、走り出せば必ず体は前に進むのだから……。

　その想いを胸に、これからもましろの側そばに居続ければいい。そうした日々の中で、ましろと恋人同士になっていけたらいいと思う。

　お互いの気持ちがわからなくて、またケンカになることもあるだろう。傷付け合うこともあるだろう。けど、そんなものは、ひとつずつ乗り越えていけばいいんだ。

　ましろとふたりで。

　泣いて、笑って、怒って……その積み重ねが大切なのだ。その積み重ねの中で、きっともっとましろを好きになれる。今以上に、好きになれる。

　だから、とにかく、ましろに会いたかった。

　会って、この気持ちを全部知ってほしかった。

　この先にどんなことがあっても、この想いを忘れなければ大だい丈じよう夫ぶ。

　ましろと歩んでいける。

　それを伝えたい。ましろに会って伝えたかった。

　ロープウェーの乗り場が近付くと、足がずんっと重たくなった。

　長い坂道。

　上れば上るほど傾けい斜しやはきつくなり、前へ前へと意い気き込ごむ気持ちとは裏うら腹はらに、速度が上がらなくなっていく。

「くそっ！」

　もつれそうになる両足を、気合いで前後させる。

　乗り場に到着すると、切きつ符ぷを買って発車寸前のロープウェーに乗り込んだ。

　のんびりと閉まるドアに心がじれる。

　上昇をはじめたゴンドラの速度は、結構なものだったけど、それでも自分では急ぎようのない閉へい鎖さ空間は今の空太にとっては最高にストレスだった。

　檻おりに捕つかまった動物のように、ゴンドラの中をぐるぐると回る。

　展望台に到着すると、ドアが開き切る前に外に駆かけ出した。

　ゴンドラを操そう作さしていたお兄にいさんが何か注意の言葉をかけていたけど、

「すいません！　急いでるんです！」

　と言って、振り切った。

　待ち合わせは昨日の場所。メインの展望台よりはちょっと低い広場。ロープウェーの反対側……。

　なのに、空太は出口を間ま違ちがえて、展望台の方へと出ていた。

　時計を見ると、すでに十時二十五分。

　駐車場をぐるりと回って、ましろと約束した広場に駆け込んだ。

　スイッチを切った扇風機のように、空太の足の回転速度が落ちていく。そして、広場の中央でぴたりと止まった。

「噓うそだろ……」

　周囲を見回しても、ましろの姿すがたがない。それどころか、人っ子ひとりとしていない。

　ケータイを出して、電話をかける。

「……」

　でも、受話器から聞こえてくるのは、無機的な発信音だけ……。

　留る守す電でんに繫つながった瞬しゆん間かんには、再び駆かけ出していた。

　ロープウェーの乗り場に戻もどる。

　さっき空そら太たに注意の言葉をかけてきたお兄にいさんを見つけると、

「すいません！　さっき、高校生の女の子が乗ってきませんでしたか？　肌はだが白くて、妖よう精せいみたいな子なんですけど！」

　と、まくし立てる。

「え？　ああ、今、出たのに乗ってた子かな？」

　困こん惑わくしながらも、お兄さんは遠ざかっていくゴンドラを指差す。

　乗客は四、五人。見つけるのは簡単だった。

　空太に背を向けるように立っているのは、間ま違ちがいなくましろだ。見間違えるはずもない。

「ましろ！」

　乗り場から飛び出さんばかりに声をかける。

「ちょっと、君！」

　慌あわてた様子のお兄さんに後ろから羽は交がい絞じめにされた。

「ましろ!!」

　ロープウェーはよどみなく山を下っていく。すぐにふもとの乗り場に到着してしまう。

　今すぐに追いかけたい。

　だけど、次の出発は十分後だと言われた。

　待っている間に、何度もましろのケータイを鳴らした。でも、やっぱり出てくれない。

　永遠にも思えた十分が経過する。

　空太は即座にゴンドラへと乗り込み、ふもとの乗り場に下りた。

　切きつ符ぷ売り場の人に、ましろがどっちの方向に歩いて行ったかを尋たずねて、それを頼りにまた走り出す。

　この辺は殆ほとんどが上ったり下ったりの坂道で、思うように前に進めないのがただただもどかしかった。

　三分ほど走ると、少し景色が変わった。どこか異い国こく情じよう緒ちよ溢あふれる穏おだやかな街まち並なみ。横浜の一角にちょっと似ている気がする。

　よく目に付くのは教会の建物。

　今も、前を通り過ぎた。

　そのときだった。教会の中を見学していたらしい他校の修学旅行生の声が耳に入ったのは……。

「なあ、あの子、めちゃくちゃかわいくなかった？」

「地元の子かな？」

「声かけてみる？」

「やめとけ、絶対に彼氏いるって」

「だよな～、俺らなんて百パー相手にされないか」

　走り続けていた空そら太たの足がぴたりと止まった。

　男子生徒の集団は、空太に背を向ける形で、函はこ館だて駅のある方向へと坂道を下っていく。もう全然関係のないゲームの話で盛り上がっていた。

　喉のどにつかえていた唾つばを飲み込む。

　激しい呼吸を繰くり返しながら、脇わきに立つ建物を見上げた。

　古い教会。

　門の側そばには、かすかに花びらを残した桜さくらの木が植わっている。

　一昨日おとといに見た、ましろのクロッキー帳の絵が脳のう裏りを過よぎっていた。

　教会の前に立つふたりの絵。

「頼むよ」

　祈る気持ちを言葉に出して、空太は教会の敷しき地ちに足を踏み入れた。

　心臓の音が聞こえる。

　酸素を欲しがる体とは無関係に、鼓こ動どうは早はや鐘がねのように鳴っていた。

　入り口で靴を脱ぬぐ。

　木製のドアには、金色のノブが付いていた。

　ゆっくりと開いて、板張りの床に足を踏み入れる。

　高い天てん井じよう。古めかしいにおいが鼻をくすぐってくる。どこからともなく聞こえる賛さん美び歌かは静せい謐ひつな空気をより強いものしていて、空太の背せ筋すじは自然とぴんと伸びた。

　二列に並んだ横長の椅い子す。

　吸い寄せられるように、空太は中央の通路の前に立つ。その視線の先……祭さい壇だんの前に、ひとりの少女の後ろ姿すがたがあった。

　ステンドグラス越しのやさしい光。その光をまるでヴェールように頭から浴びて、ましろは静かに祈りを捧ささげていた。一体、何を祈っているのだろう。漫まん画がの新人賞を取るためにも、はじまった連れん載さいの成功のためにも、神に祈らなかったのに……。

　その姿は神しん秘ぴ的てきで、今にも消えてしまいそうに思えた。

「ましろ」

　呼びかけると同時に、空太は一歩を踏ふみ出していた。どこかへ行ってしまう前に、摑つかまえてしまいたい。両手で抱き締しめたかった。

　ましろが肩をびくっと上げる。振ふり向いたその顔は、まだ何が起きているのかわかっていない様子で、呆ぼう然ぜんとしていた。

「空そら太た……？」

　我が慢まんができずに歩みが速くなる。

「俺はましろが好きだ！」

　言い終えたときには殆ほとんど走っていた。

「空太！」

　ましろも駆かけ出す。足をばたつかせて、もつれさせて、転びそうになりながらも、必死に走ってくる。空太に向けて走ってくる。空太を求めて手を伸ばしてきた。

　一いち途ずで、真まっ直すぐで、がむしゃらな姿すがた……。

「空太っ！」

　最後は空太の胸に倒れるように飛び込んできた。

　一度はなんとか抱き留とめた空太だったが、膝ひざが笑って力が入らず、そのまま教会のど真まん中なかで押おし倒された。

　首に回した両手をましろがきつく締しめてくる。だけど、文句のひとつも出てこない。ましろの全身は未いまだに不安に震ふるえていたから。

　そっと背中に両手を回して抱き締める。華きや奢しやで細い体。強く抱き締めたら折れてしまいそうだ。それでも、ましろが腕の中にいるんだという実感の方が勝っている。その感覚をもっと確かなものにしたくて、もうどこにも行かせたくなくて、空そら太たはましろを思い切り抱き締しめた。
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「俺はましろが好きだ」

　耳元で告つげる。

「うん」

　空太の肩におでこを擦こすりつけるようにして、ましろが頷うなずく。

「俺はましろが大好きだ」

「うん」

　声は、こもって聞き取りづらい。

「待たせて、ごめん」

「いいわ」

　それでも、鼻にかかって上うわ擦ずっているのはわかる。

「ほんと、ごめん」

「来てくれたからいい」

　ましろが泣いているのがわかる。

「ごめん」

　今まで待たせたこと。今日、待たせたこと。泣かせてしまったこと。その全部を空太は言葉に込めた。

「空太がいるからいい」

「ましろが好きだ」

　もっと他にこの想いを正しく伝えられる言葉があればいいと思った。

「うん……」

　だけど、何も思いつかなくて、

「大好きだ」

　と、空太は喉のどを震ふるわせた。

「うん……」

　それからしばらくは、言葉も交かわさずに、空太とましろは抱き合ったまま、お互いの鼓こ動どうと体温を確かめ合っていた。ずっとこうしていたい。今はそんな気分だった。

「ねえ、空太」

　少しして、ましろが顔を上げる。

「ん？」

「……」

　でも、それ以上は何も言ってこない。

　透すき通った瞳ひとみで、仰あお向むけになった空太を見つめてくるだけだ。

　そっと、空太はましろの頰ほおに手を添そえた。涙をやさしく拭ぬぐう。

「俺は、この先、もっとましろのことを好きになるよ」

「わたしもよ、空そう太た」

　誓ちかいの言葉のあとで、ふたりは唇くちびるが触れるだけのあどけないキスをした。







　あとがき




　修学旅行の最終日。

　もし、あなたが、




　一、ましろのもとへ

　二、七なな海みのもとへ




　と、選せん択たく肢しを突つきつけられたとしたら、どちらを選びましたか？




　大きな節ふし目めを迎えたさくら荘そうの物語も、あと二冊で完結の予定でいます。

　最後までさくら荘の住人たちにお付き合い願えれば幸いです。


鴨かも志し田だ一はじめ









鴨かも志し田だ一はじめ

１９７８年４月11日誕生。神奈川県出身の左利き。北海道に行ったのは、高校の修学旅行以来、実に何年ぶりだろうか。とてもすごく久しぶりでした。小さすぎてよくわからないかもしれませんが、写真は函館の夜景です。
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溝みぞ口ぐちケージ

いよいよアニメ放送なわけですが、収録に行ってきました！　皆さん真面目に仕事しているはずなんですが、スタッフさん全員が何かあると笑いを取ろうとする空気。楽しかった！









電撃文庫





さくら荘そうのペットな彼かの女じよ８











鴨かも志し田だ一はじめ








二〇十三年三月二十八日　配信
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